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　０　吟遊詩人の歌







　これは三人の姫君の物語

　東の王子が心に秘めているのは北の国の白しら雪ゆき姫ひめ

　西の王子が想い続けているのは赤い髪の眠ねむり姫ひめ

　南の王子が恋に落ちたのは空色の双そう眸ぼうの灰かぶりシンデレラ

　これは三人の姫君の物語

　一人は見た者すべての心を奪ってしまうようなその至し上じようの美しさに

　一人は長い眠りの間にすべてを失って

　一人はその髪と眼を染める異国の色しき彩さいゆえに

　孤独に落ちた姫君の物語




　むかしむかしあるところに

　一人の王女がいた

　王女はその宝石よりも輝く美び貌ぼうを妬ねたまれて

　王宮を追い出され

　ある森に辿たどり着いた




　むかしむかしあるところに

　一人の少女がいた

　少女はいわれない恨うらみを受けて

　長い眠りに落ちて

　ある森で目を覚ました




　むかしむかしあるところに

　一人の娘がいた

　娘は奇き異いなる容貌を持っていて

　それを疎うとんだ義あ姉ね達に命じられ

　ある森に入り込んだ




　そこで出会った三人の姫君

　同じ孤独を持った彼女達は

　王宮へと向かう




　道中出会った三人の王子

　彼らはひと目で恋をした




　東の王子は白雪姫の前に犬のように跪ひざまずき

　西の王子は眠り姫の手の甲こうに口付けをして

　南の王子は灰かぶりシンデレラに永遠の愛を誓ちかう　




　三人の姫君と三人の王子は王宮へと辿り着き

　姫君達を不ふ遇ぐうへと追い込んだ魔女と対たい峙じする




　これは

　三人の姫君の物語







　１　馬鹿子爵と変態馬鹿男







　初夏の心ここ地ちいい風が吹いている。

　鳥は囀さえずり、青々とした新緑がお喋しやべりをしているように揺ゆれている。

　庭で走り回っているのは幼おさない少女だ。それを金髪の女性が決してつかまえないような速さで追いかけている。そのすぐ側の草の上に緑の布を広げて、赤い髪の女性が穏おだやかに笑って座っていた。

　まるで一枚の絵のような、見ていて思わず顔がほころんでしまうような光景だった。

「ああ」

　彼は小さくため息をついた。

　その光景を見ているだけで、頭の中に様さま々ざまなフレーズが降りてくる。また傑けつ作さくができそうだ。彼は興奮のあまりはぁはぁと息をして頰ほおを紅こう潮ちようさせた。

　今頭に浮かんだ言葉を忘れないうちにと手帳に筆ふでを走らせる。

　自分がこの素す晴ばらしい素材に出会えたことで、彼はこの世界中のすべてに感謝を捧ささげたかった。跪ひざまずいて、おお、ありがとう！　と叫んでもいい。

　だがそうするわけにはいかなかった。彼は今木の陰からこっそりと、あの素晴らしい光景を観察しているところだからだ。見つかったらきっと、彼女達を愛する粗そ暴ぼうな王子どもに追い出されてしまうに違いない。

　ここは森の中である。

《赤い森》と人々に呼ばれるその森は、かつて魔女が住んでいると言われ恐おそれられていた。森の奥に踏み込んで出てきた者はおらず、近づく者さえほとんどなかった。

　それがここ数月、東の王子の命で森の中を様々な業者が出入りしていた。土木業者、建築屋、設備屋、家具業者、清掃業者、運搬業者。彼らは近くの村を出入りするような気安さで森に入り、そして出て行った。

　いったい何が行われているのかと周囲の町の人々は噂うわさした。

　東の王子によって、《赤い森》に道が敷かれることが国民に公布されたのはすべてが終わった後だ。

　三国の中央に位置する《赤い森》を割って道を造ることは、三国すべてをまたいだ大事業である。東の第一王子は、自分が王となる前に、これを完成させると宣言した。

　そして同時に彼は、《赤い森》の中に別荘を造ってそこに住まうことにしたという。数月出入りしていた業者は、王子の住む家を造っていたのだ。

　長い間人々から忌き避ひされ放置されてきた森の中にどんな危険があるとも知れない。東の王子はまず自分で森の中に住み、それらを調査するらしい。

　国王となる前の一大事業。東の王子がそれに対して、大きな責任感で臨のぞんでいることが国民にはしかと伝わったことだろう。

　そしてついに、彼らは森の中に越してきたのだ。

　東の王子とともに森の中に越してきたのは西と南の二人の王子と、そして今や時の人となった三人の姫君である。

　その姫君達こそ、彼の歌の主人公。めくるめく物語の女ヒ主ロ人イ公ン。村娘達が憧れる夢の具現者。

　そう、最初にあの姫君達の物語を歌にしたのは彼だった。今や彼の作った歌は三国を越えて広がっている。

　彼は吟遊詩人デイヒルーとして自分の作ってきた歌に誇ほこりを持っていた。中でもあの姫君達の歌は傑けつ作さくだ。

　刺激的な冒険。胸高鳴る恋物語。こんな話、そこら辺にあるようなものではない。あの有名な戯ぎ曲きよく家か楼ろう楼ろうだってきっと叶かなわないだろう。なんといってもこれは創作ではない。事実なのだ。

　だが一点だけ。

　そう、ただ一点だけ、姫君達の物語に彼には気に入らない箇か所しよがあった。今日はそれを是正するためにここに来たのだ。

　そうだ。その目的を忘れてはいけない。

　彼はそっと手帳を閉じた。そして目の前の素晴らしい光景を焼き付けるように目を見開いてもう一度凝ぎよう視しすると、名な残ごり惜おしそうに身を翻ひるがえした。

　そうして名もない吟遊詩人の姿は、がさがさと木々の陰に消えた。
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「つかまえた！」

　早さ苗なえが夜よる花はなを抱きしめると、少女はきゃあと声を上げた。

「じゃあつぎは、さなえがにげるばん！」

「いいわよ。じゃあ夜花は、五つ数えてね」

　抱きしめられたまま目を輝かせて少女が言うので、早苗はにっこりと笑った。休む間もないが、早苗はよく遊んでいる。義あ姉ね達の愛のある意地悪、もとい様々なわがままのおかげで鍛きたえられたのか、女性陣の中で一番体力があるようだ。

　新しら祢ねも先ほどまでは一緒になって走り回っていたのだが、早々に音ねを上げた。仕方がない。彼女は二百年も眠っていたのだし、体力がなくて当然なのだ。

「いーち」

　大きな声で夜花が数を数える。早苗がゆっくりと夜花から距離をあけた。

「にーい」

「お前俺の話を聞いてる？」

「あ？」

　庭の様子が見下ろせる窓から室内に目を戻すと、不ふ機き嫌げんそうな顔の東の王子、鳥とり代しろがいた。かわいくもなんともないこの顔を見ているくらいなら、窓の外の華はなやかな光景と愛いとしい女性を見ている方が何百倍もいい。

　広ひろ兼かねは再び窓の外に顔をやった。

　荒れ放題だった庭は雑草を刈りとっただけで、まだ目を楽しませてくれる色彩は見つけられない。きっとこれから早苗が、いろいろ花を植えていくのだ。

　二階にあるこの部屋からでも、大きな夜花の声と優しい早苗の声だけはよく聞こえた。後者は愛の力だろう。

「聞いてるよ」

　広兼は投げ出すように答える。

「ほーおじゃあ俺が今なんて言ったか言ってみろ」

　鳥代はどうやら少し怒っているようだ。




[image: ]





　彼は第一王子だから執しつ務むが忙しい。まして先日この森に道を敷く大事業の宣言をしたので、いつもの倍は忙しくなっている。その忙しい執務の合間を縫って《赤い森》の塔とうの整備を手配し、ようやく先日この塔に越してきたのだ。

　しかし持ち出せない書類が多くあるらしく、一日のほとんどは森の外にある領主の屋敷で仕事をしている。今日は外でできる仕事をこの森の塔に持ち帰っていて、今も机に向かって署名したりなんだりとしている。ご苦労なことだ。

　道の建設はいまだ準備段階で、三国の調整には広兼も南の国の王子として協力をしている。実際建設に着手するのは今年の終わりか、来年になるだろう。

　北の王妃が森にかけられた魔法を解といてから、森にあった時間を狂わせる効果は薄れていて現時点ではもう外界との時間の誤差はまったくない。けれど部分的にその効果が残っている可能性もあった。本格的に道を造るには、まだまだ調査が必要なのだ。

　そんな中、数月前鳥代が言いだしたように三国の王子とその恋人達は、この《赤い森》の塔に越してきた。

　ここはもともと眠ねむり姫ひめ、新祢が二百年間眠っていた建物で、彼女一人のために建てられたとは思えないほど広く部屋数も多い。中央の主しゆ塔とうとその周囲に立つ三本の枝し塔とうは下方が渡り廊ろう下かで繋つながっていて、枝塔同士を繋ぐ渡り廊下には部屋がいくつもある。北と西の枝塔には、高いところにも一本ずつ主塔とを繋ぐ廊下があった。

　しかしこの塔の構造には謎なぞが多く、どうやっても入れない部屋や空間があるらしい。これに関しては建築屋もお手上げで、壁かべを壊して入るしかないのではないかと言っていたようだ。

　入れない場所に、新祢が眠っていた部屋も含まれている。

　主塔には一階に食堂や調理場、二階に娯楽室や複数の部屋があった。主塔自体の高さから考えてもまだ上に部屋があるはずで、それが広いホールのようなものであろうことはわかっていた。おそらく、王おう伊いが六体の魔法生物モンスターと戦ったあのダンスホールだ。

　新祢が眠っていた部屋はあのダンスホールよりも上にある。けれどそこへ行くための階段は、どうしても見つからなかったのだ。

　彼女は二百年前この塔を建てる時、様々な要求をつけたと言っていた。窓がないのもその一つで、それは、塔の整備の際に業者に造らせた。おかげでこうして室内にいても外にいる早苗達の様子を見ることができる。

　入れない部屋へ行く方法も新祢が知っているはずなのだが、彼女はなかなかそれを思い出せないようだ。

　数月前魔女によってこの塔に連れ去られた時、鳥代は現在の建築術ではありえないような光景を目にしている。

　石を少し動かしただけで塔が回転し、上空に造られた渡り廊下に繋がったというのだ。塔の整備がなかなかうまくいっていないと言った鳥代からその話を聞いた時、広兼は夢でも見たのだろうと一いつ蹴しゆうできなかった。

　ありうるかもしれない。

　彼はそう思った。二百年前のこの国なら、今この時代にない技術があってもおかしくない。

　そういうわけで、彼らは三人の姫君と最近加わった同居人である幼い少女には、出入りしてもいい場所を制限していた。何が起こるかわからないからだ。

「吟遊詩人デイヒルーだろ」

　広兼は言った。

　見なくても、鳥代が顔をしかめるのがわかった。彼と、この場にはいないが西の王子である王伊は幼い頃から共に過ごした友人なのだ。反応を読むくらいはできる。

「そうだよ」

　鳥代は言った。広兼はまた室内に顔を戻した。

　東の第一王子の手は止まっていて、彼は冷めた香草茶を口に含んだところだった。どうやら自主休憩のようだ。

　鳥代の横にはまだうずたかく書類が積まれていた。こういう時は本当に、自分がしがない第六王子でよかったと広兼は心から思う。王族としての責任がないわけではないが、目の前の友人よりは遥はるかに自由だ。

「危険だと思わないか」

「危険というか、面倒ではあるけどな」

「危険だろう。多少脚きやく色しよくされているとはいえ、この間のことだってもう歌にされているんだぞ」

　この間のこととは、広兼にとって思い出すも忌いま々いましい西大陸から来た魔術師の絡からんだ事件だ。

　広兼の婚約者であった早苗が結婚式を挙げに南の国へ行く途中で攫さらわれた。そして魔術で記憶と容よう貌ぼうを変えられ、ひどい目にあったのだ。

　事件の後その魔術師はいつの間にか姿を消していたが、あのまま捕らえていたらと広兼には悔くやまれてならなかった。早苗があの魔術師に同情しているようなのも気に入らない。

　悪い人ではないんですよ、と彼女は言うが、博愛的な早苗にかかれば道端の石ころだって愛を注そそぐ対象になりうるだろう。

　広兼は考えるように目を彷徨さまよわせた。

「その前の赤セイ穏オンの件もそうだな。人や場所が特定されるような表現は避けてるみてぇだが、確かに俺達の周りで起きたことが歌になってる」

　彼らが問題にしているのは、今巷ちまたで流は行やっている歌だ。

　流れの吟遊詩人は多くいて、彼らは各地で歌を仕入れてどんどん新しい歌を詠うたっていく。今流行っているのは三人の姫君の歌だ。それはつまり白しら雪ゆき姫ひめ、眠り姫、灰かぶりシンデレラ。広兼ら三人の王子の恋人達を主人公にした歌である。

　最初の歌は姫君達が森で出会って魔女を退治するまでだったが、次の歌はある村で赤ん坊を拾う歌だった。そして最近また町で流行っているのは、灰かぶりシンデレラが行方ゆくえ不明になって、それを　残った姫君達で救い出すという歌だ。

　多少細部は違えど、それは実際起きたことだった。

「俺達の中の誰だれかが起きたことを誰かに喋っているのならそういう歌もできるかもしれないが、それはありえない。早苗嬢はあの義姉達にだって、本当のことは話していないのだろう？」

「早苗は義姉達に北の王妃のことは内緒にしたがってるからな。珀はく蓮れんや新祢姫や王伊には俺達以外にそんな親しい知人はいないし、そこまで馬ば鹿かじゃねぇ」

　早苗が最愛の義姉達に秘密にしようとしているのは、北の王妃が《赤い森》の魔女、そして自分達の継まま母ははであったという事実だ。

　早苗達の継母は早苗の父が死ぬ直前に姿を消した。三人は実質捨てられたような形になっていて、その事実は今も義姉達の心に深い傷を残している、と早苗は言う。（実際脳みその少なそうなあの義姉達にそんな繊細な心があるとは思えないのだが）

　だから早苗はことのすべてを義姉達に語っているわけではないはずだった。

「なら可能性は一つだ」

　鳥代はため息をつく。恋人である珀蓮と再会してから、この東の王子のため息は格段に増えた気がする。同情を禁じえない。

「俺達は第三者に監視されている」

「もし万が一そいつが早苗の入にゆう浴よくを覗のぞいてるっていうんだったら八やつ裂ざきにして火で炙あぶってその灰を豚ぶたにくれてやる」

「いや、まぁ、それは、さすがにないんじゃないか。そんなに近づいてきているんなら、王伊が気付いているはずだし……」

　鳥代は宥なだめるように言った。

　西の王子、王伊は鳥代や広兼よりもずっと感覚が鋭するどい。気配などに関しては犬に近いかもしれない。軍人の一族と呼ばれ、あらゆる戦闘技術を幼い頃より仕込まれる西の王族ゆえだ。

　同じように広兼は賢けん者じやの王子と呼ばれ、鳥代は破は魔まの王子と呼ばれる。魔法を破ると言われる東の王族の能力はしかし、魔女がほとんどいなくなった今の世の中ではなんの役にも立たない。残念な一族である。

「まぁそうだろうな」

　広兼はあっさりと言う。彼は樫かしでできた椅い子すの肘ひじ置おきに頰ほお杖づえをついた。そして面倒臭そうに言った。

「お前が心配してるのはあれだろ。その吟遊詩人が北の王妃の正体を知ってるんじゃねぇかってことだろ」

「歌にされていないにしても、これだけ俺達のことを調べてるんだ。どこかで知っても不思議じゃない」

　最初の歌で三人の姫君が魔女を退治する件くだりでは、その魔女が北の王妃の本当の姿だとする表現はどこにもなかった。当然そんな歌が流る布ふすれば現在失しつ踪そう中の北の王妃はもう二度と王妃の座には戻れないだろう。

　今の世で、魔女は空想上の存在に近く、そしてその空想の中では悪役であることがほとんどだ。国民の反対を前にしては、さすがの北の王も王妃をそのままにしておけないはずだった。

「一つ聞きてぇんだが」

　広兼は怪け訝げんそうに鳥代を見た。

「お前があの魔女のことをそんなに心配する理由はなんだ？」

　早苗は《赤い森》の魔女を気にかけている。自分の継母であった女だし、何より彼女はあの魔女の孤独を覗いてしまったからだ。

　早苗の話では、それは何もない闇やみだったらしい。自分という存在もない虚きよ無む。彼女はあの魔女を、そこから救い出したいと思っている。一度身内だと決めた人間を、どこまでも護ろうとするのが早苗という女性なのだ。

　だが鳥代にそこまであの魔女を気にかける個人的な理由があるとは思えなかった。

　確かに鳥代の婚約者である珀蓮は北の王女で、北の王妃はいわば継母というものになる。しかし北の王妃が魔女だったからといって彼らの結婚や今後の生活にさして影響があるとも思えないのだ。珀蓮と北の王妃には一滴の血の繋がりもない。

　しかし東の王子はさも当然のことを口にするように、何を馬鹿なことを聞くんだこいつは、とでも言いたげな顔で口を開いた。

「世界中のすべての女性には幸せになる権利があるからだ」

　広兼は聞いたことを後悔した。

「ああそうでしたね。そうでした。お前はただの女馬鹿でした。いやー。馬鹿が服着て歩いてるからついついそれがただの馬鹿だっていうことを忘れて話しちまうんだよなぁ。失敗失敗。そういえば東の大陸の辺境では馬鹿を競う大会があるという話をどこかの風の噂でなんとなく小耳に挟んだからその大会に参加してみたらどうだ？」

　広兼がすらすらと鳥代を馬鹿にしてみせたその時、部屋の扉とびらが前まえ触ぶれもなく開かれた。

「どこからか変態王子を馬鹿にする甘かん美びな調べが聞こえてよ」

　現れたのは美の化け身しんか新雪の妖よう精せいかとも見み紛まがう美しい女性だった。珀蓮である。艶つややかな黒髪は絹きぬ糸いとのようで、白い肌はだは思わず触れたくなるほどに滑なめらかだ。人が畏い怖ふを抱くほどのその清せい廉れんさはしかし、目の前の二人の王子にとって今さら動じるようなものではなかった。

　彼女は微ほほ笑えんだ。この笑顔だけで心を奪われる人間は後を絶たないだろう。だが彼らは少し嫌な予感を覚えた。

「それはともかく早急にやっていただかなくてはいけないことができてよ」

　鳥代の顔は引きつっている。広兼はちらりと窓を確認した。退路を探したのだ。この北の王女から不吉な言葉を聞く前に部屋を脱出することはできるだろうか。彼は少し腰を浮かし、頭の中で素早く計算した。

　しかしそれは無意味だった。

「逃げ出しても結構よ。けれどそんな悲しいことが起きればわたくしは早苗に彼女の夫がどんなに卑ひ怯きようで粗そ暴ぼうで計算高いか話さなくてはいけなくなるわ」

　先日なんとか結婚式を挙げたばかりの妻を盾たてに取られると、広兼は身動きが取れなくなる。それをよく理解した、北の王女の効果的な言葉だと言えた。

「さぁ鳥代。あなたはわたくしに聞くことがあるでしょう？」

　鳥代は最初から逃げようなどと思っていない。

　北の王女は鳥代にとって、ただ一人の例外だった。可愛らしく柔やわらかく美しい世界中の女性達とは違う。傲ごう慢まんで横暴でわがままな女だ。ただ彼はなぜか、彼女にだけは逆らえないのだ。

「……何があった？」

　心底嫌そうに東の王子が問うと、北の王女は満足げに頷いて「座ってもよろしくて？」と言った。広兼は黙だまって立ち上がる。

　この部屋に椅子は二脚しかなかったからだ。

　賢者の王子は、珀蓮に逆らって降りかかってくる面倒事よりも今素直に椅子を譲ゆずることを選んだのだった。
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「さなえ、つかまえたわ！」

　夜よる花はなが早さ苗なえに飛びつき、早苗はそれを支ささえて笑った。早苗は本当に子供と遊ぶのがうまい。木トー蓮リアの町の伊い央おという少年とも、こうやって遊んでいたのかもしれない。

「夜花。そろそろ戻らぬかえ。もう早苗もくたびれたじゃろう。夕食の支し度たくもせねばならぬ」

　新しら祢ねは二人に声をかけた。この塔に使用人はいなかった。食事の支度は早苗が主導で行っている。

　新祢は手伝うが、珀はく蓮れんはほとんど何もしない。その代わり王おう伊いが手伝いに来る。鳥とり代しろは執務に忙しく、広ひろ兼かねは一度だけ厨ちゆう房ぼうに入ったが、以後早苗からは厨房への出入りを禁止とされていた。意外なことに、南の王子は料理を爆弾のようにしてしまうのが得意らしい。ある意味才能かもしれない。二人に子供が生まれたならば、早苗に似た方が数倍幸せになれるだろうということは明白だった。

「でもあたし、まだあそびたいわ」

　夜花は丁てい寧ねいに言葉を使う子供だった。医者に一度診てもらったが、三、四歳だろうと言われた。少し前まで赤ん坊だったのだと告げれば、医者は新祢達の頭の方を心配しただろう。

　最初に、赤ん坊だった夜花を拾ったのは早苗だった。

　この森で拾ったのだという。

《赤い森》と呼ばれる森。新祢が、二百年もの間眠っていた森だった。つまりかつて彼女の故郷があった場所だ。

　それがたった二百年でなぜこんな木々の生おい茂しげった場所となってしまったのか、新祢は知らない。ともかくかつて彼女が住んだ都は王国と共になくなり、亡なき王国の民が三方に分かれて三つの国を作ったのだと王伊が話してくれた。

　新祢はその亡き王国の王女だった。そして魔女に魔法をかけられて眠りに落ちた。その魔女こそが、かつての早苗の継母であり、今は失踪中の北の王妃でもある女だ。

　思えば奇き妙みような縁である。

　あの魔女のおかげで、新祢はこの友人達を得たのだ。魔女が早苗の屋敷の屋根裏に魔法の鏡を残していたからこそ、新祢は早苗と出会い、そして珀蓮にも出会った。

　その早苗が結婚式に行く途中でルヴァインという西大陸の魔術師に攫われたのはついこの間のことだ。

　その結果赤ん坊だった夜花は少女となり、その身に大きな力を宿すようになった。

「まぁ。じゃあ夜花の今夜のご飯はパンとチーズだけでいいわね？」

「いやよ」

「どちらもは駄だ目めよ。今遊ぶ？　それとも美お味いしいご飯？」

　新祢は苦笑する。

　優しげな早苗の台詞せりふには、どこか有う無むを言わさぬ雰ふん囲い気きがある。不満げに顔をしかめた夜花はしかし、しぶしぶといった様子で答えた。

「……ごはんがいいわ」

　夜花はとても聞き分けがいい。

　珀蓮によく生意気な口を利いているが、どうしようもないわがままを言って自分達を困らせることはほとんどなかった。

　早苗は笑って、夜花を抱き上げた。

「いい子ね」

　その時、夜花はふいに塔とは反対の、森の方を見た。

「どうしたの？」

「いま、だれかいた」

「誰か？」

　早苗も夜花の視線を追って緑生い茂る木々の方を見る。ここから森の入り口までは馬車も通れる広い道が造られている。

　茶器を片付けて布と一緒に籠かごに入れ、立ち上がった新祢は森の方を見ている二人に声をかけた。

「どうかしたのかえ？」

「誰かいたって夜花が言うんだけど……」

「獣けものかのう」

　彼女達はまだここに来て鳥以外の動物を見たことがない。早苗が以前、猫ねこを見つけただけだ。新祢は見たことがないが、赤い眼を持った黒猫だったらしい。

「狼おおかみが出るっていう話なら聞いたことがあるけど」

「人を襲おそわぬのならよいのじゃが」

「どうかしらね。夜花。一人で塔を出ては駄目よ」

「うん」

　夜花は素直に頷うなずいた。

　新祢はそんな夜花を見る。

　赤ん坊の頃には感じ取れなかったものが、今のこの少女からは溢あふれ出るように感じられた。それは魔力と呼ぶべきものだ。

　赤ん坊の夜花には、魔力など欠片かけらもなかった。これは確かなことだ。だがお尻しりや脇わきの下にある黒子ほくろが同じなので、この子があの赤ん坊の夜花が成長した姿であることもほぼ間違いのないことだった。

　あの夜から、広兼はいろいろと調べているようだ。一度だけ新祢も話を聞かれたことがあった。

　魔術師についてだ。

　イアスと名乗った、早苗を攫った西大陸の男。

　リアディウム＝イアス、とあの時新祢が口にしたのは、二百年前、新祢が一度だけ会ったことのある男の名前だった。

　新祢が記憶している限り、魔術師と呼ばれる人間はあの時代にはいなかったが、王宮の人間にとって西大陸の人間は珍めずらしくなかった。当時はまだ西化政策が進められていた時期で、文化顧こ問もんとして王宮に出入りしている西大陸の人間が何人かいたのだ。

　リアディウム＝イアスは、そのうちの一人だったと新祢は記憶している。

　その男の名を聞いて、早苗を攫った魔術師はそれは自分の高こう祖そ父ふだと言った。それで広兼は二百年前に魔術師がいたのかを聞いてきたのだろうが、その質問に対して彼女は首を振ることしかできなかった。

　少なくとも、彼女は魔術師という存在を知らなかった。王伊には聞くまでもない。あの頃のことについて、彼はほとんど新祢に関する記憶しかないようだからあまり役に立たないのだ。

　新祢がそう答えると、広兼は少し難しい顔をしてそうか、と答えただけだった。

　あの賢者の王子は、何を知っているのだろう。

　もしかしたら、新祢の都がなぜこんな森になったのかも、知っているのではないかと彼女は思っていた。

　広兼は、本当に賢者の一族らしいと言える。二百年前、新祢は一度賢者の一族の書庫を見せてくれと人を介かいして頼んだことがあったのだが、それは頑がんとして断られた。たとえいずれ眠りに落ちる王女が相手でも、彼らはその秘密主義を通したのだ。

「戻りましょうか」

　早苗が言う。

　この子は、知っているのだろうか。あの頑かたくなな一族といえど、最愛の者にはすべてを話しているのかもしれない。

　どちらにしろ、自分から聞くことはしないと新祢は決めていた。

　彼らが黙っているのなら、その方がいいことなのだ。いずれ時が来れば話してくれるだろう。新祢は彼らを信頼していた。大切な友人なのだ。

「そうじゃな」

　広兼や鳥代がいるはずの二階の部屋に目を向けると、窓は開いていて中の様子が見えた。先ほどまで広兼が座っていたはずの場所には珀蓮がいる。

　今日の昼過ぎに鳥代が領主の屋敷から戻ってきた時、彼は珀蓮宛の封書を持っていた。

　北の王からだというその妙に分厚い封書を、珀蓮は嫌そうな顔をしながら自室で読んでいたはずだ。だから一緒に外で夜花と遊ぼうと誘っても断られた。

「珀蓮はあれを読み終えたようじゃのう」

　言われて顔を上げ、早苗は笑った。

「きっと帰ってきてくれと書いてあったのではないかしら」

　封書のあの厚さを見る限り、読むのに夕方までかかるのではないかと思ったのだが、意外と早く読み終わったらしい。あるいは途中で読むのをやめて捨てたかだ。珀蓮の性格上、捨てた可能性が高い。

「ありうるのう」

　新祢もくすくすと笑った。あの舞踏会の夜、北の王が珀蓮を抱きしめた時に新祢の胸に湧き上がった複雑な感情は消えたわけではない。自分が失ったものを、珀蓮は取り戻したのだ。

　しかしそれは考えてもどうしようもないことだった。少し時間が経たつことで、新祢はそう考えることができた。何より彼女の側には二百年前からずっと一人の男がいてくれるのだから、これ以上望むことなど、何もないのだ。

「さなえ、ごはん！」

　夜花が訴うつたえる。遊びを中断させたのだから、早くしろと言わんばかりだ。

　二人の姫君は笑って、塔の中に戻ろうとした。

　するとその時、どこからか声が聞こえた。

「なんだお前！　離せ！」

　男性の声に聞こえるが、聞き覚えのない声である。二人は顔を見合わせて、声のした方に足を向けた。
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「お父様が倒れたわ」

　珀はく蓮れんは簡かん潔けつに言った。

　彼女は先ほどまで、自室で北の国から届いた封書を読んでいた。ほとんどは父からの、どうでもいいような手紙だったが、それとは別に一枚、国王の側近からの文書も入っていた。

　礼儀正しい時じ候こうの挨あい拶さつの後に書かれていたのは、王が胃を患わずらってしまって執務に差し支えが出ているということと、できれば王女の方でも王妃の行方を捜して欲しい、というようなことだった。

　現在行方不明の北の王妃は、公おおやけには体調不良のため田舎いなかで療りよう養ようしていることになっているので、大々的に捜すわけにもいかない。事情を知っている三国の王子と一緒に生活している北の王女に、国の人間が助けを求めてきたのは仕方のないことかもしれなかった。

「あの女を早くお父様のもとに返してやらなくてはそのうち執務に致命的な支障が出るわ」

　手紙の様子では、今はまだ胃痛のせいで仕事が少し遅くなるくらいで留とどまっているものが、王妃が見つかるまで国印を押さないとか言いだしたり、王宮から逃げ出したりしかねないらしい。

　北の国全体に関わる問題である。

「俺達も捜している。でも見つからないんだ」

　鳥とり代しろが少し険けわしい顔で答える。

　北の王妃の捜索は、頼まれるまでもなく鳥代と広ひろ兼かねの手で行っていることだった。早さ苗なえだって北の王妃のことは気にかけている。

　珀蓮は壁かべ際ぎわに腕を組んで立っている南の王子を見た。賢者の一族と呼ばれる南の王族は、それぞれに幅広い情報網を持っているという。

「俺は、見つけたらすぐ早苗に話すさ」

　広兼がそう答えると、珀蓮はため息をついた。

「そうね。おそらくどうしようもなくなれば、執務に関しては叔お父じ様が代行してくださるわ。ひどいことにはならないと思うのだけれど……」

　北の王には珀蓮以外に子供がいない。現在の第一王位継承権は王の弟、つまり珀蓮の叔父にあたる公爵にあった。野心を持たない彼は、現在も王のよき片腕として執務の補佐をしている。

　この時広兼は、鳥代がこちらを睨んでいることに気付き「なんだよ」と言った。

「お前……」

　言いかけてから、鳥代は舌打ちをして首を振った。

「いや、なんでもない」

　顔をしかめたのは北の王女だ。

「なんなの？　はっきりおっしゃい」

　珀蓮はそういう中途半端な物言いが一番嫌いだった。

「なんでもないよ」

　もう一度鳥代がそう言った時だった。廊下の向こうからぎゃあぎゃあと騒さわがしい声が聞こえてきたのだ。

　三人は顔を見合わせた。

「夜よる花はな？」

「いや……夜花はこんな声じゃねぇだろ」

　まして新しら祢ねや早苗や王おう伊いがこんなふうに騒ぐはずもなかった。広兼が廊下を確認しに行く。すると彼が部屋の扉を開ける前に、向こう側でこんこんと叩たたく音がした。騒ぐ声は扉のすぐ向こうから聞こえてくる。

　広兼が扉を開けると、彼の最愛の金きん髪ぱつが視界に飛び込んできた。

「早苗」

「まぁ。広兼様」

　腕の中に夜花を抱いた早苗は目を丸くして立っていた。突然扉が開いたことに驚いたのだ。隣には新祢がいる。騒いでいるのは夜花ではなかった。

「離せ！」　

　二人の姫君のさらに後ろには、西の王子がいた。彼はいつもの習慣で、塔のどこかで身体を動かしていたはずだった。身につけているのも訓練着のままだ。

「なんだそれは」

　広兼はあからさまに顔をしかめて問うた。

　目は王伊がその腕に抱えているものを見ている。

「私が離せと言っているんだ!!」

　鳥代は怪訝そうな顔をしている。

　すると北の王女が青ざめた顔でがたりと立ち上がり、彼女には珍しく後ずさった。

「な、なぜ……！」

　王伊の腕に抱えられてぎゃーぎゃーと騒いでいたそれは、戸口を塞ふさぐように立っている広兼を見上げて、果敢にもふんと鼻を鳴らした。

「これはこれは、話のわかりそうな方がいらっしゃってよかった。この粗暴な西の王子に私を離せと言ってやっていただけないでしょうか、南の第六王子殿下」

　広兼は一層眉み間けんの皺しわを深くする。

「王伊、どうしたんだそれ」

「なんか塔の周りをうろうろしてたからつかまえたんだけど、どうする？　ちょっと殴なぐって黙らせた方がいい？」

「いや、何者かわかんねぇからなぁ」

　と言って広兼は一歩下がって室内を振り返る。彼らを王族と知った上でのこの不ふ遜そんな態度だ。ただの侵入者ではない。鳥代か珀蓮の知り合いかもしれないと思ったのだが、室内の様子を見た彼は怪訝そうな顔をした。

　珀蓮が立ち上がって青ざめている。

「おい、どうした？」

　すると王伊に抱えられたそれは、北の王女を視界に入れたとたんぱあっと顔を輝かせた。珀蓮がびくりと身体を震ふるわせる。

「おお、我がいとしの小鳥」

　その場にいた全員が、思し考こうを止めた一瞬だった。

「魚達が息吹いぶきを吹き返す川のせせらぎのように柔らかな髪、小さな神達だけが戯たわむれる森の奥の誰も踏み入れぬ場所の新雪のような肌、一万年に一つあるかないかの熟うれてみずみずしい林りん檎ごのような唇くちびる、それだけで人々の心の奥底に侵入し魅み入いってしまう宝石のような双眸。ああ、間違いない。我がいとしの女神。お会いしたかった!!」

　それは「ええい離せ！」と王伊の腕から脱出してべちゃりと床に落ちると、痛みを感じないのかすぐに広兼を押しのけ、たたっと室内に入って珀蓮の前に跪いた。

　彼の両腕は背後に回され拳こぶしを巻き込むように縛られている。その色で、それが先ほど外で新祢が地面に敷いていた布らしいことがわかった。

　王伊が抱えてきたのは、少し小柄な人間の男だった。男は夢見るように続けた。

「今あなたの僕しもべが参りました。故郷を離れ美しく麗うるわしく素晴らしいあなたがどんなにか寂さびしく思っていらっしゃるだろうかと思いはせるだに僕の心臓は張り裂けそうでした。でももう大丈夫です。初夏の青空のように広く爽さわやかな僕の腕であなたを護って差し上げます。ええ、だからどうかご安心を我がいとしの薔ば薇ら。もうその袖そでを至し高こうの甘かん露ろにも等しい涙でいたずらに濡ぬらすことはないのです」

　残念ながらその初夏の青空のように広く爽やかな腕は背中で縛られているのだが、彼にとってそんなことは問題ではないようだった。

　身につけているのは少し変わったデザインだが上等の布地で作られた服で、裏地が赤で表が黒の釣つり鐘がね型がたの外がい套とうは金きん糸しの刺し繡しゆうがされている。髪の毛は墨すみを落としたような色で、まるでふわふわの綿わた菓が子しのように柔らかそうだった。きらきらと輝いた双眸は、まるで信者のような熱の籠こもった視線で珀蓮を見上げている。
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「あ!!」

　この時になってやっと、鳥代はそれが誰かわかったようだった。

「あんた、公爵の……」

「下がりなさい!!!」

　珀蓮の悲ひ鳴めいのような声が鳥代の声に被かぶさった。彼女は青ざめていて、震える指で自分の目の前に跪くそれを指差していた。彼女は窓際まで後ずさって、なるべく目の前の男から離れようとしているようだった。

「今すぐ下がりなさい!!　そこの扉よりもこちらに来ることは許さなくてよ！」

　すると言げん下かに、彼はさっと踵きびすを返して後ろに下がり、廊下に出ると再び跪いた。王伊も二人の姫君ももう部屋の中にいる。彼らは驚いていた。

「これでよろしいでしょうか我がいとしの春風」

　輝きを失わぬ双眸で男は言う。その目には北の王女への絶大な信頼が宿っていて、まるでよく躾しつけられた犬のようだ。

　すると珀蓮は叫んだ。

「わたくしを別のものにたとえて呼ぶのを今すぐやめなさい!!」

「しかしただあなたのお名前を呼んだのではあなたのその世界中の美しさを集めたかのような清廉さは表現ができません」

「あああああ今すぐその口を閉じて！　目も瞑つぶって！　わたくしを見ないで！　鳥代、あれをどうにかしてちょうだい！　そのあたりのもので叩き潰つぶして地中深くに埋めてきて!!」

「そのように叫ぶあなたの声は世界が愛しても不思議ではない至上の音ね色いろだ」

　男はうっとりと言う。

　ぞわぞわぞわ、と珀蓮が全身に鳥肌を立てたのが誰の目にもわかった。

「ちょ、珀蓮」

　鳥代の静止など意味はなかった。北の王女は自分が座っていた椅子を驚くべき力で持ち上げるとそれを男に向かって投げつけた。

「お願いだからこれで死んで!!」

　それはおそらく北の王女が、今何と引き換えにしても叶えたい願いであった。
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「いいか？　樫っていうのはな、すごーく硬かたい木なんだ」

　東の王子は小さな子供に言い聞かせるように言った。彼の前の椅子には北の王女が座っている。

　彼らは部屋を移動していた。寝室のついた客間である。こちらに移動しなくてはいけなくなったのは、珀はく蓮れんの一撃で王おう伊いが連れてきた男が昏こん倒とうしてしまったからだ。

　男は今、たんこぶのできた額ひたいを濡らした布で冷やしながら寝台の上に横たわっていた。まだ目を覚ましてはいない。男が眠る寝室に通じる扉は開けられたままで、新しら祢ねと広ひろ兼かねはソファに座っている。王伊は窓際に寄りかかり腕を組んでいた。早さ苗なえは夜よる花はなを連れて食事の準備を始めているため、この場にはいなかった。

「命に別状はないのだぞ。そう怒らずともよいと思うがのう」

　新祢がとりなすように言う。

「いいえ新祢姫。人に投げつけてもいいものと投げつけてはいけないものの区別を今ここではっきりさせておかなくては」

　きっぱりと、鬼き気き迫る表情で鳥とり代しろが言う。そんな友人を、広兼と王伊はいささか冷ややかな目で見つめていた。

　普段北の王女が怒りを露あらわにものをぶつける相手などこの中では鳥代しかいない。昏倒したあの男に、彼は自分の未来を見たのだろう。

　樫の椅子なんか投げつけられたら自分なら死ぬ、と鳥代はさぁと青ざめたのだった。だから今こうしてしつこいくらいに珀蓮に言い聞かせている。

「自分の手よりも硬いものを人に投げるな、ぶつけるな、それで殴るな。頼むからこれだけはその頭の中に刻きざみ付けてくれ」

　彼は懇こん願がんした。何よりも自分の命のためだった。

「それで、あれは誰なんだ？」

　聞いたのは広兼だ。

　珀蓮が黙り込んで答える様子がないので、代わりに鳥代が答える。

「珀蓮の従兄いとこだ。公きみ亥いといったかな。今北の国で第一位の王位継承権を持っている公爵の息子だ。爵位は子し爵しやくを持っている」

「ほう、従兄とな」

「それに、珀蓮の熱烈な求婚者でもあった」

　ドン！

　という鈍にぶい音がした。珀蓮が、近くにあった卓を叩いたのだ。拳は強く握にぎり込まれ、腕は震えている。

「黙りなさい」

　彼女は静かな声で言った。

「珀御前は、あの男に何かされたの？」

　王伊が不思議そうに言う。

　その時である。

「我がいとしの真珠……」

　珀蓮のすぐ後ろで囁ささやくような声が聞こえて、彼女はぞわぞわっと鳥肌を立てた。すぐにばっと身体を反転させ、近くにいた鳥代の背後に隠れる。彼女は完全に青ざめている。

　子爵は、いつの間にか珀蓮のすぐ背後にいた。これには王伊も驚いた様子だった。まったく気付かなかったのだ。

　彼はまるで珀蓮の残り香を嗅かぐように、うっとりとした表情で言った。

「ああ、目覚めてすぐあなたの美しく素晴らしいお顔に出会えるとは、これ以上の幸福はこの世にはありえない」

「……えーと、そこまでにしておいてもらえるかな、子爵。珀蓮が小こ鹿じかのように怯おびえている」

　自分の腕を痛いくらいに握ってくる恋人を背後に隠し、鳥代はとりなすように笑って言った。

　すると子爵は、この時初めて鳥代に気付いたかのように、じろじろと彼を見た。

「君は……」

　言ってから、彼ははっ、とのけぞる。その顔には、どこか怯えが感じられた。

「鳥代……東の、王子か……！」

「はぁ……まぁ……」

　たかが子爵が、一国の王子である鳥代を呼び捨てるなどと、不ふ敬けい以外の何ものでもない。鳥代は苦笑した。

　すると目の前の子爵は、見る間に目を吊つり上げ、憎ぞう悪おとも言える感情を込めて鳥代を睨んできた。

「貴様……。貴様は、私から我がいとしの聖女を奪った憎にっくき男……！」

「……」

　鳥代はなんと言ったらいいかわからなかった。

　子爵と珀蓮は別に婚約していたわけではない。ただ一方的に彼が珀蓮に懸け想そうをし、そして蛇だ蝎かつのごとく嫌われていただけであって、奪ったとかなんとか言われるのは心外だった。

「というか聖女って……。あの、子爵が珀蓮をどう思ってるのか知らないけどこの女はそんな女じゃあな」

「黙れ！」

　子爵は最後まで言わせなかった。びしり！　と鳥代に人差し指を突きつける。

「貴様のような男に我がいとしの薔薇の蕾つぼみは渡さん!!」

「ええとー。そう言われてもー」

　鳥代は、完全に圧倒されていた。

「すごいのう、先ほどから薔薇の蕾だの聖女だの、ようもああ次々とたとえが出てくるものじゃ」

「でも珀蓮完全に耳塞いでんぞ。意味ねぇんじゃねぇのかあれ」

　こそこそと言い合う新祢と広兼のそばで王伊は欠伸あくびをしている。完全に興味がないようだ。

　子爵は、ふっ、と鼻を鳴らして笑った。

「勝ち誇るのは早いぞ東の王子。貴様が我がいとしの新雪を騙だまして誑たぶらかして婚約をもぎとったのはわかっている。そこで私は北の王陛下に進言したのだ。私こそが我がいとしの太陽にふさわしく、夫になるべき男なのだとな！　すると王陛下は私の言葉を理解してくださった!!」

　そう言って子爵は、懐ふところから何やらがさがさと書状を取り出した。

「これを見たまえ！」

　ずい、と鳥代のすぐ目の前にその書状を突きつける。

「近い」

　言って鳥代はその紙をぱっと取り上げた。そして書状に目を落とす。

「……」

　彼は黙った。

「はーははははは！　わかったかね！　これで貴様と私は対等っておい！　破るな！」

　鳥代はその書状をびりびりに破いていた。もう二度と復元できないくらいに破り捨ててから、彼は顔を上げて目の前の男を見る。その顔に表情はなく、東の王子が珍しく本当に怒っているようなのが見て取れた。

「それで？」

　彼は促うながす。

　子爵は少し鳥代の迫力に気け圧おされたように後ずさったが、すぐにまたはーはははと高笑いをした。

「馬鹿め、こんなこともあろうかと陛下にはもう一枚書いていただいたのだ!!」

　彼は懐からもう一枚、書状を取り出した。

　今度はそれを鳥代に取られないようにと距離を取って高く上げたので、そこに書かれていたことは室内の全員に読めた。

　その内容は簡潔だった。

　つまり、北の王妃を連れ戻した者に珀蓮との結婚を許す。と。

　最後にはしっかりと北の国紋トーラが押してある。それだけで、その文書には絶対的な効力があった。

「……おお」

　広兼は口の端を引きつらせた。

「……これは」

　新祢も眉間に皺を寄せる。

「それで？」

　鳥代は、表情らしい表情を浮かべていない。それが妙に、恐ろしかった。

「そんな紙になんの意味がある。珀蓮は俺の女だ。お前には関係ない」

　しかしその台詞には、子爵も怒りを露わに肩を上げた。

「我がいとしの花か冠かんがいつ君のものになったというんだ！」

　彼は憤ふん慨がいした。

「まだ結婚をしているわけでもない！　証拠もないことを言いふらすのはやめろ！　我がいとしの月の光の名に傷がつく!!」

　この時珀蓮は鳥代の後ろで完全に耳じ目もくを塞いでいた。聞けば鳥肌が立って生理的嫌悪をもよおすことはわかりきっているのだ。彼女は今起きていることを何一つとして聞いていなかった。そしてただ心の中で、早く死んで！　と馬鹿子爵を呪のろっていた。

　そういうわけで、それは彼女にとっても、完全に不意打ちの出来事だった。ぐいと腕を引っ張られたかと思うと、柔らかいものが唇に押し付けられる。

「んん!?」

　珀蓮は目を開けた。

「んん――――!!」

　なんとか逃れようと暴れるが、東の王子はいつも以上に強く珀蓮の頭と腕を固定していて、とても逃れられるようなものではなかった。

　彼女はついに黄金の右手を振り上げた。

　それで容よう赦しやなく目の前の不ふ埒らち者ものの頰を殴りつけようとしたが、寸前で珀蓮の頭を固定していた彼の手に阻はばまれた。そしてやっと、彼女は解放されたのだった。

　室内に重い沈黙が垂れこめる。

「これが証拠だ」

　と鳥代はしれっとして言った。

　子爵は蒼白だ。

　その場の誰も、何を言ったらいいかわからなかった。

　そして一番初めに立ち直ったのは、やはり黒髪の、麗しき白雪姫であった。

　彼女は自由な左手を振り上げると鳥代の右頰を思いきり殴り、あまつさえ彼の足を渾身の力で踏みつけた。

「……!!」

　女性の脚を美しく見せる高い踵かかとは時に凶器となる。鳥代は言葉をなくしてその場に蹲うずくまった。

「っっこの、変態馬鹿男っっ!!」

　真っ赤な顔でそう叫ぶと、珀蓮は踵きびすを返して部屋を出て行ってしまった。

　後に残ったのは足の甲を押さえて蹲る変態馬鹿男と、青ざめた子爵と、二人の王子と一人の姫君である。

「なんか絵に描いたような、気まずい空気だね」

　どこかどうでもよさそうに王伊が言った。

「お前のその無関心さが今は救いだ……」

　広兼はそう呟いたのだった。
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「まぁ、そんなことが？」

　今夜の食事は白身魚の揚げ物タルタルソースがけと南かぼ瓜ちやのスープ、温野菜の香草油和あえ、芋いもと緑菜の煮物だった。材料は数日に一度町に買いに出ている。そろそろ食材が減ってきたので、買い出しに行かなくてはならないだろう。

「馬鹿だ馬鹿だとは思ってたけどこんな馬鹿だとは思わなかったぜ」

　と広ひろ兼かねが言う。

「でもあの子爵には効果的だったよ。完全に石化してたし」

　王おう伊いが笑った。

「しかしやはり女性としてはのう、公衆の面前であのようなことをされれば怒るのは当然じゃ」

　新しら祢ねがスープを一口飲んで言った。

「……」

　鳥とり代しろは食事に手をつけず、俯うつむいている。明らかに彼の周辺の空気だけが淀よどんでいて、広兼は迷惑そうに顔をしかめた。

「お前、早さ苗なえの料理食べねぇんなら部屋帰って珀はく蓮れんの部屋の方向にごめんなさい百回言って寝ろよ」

「いやーあれはたぶん、ごめんなさい百回言っても許してもらえないんじゃない？」

「これ、王伊。正直なことを言うでない」

　すると東の王子の肩と頭がさらに沈んでいく。見ていていささか憐あわれだった。

「あの、鳥代様……後で、珀蓮の部屋に食事を運んでいただけますか？」

　早苗が気を遣って言う。

　結局あのまま珀蓮は戻ってこなかった。子爵も頭が痛いと言って部屋に閉じこもっている。

「ねぇ」

　温野菜を口に頰張って夜よる花はなが声を上げる。

「さっきのひとは？」

　鳥代がぴくりと肩を震わせた。夜花が言うさっきのひととは、子爵のことだろう。目の前で濃厚な接キ吻スシーンを見せられた彼は、蒼白になって今にも倒れそうだった。

「しんだの？」

　そういえば珀蓮が彼に椅子を投げつけて昏倒させたのが、夜花が子爵を見た最後だ。

「死んではいないわ」

　早苗が夜花の口についた白身魚の欠片を取ってあげながら苦笑する。

「はくれんは？」

　夜花はなおも言った。明らかに落ち込んでいる東の王子をじぃと見ている。よく見ると、鳥代の右頰は少し赤く腫れているようだ。早苗は首を傾げた。

「とりしろ、ふられたの？」

「ううっ」

　子供の無む邪じや気きなジャブに、東の王子は呻うめいた。

「俺は……俺は……」

　鳥代は頭を抱えたままぷるぷると震えた。

　広兼は気にせず食事を続け、隣に座っていた王伊は怪訝そうな顔で自分の皿を鳥代から遠ざけた。暴れだすのではないかと思ったのだ。

「だってかっちーんときたんだよあの北の馬鹿王―――!!」

　叫ぶと、鳥代は食卓に突っ伏した。幸いなことにまだ彼の前の皿に食事は取り分けられていなかった。がしゃん、と食器同士がぶつかって音を立てただけである。

「なんだあの条件は、あの馬鹿王は娘をなんだと思ってるんだ！　あああああ今すぐ北の国行って国王殴ってやりたい！」

「外交問題だね。それ、僕達とは関係のないところでやってね」

「だから早苗の作った夕食の邪魔するんなら部屋帰れっつってんだろが」

「これこれ夜花、スープがこぼれておるぞ」

「あっ鳥代様、その食器は西の妃殿下方が結婚のお祝いにくださったもので……」

「ねぇねぇ、デザートはなに？　やきがし？」

　この場にいる誰一人として自分を心配してくれる存在がいないのが鳥代の悲しみを一層深くした。早苗嬢まで……と少し涙する。

　しかしその時である、食堂の扉が静かに開いた。

「まぁ、珀蓮」

　入ってきたのは北の王女であった。彼女はまだ不ふ愉ゆ快かいそうな様子ではあったが、すたすたと食堂内に入るといつも座る席に腰を下ろした。新祢の隣で、鳥代の正面である。

「珀蓮……」

　鳥代が思わずがたりと立ち上がる。

　すると珀蓮は、ぎろりと鋭い眼まな差ざしで東の王子を睨み付けた。炎ほのおが立ち上ったようであった。そのあまりの恐ろしさに、東の王子の肝きもがきゅっと縮ちぢんだ。

「それ以上わたくしに近づいたら刺すわ」

　珀蓮の前には布がかけられた食器が用意されていて、そこにはナイフもフォークもあった。鳥代は黙って再び椅子に腰を掛ける。

「よかった。後で鳥代殿下に珀蓮の分を持っていっていただこうと思っていたのよ」

　早苗は言いながら立ち上がり、珀蓮の食器に被かぶせられていた布を取って料理を取り分ける。

「あの馬鹿子爵と変態馬鹿男のせいで早苗の夕食を食べ損そこねるなんて馬鹿らしいと思ったのよ」

　珀蓮は言った。

　いつの間にか鳥代と子爵が同列に、いや変態がついている分鳥代の方の分ぶが悪いかもしれない。それでも部屋の外に出ろと言われないだけ自分の方が有利なはずだ、と鳥代は自分に言い聞かせた。

　食堂の中ではしばらく早苗の食事を取り分けるかちゃかちゃという音がするだけで、どことなく気まずい空気が流れた。明らかに、珀蓮の機嫌が悪いからだ。広兼がまず口を開いた。

「なぁ、お前、あの子爵に何かされたのか？」

　珀蓮が耳目を塞いで鳥代の後ろに隠れた。どんな人間が相手でも臆おくすることなくまっすぐに見返すあの北の王女が、である。あの嫌い方は尋じん常じようではなかった。

　すると珀蓮はザクッと音を立てて温野菜にフォークを突き立てた。あれが誰かの手だったら、たぶんものすごく痛いだろう。

　握り締められたその手が白い。彼女は悲鳴を押し殺すように唇を固く嚙かんでいた。

「……会えば長い長い賛さん辞じの言葉」

　北の王女はぽつりと言った。

「それだけじゃないわ。毎日のやたら長い手紙に贈り物。手紙にはさっきわたくしがくしゃみをしたのが可愛いだの昨日の夜は寝苦しそうだっただの……」

「まぁ」

　早苗は軽く眉間に皺を寄せて、だがどこかのんきに相あい槌づちを打つ。

「あげく自分の髪の毛を同封してきたり自分の肖像画を送りつけてきたり……！」

　珀蓮はぷるぷると震えていた。

「あれは生きた害悪だわ!!」

　彼女はきっぱりと言った。

　確かに、そのような行為は害悪以外の何ものでもない。珀蓮でなくとも嫌悪の対象とするだろう。

「鳥代は知っておったのかえ？」

　新祢が鳥代を見る。

「え？　ああ、知っていたよ。俺にも嫌がらせはひどかったからな。虫の死し骸がいとか送られてきた」

「え、東の国にまで？」

　国境を越えた嫌がらせとは、壮そう大だいである。

「よく我が慢まんしてたな」

　広兼が感心したように言うと、「最近はまったくなかったもの」と珀蓮が答えた。

「まぁ。なんでですか？」

　早苗が聞く。夜花は大好きな芋の煮物に夢中になっている。芋を少しずつ食べるのが好きなのだ。

「……」

　しかし東の王子は黙り込んだ。

「わたくしは何もしていないわ。交流を図るのも嫌だったから」

　珀蓮が言う。となると、原因は鳥代しかないだろう。

「ああ」

　と王伊が思いついたように言った。

「そういえば、鳥代、いきなりうちの人間を貸せとか言ってきた時あったよね」

「王伊のとこの人間？」

　広兼が怪訝そうに言う。

「そうそう。暗殺術が得意な男を一人」

「……」

　また沈黙。

「脅おどしたのか」

「脅したんじゃない？」

「脅したんじゃのう」

「脅したんですか？」

　鳥代は目を泳がせた。

「いや、ちょっと夜な夜な枕元に現れて少しばかり死の恐怖を……」

「ひでぇ」

「なんか鳥代ってやっぱりどこか粘ねん着ちやく気質だよね。東の国の貴婦人方が聞いたらショックだろうなぁ」

「ふむ……まぁ、それで嫌がらせがやんだのであれば、よかったのではないかのう」

「そうね。鳥代様も、珀蓮のためになさったことですものね」

　言って早苗が宥なだめるように珀蓮を見る。

　彼女は口の中の白身魚を上品に咀そ嚼しやくし嚥えん下げしてから答えた。

「別にわたくしは頼んでいないわ」

　これには鳥代もむっとしたようだった。

「なんであんたはそう可愛げのないことしか言えないの？」

「あら、変態馬鹿王子はわたくしに可愛げを求めていらっしゃるの？　なら別の女性をお探しになることね」

「一言嬉うれしいとかありがとうとか言えばすむ話だろう」

「わたくしのために何かをやったと言われるのは迷惑よ」

「そんなこと言ってないだろ」

「あら、それならわたくしがあなたにお礼を言う必要はないのではなくて？」

　そして二人はぎりりと睨み合う。

「喧けん嘩かするほど仲がいいっていうけどね」

　王伊が苦笑して言った。

「ねぇ、おいも、もうひとつちょうだい」

「あら、ごめんなさい夜花。お芋はもうないのよ」

「ええー」

「わたくしのを食べてよろしくってよ。ごちそうさま」

　珀蓮ががたりと立ち上がる。彼女の皿の上の料理は、ほとんど残っていた。

「珀蓮」

　早苗が心配そうに声をかける。

「いいんだよ、早苗嬢。そんな女ほうっておけ」

　鳥代が杯グラスに注がれた葡ぶ萄どう酒しゆを一口飲んだ。

　北の王女はもう一度鳥代を睨みつけると、ぷいと顔を逸そらして食堂を出て行った。扉がばたん！　と大きな音を立てて閉まる。

　明らかに、珀蓮の機嫌は悪化してしまったようだ。

「お前、本当に馬鹿じゃねぇの？」

　広兼は東の王子を見て、心から馬鹿にしてそう言った。
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「子爵様。もしお腹がおすきになったら、簡単な食事を用意してございますのでご遠えん慮りよなくお呼びください。私はあの、二階の奥から二番目の部屋におりますので」

　早さ苗なえは廊下から室内にいるはずの子爵に声をかけた。扉をノックしても返事がなかったのだ。寝ているのかもしれない。

　声をかけてからしばらく返事がないか待ってみたが、何も応答はなかった。

　鳥とり代しろと珀はく蓮れんの衝撃的な接キ吻スシーンを見せられた子爵は、あのまま寝室に戻って閉じ籠もってしまったのだ。

　早苗は一つ息をつくと、廊下の角にある作り付けの棚たなの上に置いた盆ぼんを取った。盆の上には今日の夕飯が綺き麗れいに盛られていて、その上から埃ほこりよけが被せてある。彼女は廊下を歩き、突き当たりの左手にある階段を上った。二階の踊り場を過ぎ、三階まで上る。

　廊下には西側に扉が三つ、東側に窓が並んでいた。どの階も同じ構造である。ここは東と北の枝塔を結ぶ渡り廊下でもある区画で、三階に珀蓮と鳥代の、二階に他の四人の寝所があった。

　早苗は廊下の一番奥の部屋の前まで行き、その扉をノックする。

　手前の部屋の主人、つまり鳥代は、まだ部屋には戻っていないはずであった。彼は食事の後、まだ仕事が残っているからと執務室として使っている部屋へ行ったのだ。早苗は後で、そちらにも何か飲み物を持っていこうと思っていた。

「珀蓮。早苗です。夕食を持ってきたわ」

　言うと、扉は少しして開いた。

　北の王女はまず、早苗を見て怪訝そうな顔をした。

「夜よる花はなは？」

　早苗は笑った。

「広ひろ兼かね様が見てくださってるの」

「ああ、そう」

　言ってから、珀蓮は扉を大きく開けた。

「ありがとう。入って」

「失礼します」

　扉を開けてすぐは、ソファが置いてあって大きな窓がある。どこか殺さつ風ぷう景けいなのは、まだ調度品が揃そろえられていないからだ。早苗は左手奥の窓際にある卓の上に盆を置いた。そこには二脚椅子が置いてあって、簡単な食事ならここで取られるようになっている。

「きちんと食べなきゃ駄目よ。葡萄酒も持ってきたから」

「杯グラスは？　もちろんあなたも付き合ってくれるのでしょう？」

　まるで甘えるような珀蓮の言いように、早苗は思わず笑みをこぼす。

「そう言うと思ったわ。ほら、座って」

　珀蓮は椅子に腰を下ろした。早苗が手際よく白身魚にソースをかけて、杯に赤い液体を注ぐ。杯は二つだ。早苗はもともと、珀蓮に一人で食事を取らせようとは思っていなかった。

　早苗は珀蓮の前に腰を下ろす。そして片方の手に持った杯を、置かれたままの珀蓮の杯にカチンと当てた。赤い液体が揺ゆれる。

「拗すねているの？」

　早苗は笑った。珀蓮はまずスープに口をつけた。南瓜のスープは冷めても美味しい。それを一口飲むと、彼女は何か考えるように目を彷徨わせてから言った。

「わたくし達は、どうしてあなた達のように仲よくできないのかしら」

　彼女の言葉が、誰と誰を指しているかなど聞かないでもわかった。早苗がふふ、と声を漏もらして笑う。珀蓮は少し目を細めて目の前に座る女性を睨んだ。

「どうして笑うの？」

「珀蓮がそんなこと思っていないのはわかっているもの」

「あら、早苗にはなんでもお見通しなのね」

「そんなことはないわ。でももしそうだったら、ヤエ商会は安泰ね」

　早苗が当主として籍を置いているヤエ商会は、数月前にその機構を一新させた。義あ姉ねが父から受け継ぎ放っていた商会の最終的な決裁を担になう地位を、父の部下であった人間達に割り振り、実質的な権利をすべて移行したのだ。

　それによって今まで身動きができなかった部分が動き始め、傾きかけていた商会はかつての勢いを取り戻しつつある。

　人選や、機構の整理はすべて早苗がやった。義姉が当主を務めていた間彼女がずっと考え、王都の人間に手を回し進めていたことではあったので、改革は滞とどこおりなく行われた。

　早苗には商会よりも大切なものがたくさんあった。だから最初からそうするつもりだったのだ。

　本当のところ彼女はヤエ商会自体を手放そうと考えていたのだが、亡き父の部下達がそれを止めた。早苗を幼い頃から知っている者達なのだ。彼らの気持ちが早苗は嬉しかった。だから彼女は今も当主を名乗っている。

「あなたは誰かをうらやむような人ではないわ」

　早苗は花がほころぶように笑って言う。珀蓮は白身魚を咀嚼しながら器用に顔をしかめた。

　きっとわかったように言われるのが嫌なのだろう。珀蓮はそういうところで、とても素直な反応をする。

　それは、王女だからだろうか。珀蓮は偽いつわることがないのだ。傲慢なまでのまっすぐさで、人を惹ひき付ける。

　早苗にはないものだった。早苗は偽りを顔に貼り付けて笑う。いつだって、そうしてきたのだ。

　早苗はため息をついた。

「鳥代様が珀蓮に惹かれるのもわかるわ。あなたはとても眩まぶしいもの」

「その眩しさのせいであんな虫が寄ってくるのなら、もう少し暗くてもよかったかもしれないわ」

「子爵様のこと？」

　その時珀蓮ははっとした。さっと青ざめ、食事の手を止める。

「ちょっと待って。まさかあの男。まだこの塔の中にいるの？」

　早苗は目を丸くした。今さら何を、と言わんばかりに、彼女は「まぁ、珀蓮」と言った。

「知らなかったの？」

「どうしてすぐに追い出さなかったの!?」

　珀蓮は悲鳴のような声を上げた。しかし早苗は困ったように首を傾げる。

「あの後、子爵様はご気分を悪くされてまた寝室にお戻りになったのよ。そんな方を部屋から追い出すわけにはいかないでしょう？」

「あんな男、極ごつ寒かんの中裸で外に放り出しても死にはしないわよ！　ああ、噓でしょう。今こうしている間にもあの男が同じ塔の中に……お願いよ。噓でもいいから冗じよう談だんだと言って」

「冗談よ」

「……わたくし、時々本当にあなたがわからなくなってよ」

「珀蓮が噓でもいいって言ったのに」

　言いながら、早苗は笑った。彼女はまるで、友人との言葉遊びを楽しんでいるかのようだった。

「大丈夫よ。鳥代様があなたを手放すはずがないもの」

「そういう問題ではないのよ。あの男が側をうろついているだけで嫌なの。鳥肌が立つの。寒気がするの。気分を害するのよ」

　珀蓮のあまりの言いように、早苗は少し困ったように笑った。

「北の王陛下はあなたが子爵様をそんなに嫌っていることをご存知だったのかしら？」

「どうしてそこにお父様が出てくるの？」

「あら？」

　と早苗は手のひらをその可愛らしい口に当てる。

「ええと、知らないの？」

　早苗はその話を先ほどの夕食の席で聞いた。珀蓮が来る前だ。珀蓮はその場にいたのだから、当然知っているのだろうと思ったのだが、どうして彼女が知らないのだろう。珀蓮こそが、当事者なのに。

「なんの話？　わたくしにわかるようにおっしゃい」

　北の王女はもうナイフとフォークを置いている。

　彼女はきゅっと布で口を拭いて早苗を睨み付けるようにした。その仕草一つ一つが息を呑のむように美しい。それはまるで一つの美術品を見ているようだった。

「子爵様が、北の王陛下が押おう印いんされた書状をお持ちになったのよ」

　珀蓮は眉間の皺を深くする。

　公きみ亥い子爵と北の王は、甥おいと伯父という血縁関係にある。だから直接会ったり書状を預かったりするのはありえないことではない。

「それによるとね……」

　と早苗が言いかけた時だった。

　ガタン！

　と建物全体に響ひびくような低い音がした。心なしか部屋も少し揺れたような気がする。二人の姫君は顔を見合わせた。

「今、何か……」

　早苗が異常を確認しようと少し腰を浮かせたその時である。ガチャガチャとノブを回す音がしたかと思うと、バン！　という乱暴な音と共に部屋の扉が開け放たれた。

「さなえ、みつけた！」

　それは幼い少女だった。もう寝巻きに着替えた夜花である。彼女は黒く長い髪を揺らし、目を輝かせていた。

「あら」

　と早苗は言った。

「夜花！」

　すると後ろから男の腕がにゅっと伸びて、少女を掬すくうように抱き上げる。広兼だった。彼もまた黒い寝巻きを身につけていて、紺こん色の裾が長い上掛けを羽織っていた。まだ寝るには早い時間ではあるが、夜花を寝かせるために着替えたのだろう。

「お前、部屋の中だけってさっき決めただろう」

「ひろかねとかくれんぼしてもつまらないもの」

　言って、抱き上げられたまま夜花はぷい、とそっぽを向く。

「部屋の中で少し遊んだら寝るって約束したじゃねぇか。外に出るのは約束違反だ」

「ここはそとじゃないわ」

　確かに、塔の中である。

「……小生意気な子供ね」

　広兼と夜花のやり取りを見て、珀蓮は心から嫌そうに顔をしかめて言った。そして小さく息をつく。

「早苗、ありがとう。あと少しで食べ終わるし、もういいわ」

「でも……」

　珀蓮はまだ食事を終えていないのだ。一人で食べるよりも、誰かが一緒にいた方が美味しいに決まっている。

「あの小娘を早く寝かしつけなさい」

　小娘と言われ、夜花がむっとして珀蓮を睨み付ける。

「なによ。はくれんなんか、とりしろにふられたくせに」

　北の王女はぴくりと片方の眉まゆを上げた。そして不愉快そうに言う。

「わたくしが、なんですって？」

「ああ、もう夜花。お前黙れ」

　北の王女が怒りだすとろくなことにならない。広兼は腕に抱いた少女の口を無理やり塞いだ。もごご、と夜花が広兼の手の下で抗こう議ぎの声を上げる。そうしながらも彼は、どこか困ったように早苗と目を合わせた。

　確かに、今の夜花を寝かしつけるのは広兼の手には少々余るようである。早苗は少し考えて、「そうだわ」と手を合わせた。

「広兼様にここに残っていただいて……」

「結構よ」

　珀蓮はきっぱりと言った。

「それなら一人で食べる方がましというものだわ」

「なんだか不愉快にならない言い方でもないが俺も同意見だ」

　広兼も言う。

「まぁ」

　と早苗は困ったように首を傾げた。

「いいのよ、本当に。食べ終わったら食器は調理場に戻しておくから」

　早苗は少し逡しゆん巡じゆんしたが、最後には「わかったわ」と言った。

「杯は置いておいていいわ。後で一緒に持っていくから」

「ありがとう。おやすみ珀蓮」

「おやすみ早苗。健闘を祈るわ」

　これから夜花を寝かしつけることを言っているのだろう。早苗は笑った。

　夜花を抱いた広兼と部屋を出る。彼女達の部屋は一階下にあって、同じ部屋を使っていた。

　一国の王子とその王子妃が使う部屋としては少々手狭だが、塔の中の使用区画を限っているがゆえの処置だ。早苗には特に文句はなかった。王子妃としてふさわしい広い部屋を与えられた方が、戸惑っていたかもしれない。

「ありがとうございます広兼様」

「いや、なんか申し訳ない。あなたをゆっくりさせてあげられなくて」

　子供を産んでもいないのに、早苗はまるで大家族の母親のように忙しい。

「とんでもありません。毎日とても、楽しんでいますから」

　木こ漏もれ日びのように優しく早苗は笑う。その笑顔に広兼が胸をときめかせ、下心に突き動かされる衝しよう動どうを理性で取り押さえていた傍かたわらで、早苗は「あら」と声を上げた。

「鳥代様」

　ちょうど東の王子が階段を上ってきたところだった。手には書類を抱えている。

「後でお茶をお持ちしようと思っていたのですが、どうかされました？」

　彼は執務室として使っている主塔にある部屋にいたはずだった。鳥代は取とり繕つくろうように笑った。

「あーいや。ありがとう、早苗嬢。でももうすぐ終わるから、後は部屋でやろうと思ってるんだ。お茶もいいよ」

　広兼はその友人の様子を見て口の端を上げた。

「珀蓮が心配になったんだろ。同じ屋根の下に馬鹿子爵がいるもんなぁ」

　鳥代は嫌そうに顔をしかめる。

「どうでもいいだろう」

「見張りだとかいって部屋の前に座り込んで風か邪ぜひいたりするなよ。早苗の負担になる」

「そんなことしない」

「とりしろ、はくれんとなかなおりするの？」

　広兼の腕の中で、夜花が無邪気に聞いてくる。

　その時彼は、夜花を見て少し複雑そうな顔をした。じっと夜花を見て、何かを言おうと口を開くが、その口からは空気が漏れただけだった。

　広兼は片方の眉を上げた。昼間も、鳥代は何かを言おうとして口をつぐんだのだ。

「……広兼」

　鳥代は南の王子の名を呼んだ。

「そうだ」

　広兼は、鳥代が何かを言う前にそう答えた。早苗は止めようとはしなかった。新しら祢ねと同じように、鳥代が何かに気付いているのはわかっていたのだ。

「破魔の王子としてのお前の感覚は間違っていない。それは、そうだ」

　東の王子は顔をしかめた。

　東の王族は破魔の一族。彼らは砂糖と塩を区別するように、魔女とそうでないものを区別する。

　彼は何も言わなかった。自分の考えが肯こう定ていされたとしても、嬉しくはなかった。鳥代にはなぜ早苗と広兼がそれを黙っているのかも、理解できたからだ。

　広兼が続けて口を開く。

「あの女は生まれなおした。そしてあのままでは得られなかったものを、得られるかもしれない。俺達に、それを邪魔する権利はない」

「北の王は寂しさに耐えかねて珀蓮を呼び戻すかもしれない」

　あの、愛情過多で家族に関しては偏かたよった思考を持つ国王ならありうることだ。

「それで珀蓮が大人おとなしく国に帰ると思うか？」

　鳥代はため息をついた。

「俺は、あの馬鹿女から何かを奪うつもりはないんだ」

　たとえば父や、生まれた国を。それを裏切らせてまで手に入れても意味はないと、東の王子は言う。

　早苗は目を伏せた。

「うーん」

　鳥代はがりがりと空いている方の手で頭をかいた。

「そうは言っても、現状では何も意味はない。今の彼女を連れて行っても、北の王が納得するかどうかもわからないしな」

「あの……ごめんなさい、鳥代様」

　早苗がたまらず顔を上げてそう言うと、鳥代は少し驚いた顔をした。そしてすぐに笑う。その笑顔は、紳士にふさわしかった。

「早苗嬢が謝あやまることは何もないよ。あなたは素敵な女性だ。その優しさと柔軟さを、珀蓮に少し分けてもらいたいくらい」

　広兼は不愉快そうにした。

「俺の目の前で早苗を口く説どくとはいい度胸じゃねぇか」

「別に口説いてない。早苗嬢の素晴らしいところを賞しよう賛さんしただけだ」

　構ってもらえないことに業ごうを煮やしてか、夜花が声を上げた。

「ねぇ、とりしろもかくれんぼする？」

「しねぇよ。俺達は部屋に戻るの。鳥代は今から恋人がどっかの馬鹿子爵に夜よ這ばいされるんじゃないかと警戒しながら仕事をするの」

「えー」

「えーじゃねぇ。行くぞ」

　南の王子は少女を抱きなおしてから歩きだした。

「あの、おやすみなさい、鳥代様」

　早苗が言う。

「おやすみ、早苗嬢。いい夢を」

　と言って、鳥代は片方の目を瞑つぶった。







　２　暁の姫の涙







　翌日の朝食にも、子し爵しやくは姿を現さなかった。

　鳥とり代しろは一足先に朝食を食べて出かけてしまったらしい。東の第一王子は忙しいのだ。せめてこの森に道を造る計画が一段落すれば、もう少し落ち着くだろう。

　王おう伊いが「珀はく御ご前ぜんは鳥代と仲直りしたの？」と聞いてきたが珀はく蓮れんは無視をした。そんなくだらない質問に答える理由がないと言わんばかりの見事な無視っぷりであった。広ひろ兼かねは苦笑した。

「今日は買い物に行きますけど何か買ってくるものはありますか？」

　緑菜と豆のあっさりスープを一口飲んでから、早さ苗なえが言った。

　森から出る時は基本的に馬に乗る。徒と歩ほでも出られないことはないが、時間がかかるからだ。早苗は一人でも馬に乗れた。父親と共に馬で旅をしたことだってあったからだ。

　馬は外の厩うまやに三頭いて、基本的には王伊が世話をしている。西の国では、王族であっても自分の馬は自分で世話をするものだったらしい。六人の中で馬に乗れないのは新しら祢ねだけで、彼女は今王伊に乗馬を習っているところだった。

「今日は妾わらわも行こうかのう」

「何か欲しいものがあるの？」

　新祢が望むのなら、王伊はなんでも手に入れてくるに違いない。

「薬草の種と刺し繡しゆう用の糸じゃ」

「珀蓮は？」

「わたくしは何もないわ」

　この時点で、広兼が残ることは決定だった。新祢は一人で馬に乗れないので王伊の付き添いがいる。珀蓮一人に夜よる花はなの世話ができるわけがなかった。

「よるはなもいきたい」

　案あんの定じよう少女は声を上げたが、「ごめんね夜花。今日は駄だ目めよ。馬車を呼んでいないの」と早苗に言われて憮ぶ然ぜんとして黙だまり込んだ。

　これは彼らが森の中へ移ってからわかったことだが、夜花は馬にあまり好かれていないようだった。嫌われているというよりも、怯おびえられているのだ。夜花が近くにいると、馬は落ち着かなくなり興奮気味になる。とても乗せることはできなかった。

　赤ん坊の頃にはなかったことだ。なぜだ、とは広兼はあまり思わなかった。馬は敏びん感かんだ。彼らにはわからないものを感じ取っているのだろう。

　破は魔まの王子や、赤い髪の姫君のように。

「そなたは義あ姉ね達のところへ寄るのであろう？」

　新祢が早苗に言う。

　森を出てすぐのところにある木トー蓮リアの町に、早苗の二人の義姉は住んでいる。

「ええ」

「昼も食べてくれば？　俺達には何か作っておいてくれたらいいよ」

　広兼が言った。すると早苗は「まぁ」と顔を輝かせる。彼女のこの顔を見たいがために、断だん腸ちようの思いで言った台詞せりふだ。本当なら珀蓮と夜花の三人で昼食を取るなんて、ごめんこうむりたい。断固お断りだ。鳥代が昼前に戻ってくることを祈るばかりである。

「いいんですか？」

　珀蓮も同じように思っているのだろう。少し嫌そうな顔をしていたが、早苗の笑顔を見て何か言うのをやめたようだ。

「まかせろ」

　と南の王子は物わかりのよい夫らしい部分を見せて言った。

「ふむ。では妾達も町で何か食べるかのう」

「そうだね。たまにはそういうのも悪くない」

　新祢は店先で売っているものを買って外で食べるのが好きだった。おそらく今回もそうするのだろう。外で食べるのにはいい季節だ。

「じゃあお昼は広兼様と珀蓮の好きなものを作りますね。何が食べたいですか？」

「そうだな。久しぶりに味が濃こいものとか」

「あっさりとしたものがいいわ」

　南の王子と北の王女は同時に言った。沈黙の後、二人はしばし睨にらみ合う。

「肉系で」

「お魚を焼いてちょうだい」

「ソースたっぷりの」

「塩だけで軽く味をつけてね」

「……」

「……」

　気が合わないところを見せつけた二人であった。
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「あれらだけで残してきてよかったかのう」

　三人はもう森を出ていた。新しら祢ねは王おう伊いと一緒に馬に乗っていて、ぴんと背筋を伸ばしている。王伊は彼女を抱きかかえるように後ろに座っていた。そして彼らの少し前を早さ苗なえの馬がとことこと歩いている。栗くり毛げの立派な牡おす馬うまだった。広ひろ兼かねが早苗のために選んだ、気性の優しい馬である。

　前方にはもう町が見えている。早苗の義姉達が住んでいる屋敷は町の向こう側の、丘の下にある。

「夜よる花はなは、珀はく蓮れんを嫌っておるのではないか？」

　すると早苗が「あら」と新祢を振り向いた。

「そんなことないわ」

　と彼女は言う。

「むしろ夜花は珀蓮のことが好きなのじゃないかしら。あの子は私の前ではいい子すぎるもの」

　新祢は怪け訝げんそうな顔をした。

「それではまるで夜花が早苗を好きではないように聞こえるのう」

「どうかしら。苦手に思われているのかも、と私は時々思うわ」

　赤い髪の姫君は首を傾かしげる。確かに夜花は早苗の言うことはよく聞いた。一番懐なついているのも早苗のように見える。それがどうして苦手なのだという話になるのか、彼女にはよくわからなかった。

「ああ。少しわかるかも」

　新祢の後ろから王伊が言った。

「苦手ね、うん。そうかも。夜花は、あの年の子供にしては早苗に従順すぎるもんね」

「わがままをあまり言わぬだけではないかえ？」

「そう？　俺にはあの子が素直ないい子にはあまり思えないんだよね。たぶん本当は、すごくわがままな子供じゃない？　もしそうなら、珀蓮にだけ素直になってると言えなくもない」

「……」

　新祢はまだあまり納得がいかないようである。

「そういえば、何か思い出せた？」

　早苗が話題を変えた。

「塔とうのことかえ？」

「うん」

「そうじゃのう」

　彼らが住む塔には、不可解な部分が多く残っている。開かない扉とびらや、存在しているはずなのに見つからない階段。

　塔の謎なぞは、新祢の記憶にかかっていた。何しろ二百年前のことで図面も残っていないのだ。新祢はここのところ、暇ひまさえあれば記憶を辿たどっていた。王伊は新祢についての記憶しかないのであまり役に立たないが、話していると思いつくこともあった。

「地下があるはずじゃ」

　彼女は言った。

「ほれ、調理場の地下に貯蔵庫があるじゃろう」

　言われて、早苗が「あるわね」と答える。石に囲まれてひんやりとした調理場の地下は、食しよく糧りようを保存しておくのにうってつけだった。

「あれと同じように、塔の下には地下室が広がっておった……ような、気がする」

　少し自信がなさそうに新祢は語尾を曖あい昧まいにした。何せこの二百年間、ほとんど彼女は身体からだから離れ漂ただよっているような状態だった。子供の頃のことをよく覚えていないのと同じように、その記憶はおぼろげだ。

「地下が？」

　早苗は新祢を振り向いて聞いた。彼女はとても上じよう手ずに馬を乗りこなしている。

「もしかしたら、北の塔や主塔の上にはその地下から行けるのかしら」

「そうかもしれぬな。ただその地下に下りる方法を思い出せぬでのう……」

　最初に「地下があったんじゃない？」と言いだしたのは王伊だったが、新祢はうっすらとそんな気がする程度で、そこへ行く方法さえわからない。あまり役に立つ情報だとも思えなかったので、まだ広兼や鳥代にも言っていなかった。

「でもそうなら楽しみね。主塔の上には新祢が眠っていた部屋があるんでしょう？」

「そうじゃのう」

　春迎祭イビターの舞踏会の夜。魔女に攫さらわれた二人の王子と珀蓮は、最上階で眠っていた新祢の魔法で塔から脱出した。東の王子が一刻も早く舞踏会へ行かなくてはいけないと急せかしたからだ。仕掛けばかりの塔の中で、出口を探している時間などなかった。

　あの時生きていた七人のこびとの魔法は、きっともう消えてしまった。あれはかつて新祢が作った魔法ではあったが、《赤い森》の魔女が手を加えたから二百年も保ったのだ。

　新祢は強い魔女ではない。魔女としての彼女など、《赤い森》の魔女から見れば赤子のようなものだろう。

　新祢は俯うつむいた。

　鳥代が塔を調査した時、そこには二百年前を偲しのばせるようなものは何も残っていなかった。

　彼女は最後の数年を確かにあの中で過ごしたのに、彼女が着ていた服も読んでいた本も、どこにもなかったのだ。

　新祢が眠った後に、必要ないものだと処分されたのかもしれない。王伊に聞いても覚えてはいなかった。彼は、新祢が眠った後のことはほとんど覚えていないのだ。

　森となった王都の中で、彼女の眠っていた塔はまるで忘れ去られたかのように残っていた。塔の中で眠っていた眠り姫も同じように忘れられていたのかもしれない。

　国が滅びた後も、誰だれも思い出すことなく。

「新祢」

　名前を呼ばれて、新祢ははっと顔を上げた。振り向くと、銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねの向こうで西の王子が笑っている。

「町で欲しいものがあるといいね」

　彼はいつもこうやって自分を安心させるように笑う。

「……そうじゃな」

　と新祢もつられて笑った。
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　広ひろ兼かねは寝ね椅い子すに寝転がって先日取り寄せたばかりの本を読んでいた。

　主塔にある娯楽室である。部屋は広く、食堂の上にあって、食後には六人でなんとなくここに集まって軽くお酒を飲んだりもする。卓の上には遊戯盤が置いてあり、暖だん炉ろもあった。

　絨じゆう毯たんの敷かれた床の上では、夜よる花はなもまた寝転がって絵本を読んでいる。先日の南の国での結婚式の際、妃達から夜花へ贈られたもののうちの一冊だ。

　広兼の子供ではないと言っているのに、彼女達は夜花をとても可か愛わいがった。子供ならなんでもいいのかもしれない。もちろん早さ苗なえへの贈り物も半端でない量だった。もし早苗があのままあの国に滞在していたら、早苗の部屋は贈り物で溢あふれ返ってしまっていただろう。

　広兼が読んでいるのは西の大陸から取り寄せた、魔術に関する文ぶん献けんだ。もちろん向こうの公用語で書かれているが、賢けん者じやの王子の必修語学は多た岐きに渡る。西大陸の公用語もその一つである。

　西と東では、世界のあり方に対する概がい念ねんから異なっている。

　東大陸には様さま々ざまな宗教が混在し、中には特定の存在を神として崇あがめている地域もあれば、そういった存在を今生きている人間の中に見み出いだす地域もある。共通しているのはこの世界を作ったなんらかの高位の存在を肯こう定ていしているということで、万物を司つかさどるいわゆる妖よう精せいと呼ばれるものは、それらの使いだと言われている。

　だが西大陸のほとんどの地域、少なくとも帝国リグリアの支配が及ぶ国々では、神やそれに順ずる存在は信じられていない。この大地はあらゆる偶然の果てに生まれ育まれ、人間という種によって開拓されていったのだとしている。ただ精霊と呼ばれる、肉眼では視認しにくい存在を認めていて、その精霊の力を利用しているのが魔術なのだという。

　魔術陣は精霊の言語で記載される、精霊とのいわば契約書のようなものだ。それによって万物に宿る精霊の力を融ゆう合ごう、あるいは分解し、作り変える。

　それが魔術である。

　それは魔法とは似て非なるものだった。

　魔法は外部の力を一度体内に取り込み、媒ばい介かいを通して形を変えて外界へと放出する。魔術陣という契約書を元に外部の力をそのまま作り変える魔術とは、根本的に仕組みが違うのだ。

　西大陸に魔女がいないように、この東大陸に魔術は存在しない。だからその存在さえ、東大陸にはほとんど知られていない。

「……」

　広兼の目は、もう紙の上の字を追っていなかった。彼の脳内には様々な問題パズルの破片が散らばっていて、まだすべての破片が集まったのかどうかもわからない状態だ。

　この東大陸に魔術は存在しない、はずだった。

　だが数月前に彼は早苗と共にそれを体感していた。

　体中を何かに撫なでられたようなあの感触。強い光を当てられた時のように視界は白に染まった。

　東の国の、赤セイ穏オンと呼ばれる村だ。

　土の上に刻きざまれた赤穏織の図柄に似た模様。それに触れた次の瞬間、広兼と早苗は先ほどとはずっと離れた場所に立っていた。《赤い森》の中。この塔の近くだ。

　実際この塔から森の中を通って赤穏に行こうと思ったら、道が整備されていないこともあるし半日から一日はかかるだろう。彼らはその距離を、一瞬で越えたのだ。

　おそらく、あれが魔術だった。

　ルヴァイン＝イアス。早苗を攫ったあの魔術師が使ったものと同じだ。

　彼はまた手に持った本に意識を戻す。

　そこには複雑な図形と解読不能な文字のようなものが描かれている。それは、広兼と早苗があの赤穏の村で見たものと似ていた。そして、その複雑な図形の組み合わせは赤穏織の図柄を思い出させた。

　広兼は『赤穏史』を読み終わっていた。古い字で書かれていたので時間がかかったし、完全に理解できていない箇か所しよもあったが、大体はわかった。

　早苗があれに目を留めたのは、今はもう使われなくなって久しい古い書体で書いてあったからだろう。そしてあの赤穏の村で、初めて魔術陣に触れた。

　魔術師の使う魔術陣と、赤穏織の図柄。その酷似性は偶然だろうか。ルヴァインが扮ふんしていた平へ祈き男爵の書斎にも、赤穏織の本はあったのだ。偶然だとは考えにくい。

『赤穏史』と書かれた本にこそその関わりが記されているのではないかと読み進めたが、しかしとんだ見当違いだった。

　あれは、一人の男の苦悩を綴つづった手記だったのだ。

　著者として書かれている古い名前は、赤穏の村むら長おさの名前と同じものだった。早苗がそれを指摘した時、広兼は赤穏の村長の経歴を思い出した。

　赤穏の村長はいろいろと不思議な謂いわれを持つ男であった。彼は赤穏で育ったのではなく、青年の頃に、ふらりと村に現れた男なのだという。

　男はそのまま村に住み着いた。彼が肌はだ身み離さず持っていた紙に描かれた幾き何か学がく的てきな図柄に惚ほれ込んだのは当時の村長の娘で、彼女はその図柄を織物で再現した。それが今の赤穏織の始まりである。

　そして後に彼女と男は結婚し、男は村長の地位を継いだ。今ある赤穏織の図柄のほとんどは、彼が作り出したらしい。

『これを書いたのはあなただ』

　そう聞いたのは、広兼があの本を持ってきた時、寝台の上にいた老人が一瞬だけ狼ろう狽ばいしてみせたからだ。彼は老ろう獪かいな村の長らしくすぐ平静を取り戻したが、それが逆に不自然だった。

　広兼の言葉に対して老人から返ってきたのは否定の言葉だ。それが噓うそだったのかどうかはわからない。

　村長があれを書いたのだとして、なぜ今はもう暗号に近い古い書体で書いたのか。第三者に読まれないためだろうか。あのような書体は、今はもう学者しか解読できないだろう。それをなぜ赤穏の村長が、自分の手記として記せたのか。

　広兼は呻うめいた。

　やはり、老人の否定は噓ではなかったのかもしれない。関わりはあるとしても、あれを書いたのは村長本人ではない。もっと古い。昔の人間。

　手記を書いた人間がその中で吐と露ろしているのは、背負った罪の重さだった。

　それもたぶんそれは自分自身が犯おかした罪ではなく、自分ではない誰かが犯した罪だ。

　手記の男はそれを糾きゆう弾だんできない己を責め、そして自らもその罪の中から抜け出せないでいる。

　理解できない心理ではなかった。

　広兼もまた、早苗が罪を犯せば自分もそれを背負っただろう。糾弾などしないが、そうできない自分を愚おろかしいと思うかもしれない。鳥代なら珀蓮の間違いを正すだろうし、王伊なら新祢の行動に疑いなど持たない。

　想いの持ち方など人によって違う。

　護るべき相手も。

　たぶん、この男が護っているのは――。

「ひろかね」

　賢者の王子が思し索さくにふけっていると、傍かたわらの少女が彼を呼んだ。視線だけそちらにやると、彼女は不ふ愉ゆ快かいそうな顔で彼を睨み付けている。

「あきたわ」

　どうやら幼き姫君は今読んでいらっしゃる本に飽あきたと仰おおせのようである。

「別の本取ってくればいいじゃねぇか」

　彼が言うと、

「べつのあそびがしたいのよ」

　と彼女は答えた。

　幼おさなき姫君は読書自体に興味を失ったのだとおっしゃっているようだった。その言い方は、どこか珀はく蓮れんに似ている。二人が互いを嫌っているようなのは、同属嫌けん悪おなのかもしれなかった。

　めんどくせぇなぁ、と彼は思ったが、賢明にも口にはしなかった。女性の前で本音を出すと、大体がさらに面倒なことになるのだと、彼はこれまでの人生経験で知っていたからだ。

　彼は本を閉じた。身体は起こさないまま、頭をかく。

「で？　夜花様はどんなお遊びをご所望なわけ？」

　すると彼女は嬉うれしそうに笑った。将来美人になることを予感させるような、華はなやかな笑顔である。もちろん早苗の可愛らしさにはまだまだ届かないが。

　彼女は言った。

「かくれんぼがいい」

　広兼は少し顔をしかめた。

　夜花は絶対に暗いところに一人で行ったりしない。

　一人であるということを、極端に嫌うのだ。

　そのせいか見つけてもらえないとうるさいほどに泣きわめくくせに、どうしてこんなにもかくれんぼを好むのか、まったく理解できない、と彼は思うのだった。
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　鳥とり代しろは欠伸あくびをした。

　昨夜はあまり寝ていない。あの馬ば鹿か子し爵しやくが珀はく蓮れんの部屋に侵入するのではないかと警けい戒かいしていたからだ。結局馬鹿子爵は現れなかった。目の前で珀蓮に接キ吻スをしてやったのが、そんなに効いたのだろうか。

「……」

　机の上には書類が山と積み上げられている。どんなに欠伸をしても目の前の書類は減らない。残念な現実である。

　とりあえず、今のこのひどく忙しい状態はもうすぐ落ち着きそうだ。そうすればあの森の中の塔の新生活を堪たん能のうできる。ここのところ喧けん嘩かをすることが多い珀蓮とも、それなりに関係を修復できるだろう。

　それにつけても、馬鹿子爵が持ってきた書状だ。

　彼は思い出すだに腹が立った。昔、あの馬鹿子爵が珀蓮を付け回していると知った時と同等の怒りだ。

　鳥代はそれを得意満面で持ってきた馬鹿子爵にも腹を立てていたが、怒りの矛ほこ先さきはそれ以上に北の国王に向けられていた。

　いくら自分の妻が行方ゆくえ不明だからといって、自分の娘を賞品か何かのように扱う馬鹿が一国の王とは。北の国の民すべてに同情を禁じえない。

　だからあの男は馬鹿王だと言うのだ。何から何まで極端すぎる。

　珀蓮を邪よこしまな連中から遠ざけるために宮に閉じ込め、甘やかすなという亡き妻の遺ゆい言ごんを守るために会いに行くのを控えた。あまつさえ新しい妻の機嫌が悪くなるからと、珀蓮の宮へ行くのを一切やめた。

　その間あの女はずっと一人だった。

　あの馬鹿王は、まるで子供のようだ。自分の感情ばかりを優先して、相手がそれによって傷つくことを考えていない。珀蓮を愛しているのは本当だろう。数月前、あの満月の夜に珀蓮を抱きしめた北の王は、確かに父として彼女を愛していた。

　けれどそれは、子供が自分の玩おも具ちやを大切にするような、ただの独占欲に近い。そうでなければ、あんなふうに孤独に落ちていたあの女に、気付かないわけがなかったのだ。

『あの馬鹿子爵が持ってきた書状のことは珀蓮には内緒にしておいて欲しい』

　鳥代は今け朝さ、早さ苗なえにそう頼んだ。

　あの時珀蓮は目を瞑つぶって耳を塞ふさいでいたので、馬鹿子爵が持ってきた馬鹿らしい結婚の条件を読んでいないだろう。

　あれを知って、落ち込む珀蓮を見たくなかった。あの女の宝石のような眼が光を失って曇くもるのはもう見たくなかったのだ。

　早苗は少し考えるように口に手を当てて目を彷徨さまよわせたが、すぐににこりと笑って言った。

『ええと、一度言いそうになったんですけど、大丈夫です。まだ言ってませんから』

　そうしてそれを他の三人にも伝えておくと早苗は約束した。

　ああいう時多くを聞いてこないのは、彼女の美徳だろう。

　書状の内容を知れば、珀蓮はきっとため息をつく。目を伏せる。それをすぐに抱きしめるのは自分でありたいと、鳥代はずっと思っている。

　これが恋だと知ったのはいつだっただろう。

　最初はただ、珀蓮の反応が面おも白しろかった。自分をないがしろにするただ一人の女。反発し、宥なだめ、いつか手懐けてやると、野生の猫ねこを相手にしているような感覚だったのだ。

　東の国の王宮での出会いの後はしばらく会わなかった。数年後にたまたま北の国へ使者として遣わされることになり彼女の国を訪れると、彼女は不ふ遜そんな輩やからに心を傷つけられ、宮に籠こもっているという（正確には北の王が彼女を宮から出すのを嫌ったのだ）。

　あの凶きよう暴ぼうだった猫が弱っているのかと思い彼は実に数年ぶりに彼女に会いに行ったが、北の王女は変わらず高たか飛び車しやで傲ごう慢まんで不ふ遜そんだった。ただ、きらきらと宝石のように輝いていた双そう眸ぼうにはわずかな翳かげりがあった。

　それが気になったのかもしれない。

　それから鳥代は、何かと理由をつけて北の国を訪れるようになった。

　珀蓮が、だんだんと心を開いていくようなのは彼にとってこの上ない喜びだった。彼の前では時に笑うようになった。初めて彼女の笑顔を見た時などは、鳥肌が立ったものだった。

　ある日珀蓮から、おかしな男に付きまとわれているのだと聞いた。

　なんでも、毎日のように贈り物や手紙が届くという。気味が悪く、珀蓮は近頃あまり眠れていないらしい。相手がわかっているのなら彼女の性格から考えてそんな輩は一いつ喝かつして撃退しそうなものであったが、生理的に嫌いなのだと彼女は言った。

　声を聞くだけで気分が悪くなるという。会って言葉を交かわすくらいなら、無視している方がずっとましだと言っていた。

　それを聞いた時、鳥代はむっとした。

　珀蓮が、自分以外の男に翻ほん弄ろうされているのが気に入らなかったのだ。

　たまたま自分がいる時にその手紙が来たので見せてもらうと、怒りが倍増した。それはまるで、どこからか珀蓮を盗み見していることをほのめかすような文章だった。寝顔が可愛らしかっただとか、薄着をしていると風か邪ぜをひきますよだとか。

　これは、この北の王女だったから軽い不眠ですんだのだ。そこらの繊細な姫君が相手だったら、毎日を視線に怯えて暮らしていただろう。

　その後鳥代は迅じん速そくに人を手配し、珀蓮を軽い不眠に陥おちいらせているという馬鹿子爵を脅おどし、彼女に近づかないことを約束させた。

　そしてすべてが終わった後にふと、彼はこれが恋なのだと思ったのだ。

　しばらくは、平静ではいられなかった。そんなはずがないと否定し、悶もん絶ぜつした。だってあんまりだ。相手はあの、北の王女なのだ。穏おだやかな恋など望むべくもない。

　それから紆う余よ曲きよく折せつを経て、彼女もまた自分を好きなのだと知り、晴れて恋人同士となった。十七の頃だ。

　若かった、と思える。

　おかしな女にひっかかってしまったものだ。

　鳥代は頰ほお杖づえをついた。

　早苗のように柔にゆう和わで優しくもなければ、新しら祢ねのように純粋で可愛らしいわけでもない。

　苛か烈れつで、美しく、誇ほこり高い。

　ただ一人の。

　女。

　そこまで考えたところで、こんこん、と扉が小さく叩たたかれた。

　鳥代は、顔を引き締めて「入れ」と答えた。珀蓮のことを考えてだらしなく顔を緩めているところなど見られては領主として、一国の王子としての威厳が台無しだ。

　入ってきたのは、鳥代の執務の補佐をしている男だ。

「殿下。郵騎隊がこれを」

　難しい顔をして入ってきた男は、黒い印の押された書状を差し出した。
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「広ひろ兼かねは？」

　珀はく蓮れんはまずそう聞いた。

　彼女は先ほどまで部屋で読書をしていたのだが、お腹がすいたので食堂へ向かうところだった。そして階段を一階まで下りたところでばったりと夜よる花はなと会ってしまったのだ。

　子守は広兼がしているはずだった。

　珀蓮はこの子供が苦手だった。可愛くないのだ。珀蓮に対しては特に、生意気だ。

「かずをかぞえてるわ」

　夜花は簡潔に答えた。

「またかくれんぼをしているの？」

　珀蓮は呆あきれた。つい先日も、なかなか早さ苗なえに見つけてもらえなくて大泣きしたばかりだというのに。彼女のその言い方に、夜花はむっとしたようだった。

「ちがうわ。かくれんぼじゃない」

「かくれんぼでしょう。その棚たななんかよいのではなくって？　少し隙すき間まをあけておけば、光も入るわ」

　珀蓮は窓が並ぶ方の壁かべに作り付けられた少し低い棚を指した。両開きの戸がついていて、奥行きもそこそこある。小柄なら大人おとなでもなんとか入れそうな広さだ。

「上の階は駄目よ。見つけてもらえなくなるもの」

　夜花はどうやらこの階段を上ろうとしていたようである。この勢いでは自分の部屋にまで入り込んで滅茶苦茶にされそうだ。珀蓮は先手を打って言った。

　夜花は不満げに唇くちびるを尖とがらせたが、珀蓮の助言をまんざらでもないと思ったのか窓際の棚を振り返る。幼い子供なら楽々入れる大きさだ。

　あの中にはまだ何も収められていない。廊下の角にある棚を、早苗はもてあましているようだった。上に花を生けた花か瓶びんが飾られている程度だ。確かに廊下の途中に、こんな大きさの棚があるのは少々不自然かもしれなかった。

「……くらくない？」

　夜花は暗いところが嫌いなのだ。

「扉を開けておけば大丈夫よ」

　言うと、夜花はとことこと棚の方へ歩いていく。

　あんなところの扉が少し開いていたら、広兼がすぐ見つけるに決まっている。珀蓮は軽く肩をすくめて食堂へ向かった。

　早苗が昼食を用意してくれているはずである。広兼も珀蓮も料理にはまったく縁がない。改めて火を通す必要がなく、冷めても美お味いしいものを、彼女は作ってくれたらしい。広兼と珀蓮のどちらの要望を聞いたものなのかは確認していなかったが、早苗のことだから両方作ってあるかもしれない。

　その時ガタン！　という音がして、夜花の小さな悲ひ鳴めいが聞こえた気がした。振り向いて、珀蓮は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「夜花？」

　先ほど珀蓮が指した棚の扉は開いていた。視界に夜花はいない。あの中に入ったのだろうか。

「どうしたの？」

　頭でもぶつけたのだろうか。それにしては泣き声が聞こえない。

　珀蓮はなんだか気になって、廊下を引き返した。そして棚の前に辿り着いたところで中を覗のぞき込む。彼女は眉間の皺しわを深くした。

　夜花がいないのだ。

「夜花？」

　珀蓮は顔を上げて今度は少し大きな声で少女を呼んだ。

　上に行ったのだろうか。突き当たりは壁だ。あとは階段しかない。

「返事をなさい」

　もうかくれんぼをしているつもりなのか。

　珀蓮は、ふと思いついて棚に目を戻した。

「……まさか」

　彼女は、数月前の出来事を思い出していた。

　魔女に攫われ、この塔のどこかへ閉じ込められた。その時王おう伊いが壁に向かって何かをやると、その壁が、音を立てて動きだしたのだ。

　ああいう仕掛けが塔のあちこちにあるのだという。だから鳥とり代しろはそのすべてがわかるまで、塔の中で自由に行き来してもいい場所を制限しているのだ。

　もしそれが本当ならばこの棚に何かあってもおかしくない。この中に入った夜花に何かあっても、おかしくないのだ。

　珀蓮は棚の前に膝ひざをつき、何も入っていないその中を手の甲こうで叩いた。木でできている。側面と上部下部で音が違うが、それは棚の造りのせいだろう。今度は手のひらで撫でてみる。押せそうな窪くぼみはどこにもない。

　ここではないのか。それともこうして外から見るだけではわからないのか。

　夜花は、きっと中に入ったのだ。

　この中に入って、初めて作動するものなのかもしれない。

　珀蓮は迷わなかった。

　この大きさなら、かろうじて自分も入れる。彼女は扉の縁ふちに手をかけて背を屈かがめ、棚の中に足を踏み出した。小さく丸まるようになって、狭い棚の中に納まる。

　彼女はそのまま少し待った。

　自分のしていることがひどく馬鹿らしく感じられて、棚を出ようとした時だった。

　ガタン！

　という音がしてがくりと彼女はバランスを崩した。何かと思う次の瞬間には視界が暗くなり、そしてどさりと背中に柔やわらかい衝撃があった。

　埃ほこり臭い。彼女は咳せきをした。

　何が起きたのかわからなかった。

「はくれん！」

　小さな塊かたまりが腹に突っ込んでくる。これは知っている匂いだった。

　薄暗い。これはなんだ。

「ああ！　僕の空から舞い降りてきた光！」

　声が聞こえた。

　その声と言葉を聞いて、珀蓮の身体中に条件反射的にぞわっと鳥肌が立った。
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「なんじゃ、家に戻るのではないのかえ」

　早さ苗なえが商店街で買い物をするというので一緒に来た王おう伊いと新しら祢ねは、彼女が知り合いの老人の家に行くのだと聞いて首を傾かしげた。

「お義ね姉え様にも会いに行くわよ。だからその前に行くの」

　言いながら、早苗はどんどんと食材を買っていく。

「あまりきちんと食事をとられない方だから」

　行って食事を作ってあげるということだろうか。

　荷物持ちは当然ながら王伊である。馬は町の入り口で預けてあった。馬屋という商売があって、金を渡すと馬を預かり世話もしてくれる。

「早苗の血縁？　じゃないよね？」

「違いますよ。でも昔から、お世話になっている方です」

　にこにこしながら早苗が言うので、新祢はその老人に興味を持った。いつも誰かの世話をやいている早苗が世話になった人間が、この世にいるのだ。

「妾わらわ達がついていっても構わぬかえ？」

「まぁ。もちろんよ。郷ごう路じのおじい様もきっとお喜びになるわ」

　郷路、とその老人はいうらしい。

　そうして三人は大量に食材を買い込むと、町の東の方の路地にある小さな家の前までやってきた。

　それは並んだ壁に扉だけつけたような、日当たりの悪そうな家であった。木でできたその扉もひどく傷いたんでいるように見える。扉に触れるだけで古びた音が聞こえるようであったが、意外にもそれはすんなりと開いた。

　前触れもなく、扉を開けたのは早苗だ。新祢は少し驚いた。彼女はいつも礼儀正しく、誰かを訪ねる時は控えめに扉を叩くからだ。

　早苗は「ただいま」とでも言うように笑った。

「おじい様、お久しぶりです」

　玄関から入ってすぐのところにある椅子に腰掛けて本を読んでいたらしい老人は、見るからに偏へん屈くつだった。

　顔中皺だらけで白い髪は薄く、いつから着ているのかぼろぼろの服を着ている。口はひん曲がっていて、瞼まぶたが垂たれて目は隠れてしまっていた。あれで本が読めているのだろうか。

　彼は重たそうに、けれどぎょろりと瞼を上げて勝手に家に入ってきた闖ちん入にゆう者しやを睨み付けた。

「なんじゃお前か」

　彼は無ぶ愛あい想そうに言った。

　けれど早苗はどこか迷惑そうな彼の口調などお構いなしで「お元気そうで嬉しいわ」と言った。あまつさえその側に寄って跪ひざまずき、にっこりと笑う。早苗必殺の、氷をも溶かす破格の笑顔である。

　広ひろ兼かねがいたら、ぴくりと眉まゆを上げていたかもしれない。

「今日はご報告に来たのよ。ああ、その前に友人を紹介するわ。新祢と、王伊様と言うの」

　早苗はまだ戸口に立っている二人を振り向いたが、老人はちっ、と舌打ちをしてそちらを見ようとはしなかった。

「報告か。知っとる。伊い央おが言っておったわ」

　どうやら自分達のことは無視されたようだ。新祢は王伊と顔を見合わせた。王伊が思わずといったように笑いを漏らす。

「これはすごいね」

　彼は小声で言った。

「見事な偏屈じじいじゃのう」

　新祢は声を落とさず言った。

「なんだと？」

　すると老人がぎろりとこちらを睨んでくる。新祢はにっこりと微ほほ笑えんだ。

「突然の訪問申し訳ございません。早苗が世話になっているという人物に興味がありまして。私は新祢と申します」

　珀蓮と早苗が教えたこの言葉遣いは、思いの外ほか役に立っている。

　早苗は立ち上がると、部屋の奥から椅子を出してきた。どうやらあちらは寝室らしい。

　この家には二つしか部屋がなさそうだ。玄関から入ってすぐのこちらの部屋には、狭い台所と隅すみに小さな机と今老人が座っている椅子。それに壁に作り付けられた棚には本や瓶びんや様々なものが詰め込まれていた。

「ごめんなさい。椅子はあと一つしかないのですけど」

「いいよ。僕は座らないし」

　他人の家を訪れた時、王伊が食事や寝る時以外で椅子に座ってくつろぐことはあまりない。落ち着かないのだろう。

　早苗はその一脚しかない椅子を机を挟んだ郷路の正面に置いた。塔で使っているような立派な椅子ではないが、新祢一人が座ったところで壊れはしないだろう。逆にこういう無ぶ骨こつな方が、丈じよう夫ぶで長持ちするものなのだ。

「じゃあ新祢は座っていて。王伊様、ありがとうございます。それはこちらにいただけますか？」

　早苗に言われるまま新祢は椅子に座り、王伊は持っていた食材を台所の狭い台の上に置いた。

　老人の正面といっても、彼は椅子を横に向けて座っているので、机に対してまっすぐ椅子に座った新祢とは、正対しない。けれど彼は手に本を持ったまま机に肘ひじをついて、じろじろと新祢を見てきた。

「おじい様、まだ何も食べてらっしゃらないでしょう？」

「何もいらん」

　老人は言った。

　彼は本を閉じると、それを机の上に置いた。

　部屋の中は殺さつ風ぷう景けいで、なんだか特徴的な匂いがする。嫌いな匂いではなかった。薬草などの匂いに近い。ただ窓際に生けられた新しい花だけが、生き生きとしているようだった。

「最近伊央が来たのね」

　台所に向かったまま早苗が言う。

　伊央とは早苗の幼おさな馴な染じみの少年だ。新祢も会ったことがある。いい目をした、しっかりとした少年だった。

　老人はまたちっ、と舌打ちをして花の方を見た。

「花なんぞいらんというのに」

「あら、あるのとないのとではずいぶんと雰ふん囲い気きも変わるはずよ」

「ふん。それでこいつらが、お前の友人とやらか」

　彼はどうやら人の話を聞かない人間らしい。今度は食材を早苗に渡した後窓の側に立った王伊をじろりと見て言った。

「お前は西の王子か」

　王伊は笑った。それも伊央が話したのだろうか。

「不遜だなぁ」

　王子に対する態度ではない。

「王族は国のためにあって、国はわしらのためにある。傅かしずく必要はない」

「正論だね」

　郷路は台所に立つ早苗に目を向けた。

「お前の夫はどこだ」

「ここにはいらっしゃってないわ。今度紹介するわね。とても素敵な方よ」

　早苗は振り向いて少し恥ずかしそうに笑った。可愛らしい。広兼がいたら、思わず押し倒していたかもしれない。

　老人は舌打ちをした。癖くせなのだろうか。

「郷路殿は、ここで一人で暮らしておいでなのですか？」

「見ればわかるだろうが」

　愛想の欠片もない老人の答えに、珀はく蓮れんが一緒でなくてよかったと新祢は思った。彼女がここにいたら、とっくに怒りだして家を出ていたに違いない。

　新祢は笑った。

「よい住まいです」

　棚にある本は、子供が読むようなものも何冊かある。部屋の中はきちんと掃除が行き届いていて、老人にありがちな陰いん鬱うつな雰囲気が少しもなかった。

　伊央や早苗のように、ここを訪れる人間が多いのだろう。

「おじい様は、いろいろなお話をご存知なの。私も小さい頃は、よくお話を聞かせてもらったわ。紫むらさき姫ひめや、鐘かね鳴なり男おとこ」

　そのどちらも、新祢は知らなかった。

「おじい様のおじい様が、そういうお仕事だったのよね？　ええと、確か、語かたり師し？」

「ああ」

　語師は知っていた。祭りなどに呼ばれ、大衆の前で物語を紡つむぐ芸人の一種だ。二百年前は、新祢も幾人かの語師に物語を語ってもらった。

「ふん。今は吟遊詩人デイヒルーなんぞという西方かぶれが多いがな。昔は語師の方がずっと多かった」

　老人は、机の上に置いた本を撫でた。

　それはひどく古い本だった。今にもぼろぼろに朽くちてしまいそうに見える。本来どんな色だったかもわからなかった。

　新祢はおや、と思った。

　老人がまたじいっとこちらを見ている。

　重そうな瞼から覗いて見える双眸は暗い。けれど視線は強かった。自分の赤い髪と眼を見ているのだ、と新祢はようやく気付いた。

　町の中では隠して歩いていたし、自分の髪や眼の色が注目されてしかるべきものだということを忘れていた。

　他人にはない、赤。これは魔女の魔法だ。
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「……そうだな。一つ、話をしよう」

　彼はふいと目を逸らした。

「お前らの誰にも、まだ話したことはない」

　早苗は料理をしている手を止めて身体ごと老人の方を向いた。目は子供のように輝いている。

「まぁ、本当？」

　どうやら料理は一時中断するらしい。見ると、材料はあらかた切られているようだ。こういう彼女の手早さには本当に舌を巻く。

「主人公はこう呼ばれる」

　彼の声は低すぎず高すぎず、耳にすぅと入ってくるようだった。吟遊詩人の持っている声に似ている。人を惹き付ける声。

　老人は言った。

「『暁あかつきの姫ひめ』」
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「夜よる花はなー。おーい」

　広ひろ兼かねは庭も一通り捜してから息をつき、がりがりと頭をかいた。

「あの馬鹿。だから主塔の中だけだって言ったじゃねぇか」

　そろそろ見つけてもらえず泣きだす頃だろう。泣き始めると面倒なのは、赤ん坊の頃と一緒だ。

　主塔はすべて捜した。東の枝塔も隈くまなく見たし、北東の渡り廊下も空あき部屋と自分達が使っている部屋は調べた。もしかしたら他の四人の部屋で隠れているのだろうか。珀はく蓮れんは部屋にいるはずなので、可能性があるとしたら鳥とり代しろの部屋か、王おう伊いと新しら祢ねの部屋だ。

「ああ、あと客間……」

　あの馬鹿子爵がいる。

　そこまで考えて、そういえばあの公きみ亥い子爵とやらは、いつまで部屋に閉じこもっているのだろうと広兼は思った。

　もう昼である。早さ苗なえが言うには、昨晩も今朝も何も食べていない。もしかして鳥代の、あの蛮ばん行こうに恐おそれをなして逃げ出したのだろうか。もしそうなら憐あわれと言えなくもない。しかしその場合あの書状はきっちり燃やすか破るかしておいてくれないと、もし巷ちまたに流る布ふしたら大変なことになるだろう。

　あれは、きっちりと国紋トーラの押された、正式な書類なのだ。北の王妃を見つけ出した者に娘をやるなどというふざけた文書を信じる人間も少ないだろうが、面倒なことになる可能性は高い。

　できれば跡形なく燃やし尽つくしてしまっていて欲しいと広兼は思った。

　空を見上げる。

　見事な晴天だ。雲一つなく、風は心ここ地ちいい。

　こんな日は、何も考えずにゆっくりするに限る。

　もう捜すのも面倒だから夜花が泣きだすのを待とうかと思ったその時、彼はふと眉び宇うをひそめた。

　その視線の先にあるのは、三階の珀蓮の部屋だ。窓が閉まっていた。珀蓮は、昼間部屋にいる時はいつも窓を開けている。鳥代が言っていたので間違いないだろう。窓が閉まっているということは、部屋にいないのだろうか。けれど広兼は今、塔の中を夜花を捜して歩き回った後なのだ。

　すれ違ったのかもしれない。

　その可能性は十分にあった。けれど彼は、なんだか胸むな騒さわぎがした。

　こんな心地いい日は、外に寝っ転がってうとうととするのがふさわしい。だが面倒事や異変というものは、こういう日に舞い込んでくると相場が決まっているのだ。

　夜花の泣き声が聞こえない。

　森の中は静かだ。

「ったく」

　広兼は走りだした。




『暁あかつきの姫ひめ』







　むかしむかし、暁の姫と呼ばれる王女がおりました。

　暁の姫は夕暮れ前の空の色をした髪と、大地の向こうに浮かぶ不吉な月の色をした双眸を持っていました。

　暁の姫のその美しい色を妬ねたんだ魔女が、ある日暁の姫に魔法をかけました。

　それはとても恐ろしい魔法で、暁の姫は、三日後に死んでしまうというのです。

　一日目の夜、もうすぐ娘が死んでしまうのだと思って王様は悲しみました。

　王妃様は悲しみました。

　王子様は悲しみました。

　国の民みんなが悲しみました。

　暁の姫も透明な涙をぽたぽたとこぼして、国中が涙で溢れてしまうようでした。

　二日目の夜、王妃様は声を上げて泣きました。

　王子様は部屋に閉じこもって泣きました。

　国の民はみんな外に出て泣きました。

　しかし王様だけは、一ついいことを思いつきました。

　明日暁の姫が死んでしまうというのなら、永遠に明日がこなければいいのです。

　王様は眠りませんでした。国中の魔女という魔女を呼んで、ついには他の国の魔女まで呼び寄せて、王様は時間を止めるよう命じました。

　魔女達は国中が涙で溢れてしまうのではないかとはらはらしていたので、王様の命令に従いました。

　そしてついに三日目の夜です。

　魔女達はいっせいに魔法を使いました。

　ある魔女は流れていた水を、ある魔女は燃えていた火をそのままの姿で止めてしまいました。

　ある魔女は石に躓つまずいて転びそうになっていた子供を、ある魔女は泣いていた女の口を止めました。

　国中の時間が止まって、ついに暁の姫の時間も止まるという時でした。

　暁の姫の心臓が、とくん、という音を最後に一度だけ打って、止まってしまいました。

　けれどもう誰も泣きませんでした。

　みんな、止まってしまっていたからです。

　ただ暁の姫が流した涙が、つうと暁の姫の頰を伝って流れました。

　魔女の魔法が効く前に暁の姫は死んでしまったので、暁の姫の流した涙は魔法から逃れたのです。

　その透明な、綺き麗れいな綺麗な宝石のような涙は次々と暁の姫の目から零こぼれ落ち地面を濡ぬらしました。不思議なことにその涙は尽きることなく暁の姫の赤い双眸から溢れ出て、やがて時間の止まってしまったその国は、暁の姫の涙の中に、沈んでしまいました。

　もし涙の味のする湖を見つけたら、その底ではきっと、今も暁の姫が涙を流していることでしょう。







　３　舞い降りてきた光







　鳥とり代しろが屋敷から戻ると、珍めずらしく食事の用意ができていなかった。

　それどころではなかったのだ。

「珀はく蓮れんと夜よる花はながいない？」

　鳥代は聞き返した。信じたくない事態だからだ。

　どうしてこうも皆が皆行方ゆくえ不明になるのか。つい先日、早さ苗なえが行方不明になったばかりである。

「ついでに馬ば鹿か子し爵しやくもいねぇ」

　広ひろ兼かねが言った。

　鳥代は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「まさか」

　あの馬鹿子爵が、二人を攫さらったというのだろうか。

　食堂に、三人は集まっている。王おう伊いと早苗は何をしているのか、姿が見えなかった。新しら祢ねは食堂の椅い子すに座っていて、頭に手を当てて俯うつむいている。

「お前は何をしてたんだ」

　鳥代は広兼に詰め寄った。聞けば先ほどまで、新祢と王伊は早苗と出かけていたらしい。塔とうには広兼と、そして今行方の知れない三人が残っていたのだ。

「珀蓮は本を読むっつって部屋にいた。俺は夜花と娯楽室にいて、夜花がかくれんぼをするっつーから目を瞑つぶって数を数えてた」

　広兼も苛立っているようである。彼は鳥代を睨にらみ返した。

「それで夜花を捜しに出たらもう三人ともいなかったんだ。子爵に至ってはいつからいないのかもわかんねぇんだよ。昨晩早苗は子爵の部屋に行ってみたけど、返事はなかったんだ」

　鳥代がぎりりと拳こぶしを握にぎり込んだ。今ここに新祢がいなければ、机でも椅子でも殴なぐっていた。それを我が慢まんするだけの理性は、かろうじて残されている。

　珀蓮と夜花がいない？　それにあの子爵も一緒に消えた。最低だ。なんで、よりにもよって。

「子爵の馬はまだ厩うまやにいた。大人おとな一人子供一人攫うんなら、馬が必要だろ」

　鳥代の懸け念ねんを見透かして広兼が言った。

「気休めにしかならないな」

　東の王子は笑った。落ち着け、と彼は自分に言い聞かせた。

　子爵が攫うのなら、珀蓮一人でいいはずだ。うるさい盛りの子供である、夜花まで連れて行く理由がない。たぶん、ない。あの子爵ならなんとかのように可か愛わいらしいからとかいって攫ってしまいそうだが、さすがにそこまで馬鹿ではないだろう。そこまで馬鹿でないことを、祈りたい。

　バタンと扉とびらを開けて食堂に入ってきたのは早苗だ。早苗は中にいた鳥代を見て口の端を引き結んだ。

「伊い央おに聞いてきました。珀蓮達らしい人は見てないって」

　早苗が言う。

「王伊は？」

「馬を戻してくださっています」

　鳥代にはそのやり取りだけで理解できた。

　早苗と王伊で木トー蓮リアに行っていたのだ。伊央はこの森の入り口が見えるところに住んでいる医者の息子だ。

「王伊様も町で少し聞いてくださったんですけど、誰だれも見ていないと言っていたそうです。全員に聞いたわけではないので、明日になっても見つからなかったらもう一度情報を集めた方がよさそうですが……」

「そうか、わかった。ありがとう早苗」

　早苗は鳥代の前に来て、彼の名を呼んだ。

「鳥代様」

　険けわしい顔をしていた鳥代は、目の前にやってきた金色の髪の娘に、笑いかけようとした。

「どこで何をやってるんだろうな、あの馬鹿どもは」

「きっと無事です」

　早苗は言った。

　彼女の青い双そう眸ぼうは光の加減か、いつもの青空のような青ではなく少しそれよりも暗い青になっていた。けれどそのまっすぐな光は失われず、自分よりも背の高い東の王子を見上げている。

「きっと無事です、鳥代様」

　早苗はもう一度言った。

　彼女のそのしっかりとした声は、彼女が本当にそう信じているのだと思わせるに十分だった。

　鳥代は顔を歪ゆがめた。

「ありがとう、早苗嬢」

　彼は言った。

　不思議と自分の中の混乱が収まっていた。目を瞑る。失ってしまったらという不安を今抱く必要はない。必要なのは、事態を打開する冷静さだ。

　その時王伊が食堂に戻ってきた。

「ありがとうございます、王伊様」

　早苗が声をかける。

「うん。それで、何かわかったの？」

「少なくとも夜花は、まだ塔のどこかにおる。下……地下かもしれぬ」

　答えたのは、新祢だった。

　彼女はずっと俯いて何かを考えている様子だった。

「魔力の気配は動いておらぬ」

　広兼は舌打ちをした。

「となると、どこかに閉じ込められてる可能性が高いな。やっぱり、珀蓮達の居場所はわからないか？」

「駄だ目めじゃ。珀蓮も子爵殿も魔女ではない。妾わらわでは捜せぬ」

「少なくとも珀蓮と夜花は同じ時間帯にいなくなってるんだ。一緒にいる可能性が高いと思うが……」

　そこで初めて、鳥代はそうか、と思った。

　新祢は、夜花の魔力を辿たどっていたのだ。新祢は魔女だ。破は魔まの王子である鳥代よりもずっと、魔女の魔力というものに対する感覚は鋭するどいだろう。以前も、魔法の痕こん跡せきを辿って早苗と夜花を見つけてみせたのだ。

「え、ちょっと待って」

　声を上げたのは王伊だった。彼は眉間に皺を寄せている。

「誰に魔力があるって？　夜花？」

　彼は鳥代と早苗の様子を見てから眉間の皺を深くした。

「聞いてなかったのは僕だけってわけ？　どういう意味さ」

　やはり、王伊は知らされていなかった。新祢は気付いていて、王伊には言わなかったのだ。

「今その話をしてる場合じゃねぇ」

　広兼は一いつ蹴しゆうした。

　だが新祢が答えた。

「王伊、夜花は《赤い森》の魔女じゃ」

　彼女は椅子からは立ち上がらないまま、壁かべ際ぎわに立つ自らの恋人を見ていた。彼女のその赤い双眸は、小さな子供を宥なだめるように優しい。

「妾の言う意味は、わかるな？」

　新祢は慎重に言葉を選んでいるようだった。王伊は動かない。

　鳥代は嘆息した。

　まさかここで、その事実を言葉にして聞くことになるとは思わなかった。

　鳥代は初めからそれを疑っていた。

　破魔の王子は魔女と人間を、塩と砂糖をそうするように見分けることができる。

　鳥代の目から見て、あの夜成長して彼らの前に現れた夜花は、間違いなく魔女だったのだ。そして魔女は希少な存在だ。今、彼らの側にいる可能性のある魔女は、一人しかいなかった。

　だがその答えを予想し、昨晩広兼に肯こう定ていをほのめかされても、彼はまだどこかで疑っていたのだ。

　新祢の言葉を、広兼も早苗も否定しない。

　では事実なのだ。

　夜花が、あの、少女自身が、《赤い森》の魔女。北の王妃。その人なのだと。

　王伊は、新祢の視線を振り切るように目を瞑った。それで場の緊張は解かれた。

「新祢。なんとか、思い出せないか。塔の中に、誰かが閉じ込められてしまいそうな場所だ」

　広兼が言った。

「待て。妾も今、思い出そうとしておるのじゃ」

「壁を壊すか」

「いや、それは危険だ。どこのどういう装置が作動するかわからねぇ」

　壁の一部を押しただけで新しい廊下が現れたこの塔の建築術が他にどこで使われているかわからない。もしかたら珀蓮達はそのせいでどこかに閉じ込められているのかもしれなかった。

「もう一度、手分けして捜しませんか？　ここでじっとしているよりも、新祢も王伊様も、何か思い出されるかもしれません」

　早苗の提案に、彼らは同意した。

「一人になるのは危険だ。王伊は鳥代と。新祢は早苗と俺と三人で」

　効率は落ちるが仕方がない。一人になった誰かがまた閉じ込められたら、それで終わりだ。二人か三人で行動すれば、誰かが助けを呼べる可能性はある。

「またここに集合するのは」

「太陽が森の木にかかる前に」

　時間は時鳴塔テイオンの鐘かねと天体の動きを見て判断する。木蓮の町の時鳴塔の音はここまで響ひびかないから、彼らは月と太陽で時間を見ていた。

　珀蓮達がいなくなったのは、昼の一つ鐘の頃だという。昼食に手はつけられていなかったというから、きっとお腹をすかせている。

　夜花だけがこの塔のどこかにいて珀蓮が子爵に攫われたという可能性を、この時鳥代は意図的に排除した。たぶん、子爵が珀蓮を攫ったという方が安全だろう。あの馬鹿子爵は珀蓮に心酔しているから、危害を加えることはないはずだ。

　三人でどこかに閉じ込められている方が危険だ。

　何せ、決定的に相性の悪い三人なのだ。

　珀蓮の精神状態が心配である。
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　落ちてきたのは天上からの贈り物

　暗くら闇やみの中で二人

　手を取り合って生きていこう

　暗闇の中で二人

　愛を囁ささやいて生きていこう




　落ちてきたのは地上のすべてを紡つむぎ合わせた奇跡

　君がいればそこが楽園だと男が言うと

　彼女は朝あさ露つゆに輝く白しら百ゆ合りのように笑った
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「それ以上近づかないで！　近づいたら蹴けり殺すわよ!!」

　珀はく蓮れんは叫んだ。

　なんてことなんてことなんてこと!!　なんでこんなことになっているの！

　あたりが薄暗いのは、光源が壁にある小さな灯あかりだけだからだ。天井が低く、部屋は縦に細長い。どれほどの奥行きがあるのかは光が届いてないのでわからなかった。

　落ちたのだ、と気付くのに時間がかかった。ちょうど珀蓮が落ちてきたところには綿入れが敷き詰められていたので、どこにも怪け我がはない。ただその綿入れは少々黴かび臭く、綿もひどく片寄っていた。年代物であることは間違いないだろう。

　彼女の腕の中には子供がいる。夜よる花はなである。いつもは生意気な夜花も、この薄暗い中で心細いのか、珀蓮に抱えられたままでいた。

　そして彼女の目の前には、あの、口にするのもおぞましい、声を聞くだけでも鳥とり肌はだが立つ馬鹿子爵、公きみ亥いが立っている。彼はなぜか、感激しているようだった。

「ああ。まさにあなたは僕の前に舞い降りてきた光。歌。この世のすべてを紡ぎ合わせた奇跡」

　珀蓮は近くをまさぐった。何かこの馬鹿を殴りつけて気を失わせるようなものがないかと思ったのだ。

　いや、冷静になれ、と思い直す。馬鹿子爵は、珀蓮と一定の距離を保っている。今すぐ殴り殺してしまう必要はない。とりあえず状況を整理することが先決であった。

「……あなた、ここで何をやっているの？」

　彼女は慎重に聞いた。

「比ひ喩ゆは却下よ。現実的で、具体的な言葉だけを用いて答えなさい」

　珀蓮にまともに話しかけられたのが嬉うれしいのか、彼は顔を輝かせた。はっきり言って、かわいくはない。気持ち悪い。

「僕もあなたと同じにここに落ちてきたのです、いとしいひと。昨晩、僕はあなたの部屋を訪ねるつもりでした。あの愚かで無礼で分不相応な東の王子に傷つけられたあなたの心を癒いやそうと思ったのです」

　珀蓮はぞっとした。

　思わず夜花を抱く腕に力を込める。少し後ずさりさえした。暗くてよく見えないが、まさかここは密室だったりするのだろうか。それは危険だ。この上なく。

「しかしあなたの部屋がわからない。僕の部屋の扉を叩たたいて僕を眠りから覚ました娘が自分の部屋は二階にあると言っていたので、僕はまず上の階とやらに行ってみることにしたのです」

　早さ苗なえのことだ。なんて無防備なことをするのかあの子は。この馬鹿子爵が部屋に来たらどうするというのだろう。

　まぁ、広ひろ兼かねが一緒にいるので滅多なことにはならないと思うが。せいぜい馬鹿子爵の死体が一つできるくらいかもしれない。それは歓迎すべきことだ。

「しかしその時、階段の上から何者かの足音が聞こえました。僕は咄とつ嗟さに機転をきかせ、手近にあった棚たなの中にもぐり込んだのです。ええ、ちょうどいい大きさの棚でした。僕のこの柔やわらかい身体からだがあって初めて入れるというもので、普通の人間であったならまさかあの中に誰か隠れているなどと思いもしないでしょう。あそこに隠れている限り、僕はきっと誰にも見つかりはしなかったに違いありません」

　少なくとも今日の昼には夜花に見つかっていただろう。

「僕は棚の中に隠れて、騒さわがしい足音をやりすごしました。どうやら足音は階上に上っていったようで、こちらには下りてこなかったのです。ええ。僕は耳がとてもいいのです。ちなみに目も。鼻もききます」

　言いながら、子爵は珀蓮に片方の目を瞑ってみせた。珀蓮はぞわわと全身に再び鳥肌を立てて、今見たおぞましい光景を忘れようとした。

「その時です。突然の大きな音と共に、僕はこの部屋に落下してしまいました。そうです、ちょうど先ほどのあなたと同じように」

「あたしも」

　腕の中の少女が言う。

「あたしも、おちたわ。がたんって、いった！」

　そういえば、と珀蓮は思い出した。昨晩、夜花が珀蓮の部屋に飛び込んでくる前にガタンという音がしたのだ。では子爵が聞いたという足音も、夜花のものだろう。

　すっかり忘れていたが、ではあの時から、この馬鹿子爵はここにいるのか。

「この見知らぬ部屋に落ちても僕は冷静でした。僕の必携七つ道具の一つである火打石でここに備え付けられていた灯火器に火を点け、室内を調査し、ここが密室であることを確かめ」

「密室ですって？」

　珀蓮は思わず口を挟んだ。

「冗じよう談だんでしょう？　出口はないの？　わたくし達が落ちてきた天井は？」

「調べました。こちら側からではうんともすんともいいません。どういった仕掛けかはわかりませんが、上に重さがかかると作動する装置だったのでしょう。あの棚はこの塔の備え付けでしょう？　塔と同じに古いものだと考えれば、装置も古びていたのだと思います。だから僕が乗ってもすぐには作動しなかった」

　公亥子爵はいつになく理知的に答えたが、珀蓮は無視して立ち上がった。天井が低いといっても、珀蓮が背伸びをして手を伸ばし、かろうじて届く程度だ。珀蓮は子爵に手を出した。

「火を持って歩けるものを持っているのでしょう。出しなさい」

　室内を調査したということは、そういうことだろう。

「無駄ですよ。出口はない」

「無駄かどうか判断するのはわたくしよ」

　珀蓮はぴしゃりと言った。すると子爵は嬉しそうに笑う。

「さすが我がいとしの宝石。高潔にして美しい。あなたに逆らえる者などこの世にはいないでしょう」

　言いながら、子爵は懐ふところからその必携七つ道具の一つと思われるゴミを丸めたようなものを差し出した。それには糸のようなものがついていて、ぶら下げられるようになっている。

「それは燃えない糸です。丸い方に火を点けます」

　珀蓮は見たことがないものだった。

「僕が作ったのです」

　子爵は得意満面で答えた。珀蓮にとってはどうでもいいことだ。

　彼女は壁にある灯りから火をとろうとしたが、ぐいとドレスの裾すそを引っ張られて振り向いた。

　夜花である。

　いつもは生意気な幼おさない少女が、今は微かな灯りの中で、不安そうな顔を覗のぞかせている。顔色が悪いように見えるのは灯りのせいだろうか。

　この時初めて珀蓮は、この子が暗いところが苦手だったのだと思い出した。

「怖いの？」

「こわくない」

　夜花はすぐに答えた。

　珀蓮は思わず笑う。

　明らかな虚勢だった。珀蓮のドレスの裾を離さないし、その小さな手は震えている。

「言ったでしょう？　怖がることなんかないわ。あなたは一人じゃないのよ」

　南の国で早苗や新祢と擬似的な結婚式を挙げることになった時も、珀蓮は夜花にそう言った。

　一人でも生きていけるのかと、もしまたあの問いを数月前と同じように早苗に投げかけられたなら、珀蓮は否いなと答えるだろう。

　今ならそう、答えられる。

「刃物は持っていないの？」

　珀蓮は子爵に手を出して言った。七つも道具があるのなら、一つくらいは刃物があるだろう。

　彼は少し逡しゆん巡じゆんしたが、懐から短い片刃の剣を出した。珀蓮はそれを受け取ると、一切の躊躇ためらいを見せずに自分の髪を一房握り込んで、ざくりと切った。

　悲ひ鳴めいを上げたのは子爵の方だ。

「かっかっかっ髪！　珀蓮！　あなたの髪が!!」

　白しら雪ゆき姫ひめと、人が珀蓮を称たたえるのは雪のように白いその肌と、黒こく檀たんの黒髪。血のような赤い唇くちびる。でも髪は切ってもすぐ伸びるのだ。珀蓮にとって、重要なものではない。

　北の王女は切り取った黒髪をくるりと回して結ぶと、しゃがみ込んでそれを夜花の手に握らせた。

「これを持っていなさい」

　彼女は言う。

　子爵は何か貴重な芸術品が傷つけられるところを目撃してしまった芸術家のように、頭をかきむしって悶もだえていた。

「これを持って、ここで待っていなさい。あの棚みたいに、どこを触って何が起きるかわからないわ。じっと、待っていなさい」

　子爵を生理的に受け付けないとか気持ち悪いとか言っている場合ではない。ここから出なければ。少なくとも、この子は。夜花は、出してあげなければ。

　少女はひどく青ざめている。

　きっと本当に怖いのだ。

　暗い場所が。

　それはまるでこの幼い少女の中に巣食った、魔物のように。

「こわくないわ」

　それでも夜花はもう一度言った。矜きよう持じだけは、一人前だ。

　その眼はくるりと丸い。将来はきっと美人になるだろう。

　珀蓮には、早苗のようにこの少女を安心させる笑顔を作ることも、新祢のように優しい言葉をかけてあげることもできなかった。そうするのは自分ではない。

　自分がこの子に教えられることがあるとすれば、それはとても単純なことだ。

　ただ、前を見るのだと。

『こわくないわ』

「そうね」

　と珀蓮は答えた。

　誰かを。

　何かを護まもろうとするとその気持ちはこの身体の奥で小さな炎となって灯る。

　それが光だ。

　その炎は時にこの身も周囲のものもすべて焼き尽つくす業ごう火かとなることもある。

　でも光となるのだ。

　誰かの。

　光となる。
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「新しら祢ねは、僕が魔女をくびり殺してしまうと思ってたんだろうね」

　二人の王子は東の枝し塔とうを捜していた。夜よる花はなはかくれんぼをしていたのだ。彼女はいつもなるべく遠くに隠れようとするから、主塔のどこかにいる可能性は低かった。

　では夜花が隠れる場所として選びうるのはどこか。庭か、皆が私室として使っている北東の渡り廊下、あるいはこの東の枝塔だ。中でもここが一番雑多で隠れやすかった。

　この枝塔は、以前鳥とり代しろと王おう伊いが魔女によって飛ばされ魔法生物モンスターに殺されかけた西の枝塔とは違う構造だった。

　部屋が縦に四つほど重なっているのだ。螺ら旋せんになっている階段を少し上ると扉があって、そこがまた部屋になっている。部屋の中は正面に扉があって、その向こうには同じように螺旋の階段が続いている、といった具合だ。

　ここに置いているのは冬の洋服や調度品、珀はく蓮れんが実家から持ってきた部屋に入りきらないドレスや宝飾品だ。あとは早さ苗なえの結婚式の際に、妃達からこれでもかと贈られたやはりドレスや宝飾品や枯れない花やら大きな家具やらなんやら。不要そうなものほど上の階に置いている。

　王伊達はその東の枝塔の一階で這はい蹲つくばっていた。以前王伊は壁の一部分を押して、なんらかの装置を作動させたのだ。そういったものがまたあるのかもしれないというのが五人の一致した見解だった。

　珀蓮達が行方不明になっている今、過去の記憶をなんとか呼び起こして彼らを見つけ出さなければならないのだとわかっていても、王伊の思考は定まらない。

　昼間老人から聞いた物語と、先ほど知らされたばかりの事実のせいだ。

「知らされていなかったのはお前だけじゃない。俺もだ。新祢もたぶん、広ひろ兼かねから直接聞いたわけじゃないだろう」

　鳥代は言った。恋人がいなくなっていても、彼は取り乱さなかった。それどころか王伊の、今この状況とは関係のない言葉にも答えてくれる。

　立派だ。

　それに引き換え自分は、こんなにも心が乱れている。

　夜花が、《赤い森》の魔女だと。

　最初にそれを確信したのはたぶん早苗だ。彼女はあの灯とう謡よう平原で、夜花を抱いて泣いていた。どうして早苗がそれを知ったのかはわからない。ただ早苗は、それを広兼にだけ話した。そして彼らはそれを黙だまっていることにした。

　その理由など、早苗の性格を少しなりとも知っていれば簡単に憶測できる。

　夜花の。《赤い森》の魔女のためだ。

　早苗は生まれなおした魔女を、育てるつもりだったのだろう。愛情を込めて。そして魔女が落ちていた孤独から、少しでも救おうとしたのだ。

　新祢は魔女だから。鳥代は破魔の王子だから、それに気付いた。

　自分と、おそらく珀蓮だけが、気付いていなかった。知らされなかった。

　あの魔女を、嫌っているからだ。

『妾わらわの言う意味は、わかるな？』

　新祢はそう言って王伊を見た。

　あの赤い双そう眸ぼうで。まっすぐに。

　赤い、眼と髪。

　昼間、郷ごう路じという名の老人から聞いた物語は新祢と王伊の中に何かを残した。いや、むき出しにした。何か、隠されていたものを。

　偶然だろうか。

　あのルヴァインという魔術師も口にした、二百年前の新祢の呼び名。魔法の証あかしであるその赤い髪と眼に同情するかのように、国民達は彼女を呼んだのだ。

『暁あかつきの姫ひめ君ぎみ』と。

　三日後に死ぬ魔法をかけられた王女と、二百年眠る魔法をかけられた王女。

　まったく違うものだと笑うことはできる。でもあまりに似ていると考えることもできる。

　物語の中で国は涙に沈み、姫は死んだ。その符ふ合ごう。

　王伊は、あの老人に怒りさえ湧いたのだ。

『誰かが幸せになる結末ではないから、どの子供にも話さなかった物語だ。だがあんたを見て、久しぶりに語りたくなった。不ふ愉ゆ快かいになったならすまない』

　老人がそう言うと、新祢は笑った。

『悲しい話だわ』

　彼女はかろうじてそう言った。もしかしたら、泣きそうだったかもしれない。

　老人を殴らなかったのは、それだけの忍耐力がついたということだ。昔なら、二百年前なら、彼女を泣かせるものはなんだろうと容赦しなかった。

　ただずっと、彼女の笑顔を見ていたかった。

　この身を捧ささげてでもずっと、彼女に笑っていて欲しかった。

　奪ったのは魔女だ。

　彼女から、国を。父を。母を。ただただ幸福な人生を。

　王伊が心の奥底に沈めた憎悪を、新祢はきっと知っている。だからあんなふうに王伊を見たのだ。

『妾の言う意味は、わかるな？』

　わかってる。

　君の、望んでいることも、わかっている。

　自分はきっと、この黒くてどろどろとした感情を胸の奥底に沈めたまま、埋めてしまわなくてはならないのだ。吐はき出せないし消化もできないそれを、埋めて、分解して、いつか、忘れてしまわなくてはならないのだ。

　彼女の笑顔を見るためには、そうしなくてはならないのだ。

　王伊はがり、と壁の石を引っかいた。

　夜花が。

　見つからなければいいと、心のどこかで思っていた。

　自分は卑ひ怯きようだ。

　彼女に、綺き麗れいなものしか見せたくないのだと言いながら、この心臓の奥にどす黒いものを飼っている。そして彼女のために、それを忘れることさえ容易にはできない。

　王伊は強く瞼まぶたを閉じた。

「べつに、お前が無理に魔女を許す必要はない」

　鳥代の声が言った。

「珀蓮だってそうだ。魔女を嫌うんなら嫌えばいい。でもそのせいで、魔女の記憶がない夜花を嫌うのはお門かど違ちがいだ。そうだろう？」

　東の王子は、四つん這いになったまま言った。

「夜花自身が嫌いならそれでもいいさ。でもお前は大人なんだから、嫌いな相手でも、相手が傷つかないように接することもできるだろう。なら問題はないはずだ」

　そうしてから、鳥代は王伊を振り向く。彼は渋じゆう面めんで言った。

「だからもうそんなことで悩まないで頼むから珀蓮と夜花を真面目に捜してくれないか。さすがの俺でも殴るぞお前」

　王伊は笑った。

「ごめん」

「言っておくが今俺はぶちきれそうなんだ」

　東の王子は取り乱しさえしなかったが、完全に冷静なわけでもなかったのだ。

　当然だろう。早苗がいなくなった時の広兼だって、頭に血が上っていた。大切なものをこの手から見失うということがどんなに心細いことか、王伊は知っていた。

　彼は息を吐いた。

　そうだ。今はやるべきことがあるのだ。

　友人の恋人を、捜さなくてはならない。

「お前、昔の記憶はどの程度あるんだ」

　二百年前、王伊は新祢の小姓だった。彼はその頃のことを物心ついた時から夢で見ていて、ずっと夢の中の赤い髪の女性に恋をしていた。

「新祢に関するものが断片的に」

　王伊が二百年前を夢に見る時、赤い髪をした娘が現れないことはなかった。きっと昔も、彼にとって重要なのは彼女だけだったのだ。覚えるに足る価値のあるものは彼女だけだった。

　この塔は、新祢のために建てられたものだ。

　二百年間眠る彼女のために、彼女に心ここ地ちよいよう、彼女の望むようにと造られたのだ。彼女が眠る前の数年は、この塔で一緒に過ごした。

　眠っても彼女が寂さびしくないように。なるべくこの場所に楽しい記憶を植えつけるように、二人で過ごしたのだ。

「地下があったのは間違いないと思う。ほら、よく物語であるだろう。侵入者を陥おとしいれる、床に突然開く穴。ああいうのを考えていたんじゃないかな。自分の身を護るために」

　七人のこびとの魔法も、彼女が眠る最上階への長い長い階段も、窓を造らなかったのも、そうだった。彼女はまるで茨いばらを塔に張り巡らせて眠る姫君のように、何者をも拒こばもうとしていた。

　彼女の前に現れるのは、ただ一人でよかったからだ。

　二百年後に目覚める彼女におはようと言うのはただ一人、ずっと彼女の側にいた男だけで、よかったからだ。

「でも二人で暮らしてる時には侵入者なんか来ないから、実際新祢は物置や、宝物を隠したりするのに使ってて……」

「どうしてそこまで思い出しててその地下に行く方法は覚えていないんだ」

「うーん。なんか、なんだろう。ここまで出てきてるんだけどなぁ」

　王伊はううん、と唸うなる。

　彼女は、彼がいつか再びこの塔に来た時に迷わないようにいろいろなことを教えてくれた。

　そうだ。彼女は自分の未来を悲観したりなんかしなかった。いつだって笑っていて、二百年後の自分達の再会を疑ってさえいないようだった。

　魔法を解くための努力こそしても、魔女に怨嗟の言葉を吐いたことなど一度もなかった。

　彼女はいつだって、未来を見ていたのだ。

『いいか？　妾のもとへ辿り着くことができるのは入り口を知っている者のみじゃ』

『それにしたって、これはわかりにくすぎない？』

『何を言うか。塔の中に入り口を造るなど安易すぎるであろう』

『まぁ、眠っている君に僕以外の誰かが何かするとか考えたらその人間を殺したくなるから、警戒しすぎて悪いことはないけどね』

　彼がそう言うと、『そなたは極端すぎる』と彼女は怒った。

「ああ」

　そうか。

　彼女は、知っていたのだ。

　魔女が奪い、そしてもたらしたもの。

「思い出したかも」

「本当か！」

　王伊は立ち上がった。
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　結局わかったのは、部屋の広さが私室前の廊下と同じくらいだということと、どこにも出口らしいものがないということだった。

「最悪だわ」

　珀はく蓮れんは呟つぶやく。これでは完全な密室だ。貞てい操そうの危機もあるが、命だって危ういかもしれない。実際彼女は空腹だった。結局昼食は食べていないのだ。

　もといた場所に戻ると、「どうでした？」と馬鹿子爵が声をかけてきた。

　答えるのも癪しやくなので黙っていると、

「やはり出口はないでしょう。我がいとしの白百合の君」

　と言ってくるので、珀蓮は腹が立った。

「あなたはこの状況を理解しているの？」

「ええ、理解しています。この上なく、完璧に」

　珀蓮は無視して夜よる花はなに話しかけた。

「あなた、お腹すいてない？」

　夜花は右手に珀蓮の髪の毛を握ったまま膝ひざを抱えていた。顔を腕の中にうずめたまま小さく首を振る。よく見ると、左手にも何かを握り締めていた。

　手鏡だ。

　まだこの子が赤ん坊の時に、広ひろ兼かねが赤セイ穏オンで買ってあげたという手鏡。先日割れてしまったそれは、鳥代が直してきてくれた。赤ん坊の頃のことは覚えていないはずなのに、夜花はそれを気に入っていた。

　珀蓮は彼女の隣に腰を下ろして、その肩を抱くようにしてこちらに引き寄せた。

　小さく震えている。大丈夫だろうか、この子は。

　床は冷たかった。

「綿入れに座りなさい」

　珀蓮はあんな黴臭い綿入れに座るくらいなら床に直接座った方がましだと思ったが、この子にはそんなことも言っていられないだろう。彼女は手を伸ばして綿入れを引き寄せたが、夜花は動こうとしなかった。

「夜花、具合が悪いの？」

　珀蓮が少女を覗き込むようにすると、子爵が言った。

「その子供はどこから拾ってきたのです？」

　北の王女は顔を上げる。

「あなたに関係があって？」

　珀蓮は子爵を睨にらみ付けた。彼は、間に大人の男性一人が縦に寝転がれるほどの距離で座っている。珀蓮がそれほど離れることを命じたからだ。

　それは灯りが届くぎりぎりの距離で、薄暗い中に浮かんだ子爵の顔は、まっすぐに珀蓮を見ていた。

「そうですね、今となっては、どうでしょう。歌を作っても、もう誰にも聞いてもらえないなら意味はないかもしれない。それともあなたが聞いてくださいますか？」

　彼女は子爵の言っている意味がわからなかった。

「歌？」

　するとおもむろに部屋の中に声が響いた。

　それが歌で、目の前の男が歌っているのだと気付くのに少し時間がかかった。

　その歌声は、噓うそのように耳に心地よかった。







　これは三人の姫君の物語

　東の王子が心に秘めているのは北の国の白しら雪ゆき姫ひめ

　西の王子が想い続けているのは赤い髪の眠ねむり姫ひめ

　南の王子が恋に落ちたのは空色の双眸の灰かぶりシンデレラ

　これは三人の姫君の物語

　一人は見た者すべての心を奪ってしまうようなその至し上じようの美しさに

　一人は長い眠りの間にすべてを失って

　一人はその髪と眼を染める異国の色しき彩さいゆえに

　孤独に落ちた姫君の物語







　知っている。

　珀蓮だって聞いたことがあった。自分達を題材にして、どこかの吟遊詩人デイヒルーが作ったという歌だ。この歌のせいで珀蓮達の物語は有名になった。今では三国の人間なら子供だって知っているだろう。

　いい迷惑だ。







　むかしむかしあるところに

　一人の王女がおりました

　王女はその宝石よりも輝く美び貌ぼうを妬ねたまれて

　王宮を追い出され

　ある森に辿たどり着きました……







　珀蓮は怪け訝げんそうな顔をした。

　歌が途中で途切れたからだ。

「珀蓮」

　代わりに彼女の名前が部屋に響いた。

「僕はあなたを好きだった」

　子爵が言った。薄暗い中でよく見える彼の双眸をまっすぐに見返しても、不思議と鳥肌は立たなかった。

「僕はずっとあなたを好きだった。初めてあなたに会った時からずっと、あなたにだけ焦がれてきた」

「何を言いだすつもり？」

　この状況がわかっているのか。珀蓮は腹が立った。

「あなたはきっと覚えていないでしょう。初めて会った幼いあなたは、白百合の側に立っていた。国王秘蔵の美しい姫君。初めて社交場に出てきたあなたは、あの場にいたすべての者の視線を奪っていた」

　それはたぶん、母が亡くなる前の話だ。鳥とり代しろに会う前。まだ何も疑わず幸福だった頃。

「あれから僕の心臓はあなたに奪われたままだ。お優しかった王妃殿下が亡なくなり、東の王子があなたのもとに頻ひん繁ぱんに通うようになってから、僕は毎日心臓を潰されるような思いだった。眠れない夜が続いて、一度はあなたを諦めようとしたんだ」

　それは鳥代が子爵を脅おどした時の話だろうか。

　珀蓮は、あの東の王子がそんなことをしていたなんて知らなかった。いつの間にかこの馬鹿子爵の贈り物や手紙はなくなっていて、それを話すと、彼はよかったな、とだけ言って顔を背けたのだ。

　そう、あの頃、彼はまともに珀蓮の顔を見なかった。それまで通り北の国を訪れることはする癖くせに、顔を赤くするだけで珀蓮に近づこうとも彼女と目を合わせようともしないのだ。

　珀蓮はそれが悲しかった。

　彼を好きだったのに。

　お父様と同じくらい。

「でもある時から、東の王子があなたのもとを訪れなくなっていることに僕は気付いた」

「もうやめなさい。そんな話をしている時じゃなくってよ」

　珀蓮は言った。けれど子爵は彼女の言葉など聞こえないかのように続けた。

「僕はあなたが心配だった。王陛下はあなたを奥の宮に閉じ込めるようにしていて、僕だって、あなたに会いたいのだと申し出ても会わせてはもらえなかった。そしてある日、あなたは王宮からいなくなった」

　珀蓮は、だんだんと自分の顔が険しくなっていることに気付いていた。

　鳥代が珀蓮のもとを訪れなくなったことや、珀蓮が王宮からいなくなったことなど、どうやって知ったというのだろう。彼女がいたのは仮にも一国の王妃や王女が住む奥宮なのに。

「僕はあなたを捜した。僕のお母様が持つありとあらゆる情報網を借りてあなたを捜してそして、あろうことか東の国の、あの分不相応で不ぶ躾しつけで無礼な王子の領地であなたを見つけた」

　確かに、王宮に縁ゆかりのある女性というものは独自の情報網を持っているものだ。

　珀蓮は、自分の叔お母ばでもある公きみ亥い子爵の母を覚えていなかった。何度か会ったことはあるはずだ。

「僕は悔しかった」

　この時彼は、本当に悔しそうに顔を歪ゆがめた。

「傷ついたあなたを介抱したのが僕だったら、今度こそあなたは僕に心を開いてくれたかもしれなかったのに、僕が間に合わなかったせいであなたは再びあの馬鹿で変態でうじ虫以下の王子の手に堕おちてしまった」

　鳥代がひどい言われようなのは置いておくとしても、珀蓮は不愉快になった。

　ありえない。

　たとえあの時自分を助けたのが早さ苗なえではなくこの馬鹿子爵本人であったとしても、珀蓮は決してこの馬鹿子爵に心を許したりなんかしなかった。

　鳥代があの頃どう思っていようと、珀蓮は鳥代をずっと好きだったからだ。

『俺は、一生あんたを愛してる』

　あの馬鹿男のあの言葉を信じていた。

　ずっと、あの言葉だけが珀蓮の中に淡あわい光を灯していた。

「僕はやり直したかったんだ」

　彼は顔を上げた。

　何やら懐をがさごそと探って、一枚の紙を取り出す。

「物語を変えたかった。あなたの前に跪ひざまずくのはあの愚かで甲か斐い性しようがなくて役立たずな東の王子ではなく、僕であるべきなのに」

　彼は言った。

「珀蓮。僕は永遠にあなたを幸せにできるはずだった」

　薄暗くて、紙になんと書いてあるのか読めなかった。
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　だが珀蓮にはそんなことはどうでもよかった。夜花を抱いた腕に力を込める。彼女は立ち上がった。

　彼女は目の前にいる男を睥へい睨げいした。

「永遠なんて言葉に何ができるというの？」

　珀蓮は怒っていた。

　鳥代は、一生と言った。彼が約束したのは彼が生きているその間だけだ。王伊は生まれ変わっても会いに行くと新しら祢ねに約束したけれど、珀蓮はそれをただ肯定はできなかった。

　自分の力が及ばないところに保証を求めるなんて、そんなことはできない。

　変えられるのはこの手の及ぶ範囲だけだし、多くを救いたいのならなるべく手を広げることしか自分にはできない。

　夢では生きていけないのだ。

　綺麗なところばかり食べては生きていけない。

　だから、珀蓮はこの男が嫌いだった。夢見がちなことばかりを言う。自分を賛美し、狂信者のように敬う。

「できるはずだった、ですって？　もう死ぬつもりなの？　冗談ではないわ」

　信じてもいいのは、目に見えない何かじゃない。この手に届く誰かだ。助けを求めるのなら、この世界を創った何者かにではない、自分を愛してくれている誰かにだ。

　夢を食べて得られるものなど何もない。

　美しい娘が産まれるようにと願って若いまま死んだ母のように。

「死にたいのなら一人で死になさい！」

　珀蓮はすぐ横の壁を殴って一いつ喝かつした。頭に血が上っていた。







　ドン







　その時、彼女はすぐには何が起きたのかわからなかった。

　重い音がして、全身が何かに叩きつけられた。壁だ。

「っあ！」

　一瞬、息が止まった。

　殴られた？　誰に？

　違う。何か全身が、ひどく強い風に叩きつけられたかのようだった。側にあった何かが爆発したような。近くには、夜花しかいなかったのに。

　すぐには動けない。どこが痛いのかもわからなかった。呻うめいて、目を開ける。

　今の衝撃で火が消えたのか、視界は暗かった。闇に落ちている。

　何が起きたのだ。

　珀蓮にはわからなかった。

　暗闇の中に、何か揺ゆらめくものが見えた。

　何かはわからない。

　でも彼女は手を伸ばした。泣いている、と思ったからだ。

　あの子は、暗いところが嫌いなのだ。きっと怯おびえている。

　笑ってしまう。

　自分が、あんな生意気な子供の心配をするなんて。

　でも護ってあげなくては。

　あの子はきっと、誰にも助けを求めない。

　暗闇に落ちてもただ泣くだけで、誰の名前も呼ばないだろう。

　誰の名を呼んでいいのかわからないのだ。まだ。

　だから早く、抱きしめてあげなくてはいけないのに。

　意識が薄れる。

　遠くから泣き声が、聞こえた気がした。
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『永遠に』

　そんな言葉は噓だ。

　誰だって彼女を置いていく。

『君を愛してる』

　そんな言葉を吐いても、いつかは彼女の前からいなくなる。

　絶望がこの身を覆おおったのはついこの間のこと。

　彼女が愛した国と彼女が愛した同属達は、皆森の中に沈んでしまった。

　ここは闇だ。

　誰もいない暗闇。

　自分はその中に立っている。

　この孤独。

　大切なものを失ったのに世界が壊れないのだということが、ひどく理不尽だと思っていた。本当なら二百年前のあの時に、世界が壊れてしかるべきだったのだ。

　なのに人は今も生きて笑っていて、自分は息をしている。

　何度他の誰を愛しても満たされることなんてなかった。

　皆、いつかは自分を置いて死んでいく。

　魔女だから。

　強すぎるこの魔力は、いったいこれからどれだけの時自分を生かすのだろう。

　彼女はもう、誰かが死ぬところなんて見たくなかった。

　見たくなかったのだ。







　４　魔女の魔法







　新しら祢ね達は子し爵しやくに貸していた客間を捜していた。すると突然鳥とり代しろが飛び込んできて、王おう伊いが入り口を思い出したと言った。

「小屋だ」

　大股で歩く彼の後ろを、広ひろ兼かね、早さ苗なえ、新祢の順でついていく。早苗と新祢は小走りだったが、女性達の歩幅を考える余裕など今の彼にはなかった。

　鳥代は外に出て、主しゆ塔とうの裏手に回っていた。

　北の枝し塔とうの向こう側だ。

「王伊は先に行っている。赤セイ穏オンの子供達が隠れていた小屋があっただろう」

　言われて広兼は思い出した。

「あのボロ小屋か」

　数月前、赤穏の子供が行方ゆくえ不明になるという事件があった。塔の側の小屋に隠れていた子供達を最初に発見したのは、この塔の調査に来ていた鳥代だった。

「そういえば、あの小屋はなんだったんだ。庭師の家か？」

　鳥代の横を歩きながら広兼は聞いた。それは、一度二人で話して結論の出なかった問題だった。

　小屋の建てられていた場所が、あまりに不自然なのだ。塔から直接は見えない位置にあるが、とても近い。中は狭く、朽くちた寝台や卓があるだけだった。おそらく二百年前のものだろうというのが建築屋の見解だった。

　塔の改築の時ついでに壊して取り除いてしまいましょうか？　と言われたのだが、新祢の思い出の場所かもしれないと思って残しておくことにした。そしてそのまま森の道の開通事業などで忙しくなって、忘れてしまっていたのだ。

「行けばわかる」

　鳥代は短く答えた。

　塔とは別のところに入り口があるのだとあの西の王子が言いだしたのは突然だった。

　あの体力馬ば鹿か王子は夜よる花はなが魔女だったということにうじうじうじうじ悩んでいて、鳥代がそれに苛立って文句を言うと、ようやく真面目に珀はく蓮れん達を捜そうとした。新祢しか眼中にないあの体力馬鹿は、昔のことは新祢に関する内容しか覚えていないらしい。しかし逆に、彼女が言ったことは一言一句覚えていたりする。

　王伊がその入り口のことを言いだしたのも、新祢のある台詞せりふを思い出したからだ。なんでもそれは、塔の外にあるという。

『あれ？　でもなんか部屋？　みたいなところから入れたような……気がするんだけどなぁ。うーん』

　と彼が唸うなった時に、鳥代はあのボロ小屋を思い出したのだ。

　王伊を先に行かせて新祢を呼びに来たのは、王伊だけではなんとも心もとなかったからだ。新祢なら、小屋まで来れば何かを思い出せるかもしれない。

　彼らは小屋に辿たどり着いた。

　早苗も広兼と一緒に一度ここには来ている。新祢は、少し難しい顔をして小屋の入り口を睨にらんだ。

「……扉とびらが壊されておる」

　小屋自体が古く今にも崩れ落ちそうだったが、扉は明らかに人為的に壊されていた。

「ええと、新祢、どうかな。何か思い出せそう？」

　鳥代はわざとらしく言う。扉だけでも直しておけばよかったと、心の中で思った。数月前、あれを蹴けり壊したのは鳥代だった。やむをえない事情があったからだ。

　新祢は答えずに、小屋の中に入った。鳥代達は後に続く。

「王伊」

　西の王子は小屋の中で四つん這ばいになっていた。

「なんか、このへんが開いたような気がするんだけど……うーん。違ったかなぁ？」

　小屋の中はひどい有様だった。

　壁かべに隙すき間まがあったおかげか匂いこそ籠こもっていなかったものの、土壁は剝はがれ落ち、屋根には穴が開いている。形からかろうじて寝台と卓であったのだろうと予想できるものが置いてあって、床からは草が生えていた。

「王伊、寝台じゃ」

　新祢はまっすぐに寝台の側に歩いていった。

　鳥代ははっとした。彼女はもう思い出しているのだ。その目に迷いはない。

　床を突き破った草は寝台にもまとわりついていた。かつては白かったのであろうシーツには穴が開いている。

　新祢はまず、寝台の上に敷かれた綿入れをどけた。持ち上げることなどできないので下に落とすと土が舞う。ひどい匂いもした。すると下から木でできた寝台本体が現れる。それは四角い箱に上から蓋ふたをしたような形になっていて、蓋の部分には手を差し込めるような穴があった。

　新祢は黙だまってその穴に手を差し込むと、ぐっと力を込めた。

　服が汚れることを厭いとう様子はない。だんだん彼女の顔が赤くなった。しばらくして彼女は顔を赤くしたまま側に立つ王伊を睨み付けた。

「おぬし、なぜ、手伝わぬのじゃ」

「あ、ごめんごめん。顔が赤くなった新祢も可か愛わいいなぁと思って」

　王伊は言って笑うと、腕まくりをして新祢と交代で蓋の穴に手を入れた。

　新祢は肩で息をしている。早苗が歩み寄って、彼女についた土を払った。

「よっ」

　王伊がぐっ、と力を込めた。

　ミシ、という音がする。

「木が歪ゆがんでおるのじゃ」

　おそらく昔はもっと簡単に開けられたのだろう。

「んんん」

　王伊が呻うめく。西の王子の腕に血管が浮かび上がる。彼が「よっ」と声を上げてやっと、それはガタリと音を立てて開いた。ぱらぱらと木片が落ちる。

　そこには階段があった。

「まぁ」

　早苗が声を上げる。

「地下か」

　広兼が言った。

　鳥代が覗のぞき込むと、階段も地下への道も石でできているようだった。貯蔵庫と似た匂いがする。奥は暗く、何も見えなかった。

「火がいるな」

　彼が言った時だった。

　ドン

　という重い音がして、地面が揺ゆれた。
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　森に満ちていたのは、魔女の魔法ではなかった。

　西からやってきた怪しい人間達が施ほどこした正体のわからない魔法ではない魔法。それが外に飛び出していかないように森を覆おおっていたものこそ、かつてこの国にいた魔女達の魔法だった。

　彼女は何者かがこの森に足を踏み入れるのは許せなかった。

　彼女が同属の魔法を感じられるのは、この森の中だけだったからだ。他の人間達に汚されるのは我が慢まんがならなかった。だから森に入ってきた者を惑わせ、時にはまったく違う場所に放り投げたりした。

　森の魔法を解とけと東の王子と北の王に言われた時彼女が従ったのは、魔女達の魔法を解いた時、何が起きるかわかっていたからだった。

　魔法で押さえつけていたモノが飛び出す。

　それは長い年月の中でずいぶんとゆるいものになっていたけれど、外の世界を混乱させるのには十分な力を持っていただろう。

　復讐のつもりだったのだ。

　彼女に恥をかかせた。

　彼女はあの生意気な小娘も、赤い髪のかつての王女も、北の国の王女も、許す気などなかったのだ。

　でもいざ、あの森の魔法を解くという時になって、魔が差した。

　魔女達の魔法が森の中に抑えつけていたのは、時間の魔法とでも呼ぶべきものだった。対象を限定せず、手当たりしだいに時間を狂わせる壊れた魔法だ。

　それが解放されて広がれば、森のすぐ側にある木蓮トーリアの町は逃れられない。

　彼女があの町に小さな屋敷を買ったのは気まぐれだったが、人間としてあの町で過ごしたこともあった。緩やかな時の流れの中にあるような町だ。

　壊れた時間の魔法が木蓮に広がれば、子供が年老いて死に、老人が胎たい児じに還かえることだってあるかもしれない。きっと多くが死ぬだろう。

　だがそんなことは、魔女としての彼女には無関係だ。さして親しいわけでもない人間達を護まもろうなどと愚かしい。わかっている。

　それでも彼女は森を網のように覆っていた魔女達の魔法を利用して、森の中に満ちていた壊れた魔法を自分の中に導き入れた。

　すべてを自分の魔力に変える自信があった。

　自分はそれだけの魔女だったからだ。

　けれど自分の中に入れたそれは、人為的に分解され、融合された力だった。それは、彼女の中にあった魔力さえも分解しようとした。

　だから魔力だけ外に逃がした。あんなこと、きっともう二度とできないだろう。魔女としての自分の核と呼ぶべきものを、魔力と共に逃がしたのだ。

　そして彼女の身体からだは壊れた魔法のせいで赤ん坊になり、魔力をまとった核は自らを生き物の形に変えた。

　それがなぜ猫ねこになったのか。

　彼女にはわからなかった。もしかして自分は猫が好きだったのだろうか。自覚などなかったが。

　猫の形をとった魔力は本能で、自らの身体を護るように働いた。

　裸になって転がった赤ん坊を柔やわらかな葉の中に隠し、それを庇ひ護ごする対象を探しにいったのだ。

　ああ、なんて愚かな。よりにもよって探し出したのが、あの小こ賢ざかしい小娘だったなんて。

　いくら憎んでも足りないあの娘達に、おむつを替えられたりあやされたりしただなんて、考えるだけでおぞましい。発狂したっておかしくないかもしれない。

　だから記憶を閉ざしたのだ。

　魔女であった記憶を水の底に沈めるように隠した。

　でも思い出してしまった。

　今、彼女は思い出してしまった。

　すべてを。

　魔女としての自分を。

　その名前を。

　そしてもてあましていた。

　自分の中にある感情を。

　右手にはずっと気に入らなかった艶つややかな黒髪がある。あの馬鹿な北の王女は、この髪をなんの躊躇ためらいもなく切り取ったのだ。そして左手には、南の王子に買わせた手鏡。

「ああ、何やってるの？　あたし」

　魔女はそう言って、ため息をついた。
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　危険だという広ひろ兼かねの静止など聞かなかった。

　あの衝撃は、明らかに地下からだった。何かが起きたのだ。

　即席で作った松たい明まつの火が消えないように走るのはもどかしかった。でもこの灯あかりがなくなったら何も見えない。珀はく蓮れんを捜すことさえままならないだろう。

　鳥とり代しろは立ち止まった。思わず舌打ちをする。広兼の悪い癖くせが移ってしまった。

　目の前の道が分かれていた。どっちなのかわからない。方角的には、これまでの道はまっすぐ北の枝塔の方へ向かっているようだった。

「左じゃ！」

　後ろから声がした。見ると、新しら祢ねと王おう伊いが走ってきていた。正確には走っているのは王伊だけで、彼は新祢を横抱きにしている。新祢が松明を持ち、行く先を照らしていた。

　鳥代は黙って左の道をまた走りだした。王伊はすぐ追いついてきた。

「広兼達は外で待機してる」

　賢けん明めいな判断だ。全員が地下で生き埋めになってしまっては元も子もない。

　新祢はまっすぐに前を睨にらんでいた。

「魔力の気配が強くなっておる。魔法を使ったのかも知れぬ」

　誰だれがとは聞かなかった。わかりきっている。

　珀蓮が夜よる花はなと一緒にいた方がいいのか悪いのか、鳥代にはよくわからなかった。彼女を早くこの手に取り戻したいと思うと同時に、何かあったのではと思うと心臓が焼け付くようだ。

　あの音は尋じん常じようではなかった。

　この塔ができて二百年以上の時間が経たっている。

　見えている部分は改築したとはいえ、なんの手も入れていない地下が崩れてもおかしくはないのだ。

「空気が通ってる」

　鳥代は言った。気を紛らわせたかった。

「この道は北の枝塔に通じておる。妾わらわは塔のあちこちに落とし穴を造らせた。夜花はその一つに落ちたのかもしれぬ。落ちた先も地下じゃが、内側からは開かないような仕掛けになっておるのでこちらから開けてやらねば脱出もできぬ」

　どうやら新祢は完璧に思い出しているようだ。

「……参考までに聞くけど、新祢姫はどうしてそんなのを造らせたの？」

「生意気な小姓を脅おどかすためじゃ」

「そうそう、僕がなんとなく地下を覚えてたのって、たぶん何度かその落とし穴に落ちたからなんだよね」

「……」

　鳥代は少しだけ二百年前の友人に同情した。

　王女様というのは理不尽なことをするものと遺伝的に決められているのだろうか。国の研究者達に、新しい研究対象として与えるべき課題かもしれない。

　しばらく走ってまた曲がると、前方が明るくなっていた。

「外か？」

「なんか、壁が壊れてない？　あれ」

　鳥代はぞっとした。

　明るくなっている場所の手前が少し広くなっているように見える。

「ちょうど北の枝塔の向こうじゃ」

「あ、そういえば、僕達の部屋がある渡り廊ろう下かにも落とし穴があったんじゃない？　ほら、棚たなの中に」

「一度かくれ鬼をしていてそなたが落ちたやつか」

　鳥代は松明を捨てて足を速めた。もう灯りは必要ない。前方では、明らかに石壁が瓦が礫れきとなっていて外の光が入り込んでいた。

　崩れたのだ。あの下敷きになっていたら、ひとたまりもない。

「珀蓮！」

　鳥代は叫んだ。

　瓦礫の手前は突然天井が高くなっていた。円形に空間が広がっている。先ほど新祢が言っていた。これが北の枝塔なのだろう。視界の端に階段が見えたが、鳥代は目の前の、かつては壁であったのだろう瓦礫を越えた。

「珀蓮!!」

　もう一度名を呼ぶ。

　天井に穴が開いていた。そこから外の光が漏もれている。

　その空間は石の壁が崩れこそしなかったものの少し抉えぐれていて、まるでこの中で何かが爆発したかのような惨状だった。広さは自分達の部屋の前の廊下と同じくらいの、細長い空間だ。そこここに瓦礫が転がっている。天井に穴が開いているのは、その一部分だけだった。

　鳥代は瓦礫に素早く目を走らせた。あのどれかに下敷きになっているかもしれない。

「珀蓮、夜花！」

　子爵のことはどうでもよかった。というか忘れていた。

　すると上から、早さ苗なえの声が聞こえた。

「夜花！」

　鳥代は穴の開いた天井を見上げた。眩まぶしくてよく見えない。彼は目を細めた。

　今度は、癇かん癪しやくを起こしたような声が降ってきた。

「それはあたしの名前じゃない！　あたしはゆうがおよ！」

　東の王子は眉び宇うをひそめた。

　これは誰だ。声には聞き覚えがある。いや違う。今、名乗っていたではないか。その名を。

　葫ゆうがおと――。

「鳥代」

　いつの間にか追いついていた王伊と新祢が、彼のすぐ後ろにいた。新祢はなにやら巾きん着ちやくを出して、中から黒い粒を取ると床に蒔まいた。何をしているのかと怪け訝げんそうな顔をする東の王子に、彼女はその赤い眼を細めて笑いかけた。

「久しぶりの魔法じゃ」

　鳥代は声も出なかった。

　新祢が蒔いた粒から見る間に芽が出てにょきにょきと成長し、茎くきが自分に絡からみ付いてきたのだ。黒い粒は、種だった。

「ちょ、いた、いたたた！」

　棘とげが刺さる。

「それが難点じゃのう」

　困ったように言っている新祢にも、また側にいる王伊にも、同じようにすごい速さで成長している茎が絡みついていく。見ると、彼らの足は地面から浮いてしまっていた。茎の成長に伴って上に押し上げられているのだ。

　鳥代の肩口で蕾つぼみができて花が咲く。

　薔ば薇らだった。甘い香りが鼻をつく。

　新祢の魔法だ。

　鳥代が新祢の魔法を見たのはこれが四度目だった。

　一度目は舞踏会の夜にこの塔から脱出した時、二度目は木トー蓮リアの町から東の国の王都まで移動した時、そして三度目は、広兼が早苗に正式に求婚をしに行った時だ。

　あれから彼女は一度も魔法を使っていなかった。

　薔薇の花によってあっという間に地上に押し上げられた彼らは、地面に辿り着くことでようやく棘から解放された。全身が地味に痛い。

「何やってんだお前ら」

　怪訝そうな広兼の声がした。

　顔を上げる。

「珀蓮！」

　鳥代は全身の痛みを忘れて立ち上がった。

　彼女は広兼に抱きかかえられていた。服は汚れているし、白い肌はだにはところどころ血が滲にじんでいたが、大きな傷はないようだった。

「寝てるだけだ。心配はいらねぇ。でも重いからお前が持て」

　広兼が乱暴に言って珀蓮を鳥代に押し付けてくる。東の王子は恋人を受け取ってその温もりを確認すると、ようやく安あん堵どのため息をついた。

「ああ、また寿命が縮まった」

「寿命が縮まるのはこれからだと思うぜ」

　広兼が顎あごで鳥代の背後を指す。

　彼はくるりと振り向いて、その光景に絶句した。

　彼らがいるのはどうやら北東の渡り廊下のようだったが、窓が並んでいたはずの壁は見事に穴が開いていた。

　どうやら太陽はまだ沈んでいないようだ。

「な……」

　なんだこれは！　と彼は叫びそうになったが、緊張したその場の雰ふん囲い気きを感じ取り賢明にも口を閉じた。

　かつて壁であった瓦礫の向こう側には早苗が立っている。こちらには背中を向けているので顔は見えない。彼女が顔を向けている先には少女がいた。

　それは彼らが夜花と呼んでいた少女に相違なかった。着ている服も、髪型も、顔立ちも、夜花に間違いない。

　しかしただその顔に浮かぶ表情と雰囲気が、完全に変わっていた。少女は左手には夜花が気に入っていた手鏡を、そして右手には、人間の男をぶら下げている。それがあの馬鹿子爵なのだと気付くのに時間がかかった。

　馬鹿子爵は髪の毛を幼おさない少女に摑つかまれ、四肢をだらしなく地面に伸ばしている。気を失っているのだろうが、まるで少女に与えられた人形のように見えた。

「まさか……夜花」

　鳥代は小さくそう呟つぶやいた。

　すると少女は、すごい勢いで彼を睨み付けた。鳥代は心臓を摑まれたかのように一瞬息が止まった。

　その低い声は、すぐ後ろで囁ささやかれたみたいに彼の耳に響く。

「だからそう呼ぶなと言ったでしょう、東の王子」

　その雰囲気も、眼の輝きも、彼は知っていた。立っているだけで他者を圧倒する存在感。まだ幼いながらも、人を惑わす雰囲気がそこにはある。

「これはまた」

　背後で新祢がのんびりと言った。

　なんてことだ。展開が速すぎる。

　彼は天を仰あおぎたくなった。

《赤い森》の魔女が、そこに立っていた。
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　小屋で待っていても仕方がないからと塔に戻った早さ苗なえと広ひろ兼かねは、北東の渡り廊下の異変にすぐに気付いた。壁は抉られ、瓦礫が転がっている。廊下には珀はく蓮れんと子爵が転がっていて、夜よる花はなは外に立っていた。

　広兼が珀蓮と子爵の息を確認し、早苗が夜花に駆け寄ろうとすると、夜花が手に持っていた手鏡をこちらに掲げたので早苗は足を止めた。

　彼女は早苗を睨んでいた。その眼の強さを、早苗は見たことがあった。

　その時初めて、早苗は彼女が記憶を取り戻していることに気付いたのだ。

《赤い森》の魔女。

「賢明ね。それ以上近寄らないで。お前と馴なれ合う気はないの」

　彼女は夜花の声で、流りゆう暢ちように言葉を紡つむいだ。幼く生意気で可愛らしかったあの少女は、もうどこにもいない。

「お義か母あ様……」

　すると魔女は不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめた。

「まだそんなふうにあたしを呼ぶの？　学習能力のない娘ね。南の王子は、親の仇かたきでも見るみたいな目であたしを睨んでいるけどね」

　早苗はちらりと背後を見る。子爵は廊下の隅すみに放り出されているが、珀蓮は広兼が抱きかかえていた。何かあってもすぐ逃げられるようにだろう。

　壁と床に大穴の開いた廊下には、瓦礫や窓の破片が散乱している。彼女達はきっと、あの床の下に閉じ込められていたのだ。

　珀蓮は無事だった。どういう状況だったのかはいまいちわからないが、魔女がその魔法で、珀蓮達を地下から助け出したというのには間違いがないだろう。

「……お義母様……」

　つい夜花と呼びそうになる。

「珀蓮達を助けてくれたのね。ありがとう」

　すると魔女はひどく苦いものを無理やり食べさせられたかのように、盛大に顔を歪めた。

「助けたつもりはないわ。結果的に、そうなっただけよ」

　早苗はおや、と思った。

　魔女はどこか戸惑っているように見える。

「私のことも、助けてくれたわ」

　早苗が赤ん坊だった夜花を追って、平へ祈き男爵の屋敷の二階から飛び降りた時だ。

「お義母様が魔法を使ってくれなかったら、私は今こうしてここにいられなかったかもしれない」

「寝ぼけたことを言わないで。おめでたい馬鹿な娘。あれは、あたしの身も危なかったからよ」

　早苗は驚いていた。

　この人は、覚えているのだ。自分の身体が小さな子供になっていても戸惑った様子がないから、もしかしたらと思った。早苗は嬉うれしくなった。覚えているのだ。自分が赤ん坊の頃のことも。

　魔女は、早苗の嬉しそうな顔を見てはっとした。そしてすぐに早苗を睨み付ける。

　早苗が彼女の記憶を試したことに気付いたのだ。

　魔女はしばらく射るように早苗を睨み付けていたが、ふと息をつくと、気を取り直すように鼻を鳴らして笑った。

「賢い灰かぶりシンデレラ。あたしを自分に忠実な子供に育てようと思っていたのに、あてが外れて残念ね」

「……まぁ」

　早苗は言って目を丸くした。そんなこと、考えたこともなかったからだ。確かにそういうことも、可能性としてはできたのかもしれない。自分に忠実な《赤い森》の魔女など想像するのも難しいが。

「あたしはあんたのそういうとぼけたところが大っ嫌いよ」

　言うと、彼女は左手に持った手鏡をもう一度早苗に向けた。

「早苗！」

　広兼が声を上げる。

　鏡は、《赤い森》の魔女の媒ばい体たいだ。鏡があれば彼女はどんな魔法だって使えるだろう。

　おそらくはあの床や壁に穴を開けたのだって、彼女の魔法なのだ。

　しかし次の瞬間、予想もしなかったことが起きた。少女の持っていた手鏡から、にゅるりと男が吐はき出されたのだ。さすがの早苗も息を呑のんだ。男はどさりと魔女の足元に落ちて、彼女は無造作にその髪の毛を摑んだ。

　あれは、公きみ亥い子爵だ。

「夜花！」

　早苗は思わず悲ひ鳴めいのように言った。

　すると魔女がこちらを睨む。

「それはあたしの名前じゃない！　あたしは葫よ！」

　北の王妃の名前にはひどく古い字が使われていた。彼女が魔女だという噂うわさが流れていたのにはその美び貌ぼうや知識のためだけでなく、名前にも理由があったのだ。

『葫』という名前。

　それはきっと二百年以上昔の古い名前だ。

　彼女は新しら祢ねが生まれた時には既すでに力の強い魔女だった。今はいったい何百歳になるのだというのだろう。

「珀蓮！」

　後ろで声がした。

　振り向かずともわかった。鳥とり代しろだ。珀蓮は広兼が抱きかかえている。彼は彼女の無事な姿を見て安堵したことだろう。新祢や王おう伊いも一緒だろうか。

　早苗は魔女から目を離せなかった。

　やがてこちらに気付いた東の王子が小さく夜花の名前を呼ぶと、魔女はそちらを睨んでまた低くその言葉を否定した。

　夜花と呼ばれるのが嫌なのだ。

「これはまた」

　新祢が言う。

「お義母様」

　早苗は彼女に訴うつたえた。

「その方は私達には関係のない方です」

　公亥子爵は気を失っている。

　きっと、子爵の側に窓の破片が落ちていたのだ。魔女は光を反射するものを鏡のように媒介にできる。湖の水や、磨みがき上げられた窓も同じだ。

　魔女は子爵の髪の毛をぐいと引っ張った。

「それを決めるのはあたしよ」

「……いたた」

　早苗はあっ、と思った。

　なんてことだろう。子爵が目を覚ましたのだ。彼はしばらく自分の置かれた状況が理解できていない様子だったが、何者かが自分の髪の毛を持っているのだと気付いて暴れだした。

「な、な、なんだ君は！　離したまえ！　無礼だろう！　いたたたたた」

「子爵様、動かないで！」

　早苗は思わず叫んだ。

　魔女は舌打ちをした。鏡を振りかざす。

「黙れ！」

　彼女は言って、魔法を使った。

　しかしその時、彼女の鏡から出てきた黒いどろどろの何かは、子爵を襲おそわずに逆流し、少女の身体を覆おうとした。

「っ！」

　早苗はその時、服の袖そでから覗く少女の腕に複雑な文字や図形が浮かんでいるのが見えた。

「お義母様！」

　叫んで少女に駆け寄る。

　しかし誰かが横から早苗を追い抜いた。

　東の王子だ。彼は少女を取り囲んでしまった闇やみの中に飛び込んだ。

「鳥代様!!」

　地面に放り出された子爵は仰あお向むけになって両手を背の後ろにつき、目を見開いている。

　早苗は子爵の側まで来て立ち止まった。

　その黒いどろどろは、見上げるほどに大きくなっていた。ツンと鼻をつく匂いがする。これがいったいなんなのか、早苗にはまったくわからなかった。

「早苗」

　呼ばれてぐいと腕を引っ張られた。広兼だ。彼は彼女の腕を引いて、なるべくその黒いものから離そうとしている。

「でも鳥代様が」

「大丈夫だ。早苗、あいつがなんなのか忘れたのか？」

　早苗が何か答えようとした時だった。

　彼らの目の前で、黒いものがみるみる小さくなっていった。それはまるで巨人が背中を丸めて小さな子供になっていくかのようだった。音も立てずにどんどんと小さくなっていくそれは、やがて中から現れた男が抱きかかえる少女の手にある鏡に吸い込まれて消えた。

　少女の手から鏡がぽとりと落ちる。その時彼女の手から、何やら黒い糸の塊かたまりのようなものも一緒に落ちた。

「鳥代様！　お義母様！」

　早苗は広兼の腕から逃れると、二人に駆け寄った。

　少女はどうやら気を失っているようだった。彼女の腕にはもう、早苗が先ほど見た文字や図形は浮かんでいない。

　鳥代は少女を抱きしめたまま眉み間けんに皺しわを寄せてぎゅっと目を瞑つぶっている。彼は何やらぶつぶつと呟いているようだった。

「うう。どろどろ嫌だ……」

　東の王子は破は魔まの王子なのだ。

　彼には魔法を無にする力がある。

　早苗は鳥代ごと少女を抱きしめた。

「よかった」

　彼女の声とその甘い香りに、鳥代ははっと目を開けた。そしてたらりと額ひたいに汗を流す。

　その視線の先には、南の王子が立っていた。

「さささささ早苗、ちょ、離れて、いや広兼」

「いい度胸じゃねぇかお前」

「不可抗力だ！」

　鳥代が悲鳴を上げる。







「あーあ。みっともない」

　腕に珀蓮を抱えた王伊が言った。鳥代に預けられたのだ。

　彼と新祢はぽつんとひどい惨状の廊下に取り残されていた。

　珀蓮はすやすやと眠っている。こんな状況でのんきなものだ。

「どうなるんだろう、これから……」

　どうやら夜花は、完全に《赤い森》の魔女としての記憶を取り戻してしまったらしい。

　赤ん坊の頃の彼女を思い出すと切ない気分だ。思えば赤ん坊や記憶のない幼い少女だった頃が、あの魔女の弱みを握にぎる機会だったのだ。口くち惜おしい。

「とりあえず、問題はあの子爵殿ではないかのう」

　新祢の視線を追うと、少女を抱きしめる早苗とぎゃーぎゃーと喧けん嘩かを始めた東と南の王子の側で、ぼろぼろの格好をした子爵が呆ぼう然ぜんと座り込んでいる。

「ごまかせるかのう」

　子爵は魔女が魔法を使うところを見ているのだ。

「今殴なぐって気絶させてこようか？　夢だった、ですむかも」

「まぁそれも、一つの方法ではあるか……」

　王伊の物騒な提案に新祢が真面目に考慮の余地を見せる。

　そんな彼女の横顔を見て、西の王子は目を細めた。

「新祢」

　彼は彼女の名を呼んだ。赤い髪の姫君が顔を上げる。きらきらと輝くその双眸は、王伊にとってこの世界中の何よりも綺き麗れいな一対の光だった。

「僕はあの魔女が嫌いだ」

　新祢からすべてを奪った魔女。昔からずっと、それは王伊にとって憎むべき対象だった。

　でも。

「でも思い出したんだ。あの魔女がいなければ、君は楽しそうに僕にこの塔の地下へ行く秘密の入り口を教えたりなんかしなかった」

　今ここでこうして自分の隣にいることもなく、そもそも出会うことさえなかったかもしれない。

　悔しいけれどそうだ。

　王伊はあの魔女のせいで、新祢との幸せな時間が奪われたのだと思っていた。

　けれどそもそも魔女に魔法をかけられて一人孤独であった王女の遊び相手として、彼は新祢に出会ったのだ。

　新祢は笑った。

「なんじゃ。ようやくわかったか」

　彼女は前を見た。その視線の先には、幼い少女の姿になった魔女がいる。

「妾はあの女に感謝さえしておるよ。あれがいなければ、妾はそなたにも、今この場にいる誰にも会えなかった」

　だから彼女はあの魔女を許したのだ。

　失ったものと同じくらい、大切なものを手にしたから。

　その時ふと、新祢がその双眸を翳かげらせたのを王伊は見過ごさなかった。彼女の考えていることなど手に取るようにわかる。

「あれはただの物語だ」

　王伊は言った。

『暁あかつきの姫ひめ』

　老人の語った物語。

「新祢。君が悲しむことなんて何もない。君が望むのなら僕は、世界中にある湖を手当たりしだいに探して、涙の味がする湖なんてないってことを証明してみせるよ」

　するとふっ、と新祢が噴ふき出した。

「まことかえ？」

　肩を揺らして笑いながら、彼女は傍かたわらの西の王子を見上げた。世界中の湖なんて、いったいいくつになるのか見当もつかない。

　けれど彼は迷いなく答えた。

「本当だよ」

　すると彼女の赤い双眸が、少し涙に濡ぬれた気がした。







　５　彼女に捧げた歌







「なんですって!?」

　事の次第を聞かされた時の珀はく蓮れんの反応は、その場にいた全員の期待を裏切ることはなかった。

「ほら。『なんですって』って言った」

「やはり言うたのう」

「言うとは思ってたけどまさかそのまんま言うとは単純な奴」

「あー君達後ろで珀蓮のご機嫌を損そこねるようなことをぶつぶつ言うんなら出て行ってくれないか」

　寝台の側に椅い子すを置いて座っていた鳥とり代しろは、部屋の隅すみに立っていた三人の男女を振り向いて言った。早さ苗なえはいない。魔女の側についているからだ。少女はまだ目覚めていなかった。

　すると突然、ぐいと鳥代の胸倉が摑つかみ上げられた。目の前には奇跡のように美しい北の王女の顔かんばせがある。宝石のようなその双そう眸ぼうは、まるで彼を射抜くかのようだった。

　なぜか、彼女の髪は一部だけが短くなっている。それに気付いた時鳥代の中に怒りが湧いて、彼女が目を覚ましたらどうして髪が切られているのか問い詰めようと思っていたのだが……。

　鳥代はごくりと唾つばを飲み込んだ。なぜだろう。怖い。

「夜よる花はなが、魔女、ですって？」

「そうです」

　鳥代はかろうじてそう答えた。

「《赤い森》の魔女？」

「そうです」

「北の王妃の？」

「そうです」

　するとがばりと彼女が寝台から出ようとしたので、鳥代は慌てて珀蓮を羽は交がい絞じめにしてそれを止めた。

「ままま待て！　待てって！」

「離しなさい！　わたくしはもう一度あの魔女に会ったら包丁で刻んで火にくべて夕食を作る時の燃料にしてやると決めているのよ！」

「そんな恐おそろしいこと聞いて離せるかっっ！」

　すると西の王子が嬉うれしそうに手を挙げる。

「あ、それ僕もちょっと思ってた」

「お前そういうところ珀蓮と気が合うな」

「妾わらわはそんな料理食べぬぞ」

「僕も食べたくないからやめたんだよね。なんかこう、食べたら乗っ取られそうじゃない？」

「お前に魔女が乗り移ったら面倒くさそうだからやめてくれ」

「王おう伊いが『あたし』とか言いだしたら気持ちが悪いのう」

「うわ。想像したくねぇ」

「僕だってやだよ」

「お前ら悠長に話してないで手伝えええ！」

　鳥代の怒鳴り声が響ひびいた。
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　廊ろう下かは壊れてしまったが、部屋が無事なのは不幸中の幸いだった。主しゆ塔とうにも部屋はあるけれどあまり綺き麗れいにしているわけではないのだ。

　早さ苗なえは幼おさない魔女を自分の部屋の寝台に寝かせた。新しら祢ねと王おう伊いの部屋で寝ることもあったけれど夜よる花はなを寝かしつけるのは大抵早苗の役目だったので、夜花はいつもこの寝台で寝ていたのだ。

　眠っている少女を見ていると、先ほどのことが夢だったように思える。

　早苗は眠る少女の頰ほおにかかった細い黒髪を、指でそっとよけた。

　夜花が、《赤い森》の魔女だった。

　わかっていたことではあったが、信じられないとも同時に思っていた。こんなにも可か愛わいらしく笑う子がお義か母あ様なのだろうか。早苗はずっと、そういう疑念を抱いていたのだ。

『あたしは葫ゆうがおよ！』

　けれどそう言ってこちらを睨にらみ付けたのは間違いなくあの人だった。《赤い森》の魔女。北の王妃。

　彼女は、赤ん坊だった頃のことを覚えているようだった。

　ではなぜ自分が赤ん坊になったのかも覚えているのだろうか。少し成長して今のような少女の姿になった理由も、知っているのだろうか。

　聞きたいことがたくさんあった。

　彼女の闇やみは、少しでも晴れただろうか。

『いくら愛されても満たされない。あなたはまだ誰だれかに愛されたがっている』

　あの、満月の夜にそう言ったのは自分だった。あんなことを言うべきではなかったと、何度後悔しただろう。

　彼女はきっとそんなことは知っていた。わかっていたのだ。自分の中の孤独が、どんなに深いものかということを。

　早苗は目を瞑つぶった。

　その時彼女は、はっと思い出した。

　魔女が魔法を使った時その腕に浮かんだ文字と図形。早苗は眠る少女の腕を取ると袖を捲まくり、まじまじとその白い肌はだを見た。しみ一つない綺麗な肌だ。

　見間違いだったのだろうか。

　でも確かに見えたのだ。少女を搦からめ捕とるようにそれはその腕に浮かび上がっていた。

　そもそもなぜあの時魔法が失敗したのか――。

「気安く触らないで」

　その言葉に、早苗ははっとした。

　見ると、少女が目を覚ましていた。しかし先ほどまでの射るような雰ふん囲い気きはない。彼女はまるで、憑つき物が落ちたかのように落ち着いていた。

　早苗は彼女の袖を直し、もとの通り布団の中に入れてあげた。

「気分はどう？」

　聞くと、

「最悪よ」

　という答えが返ってきたのでまた驚いた。返事などないと思っていたのだ。

　彼女は早苗が布団の中に入れたばかりの腕を出して額に手を当て、はぁ、とため息をついた。

　そのひどく大人おとなびた仕草に戸惑う。早苗の中ではまだ、幼い夜花の印象が抜けきらない。

「本当に最悪だわ」

　彼女は言った。

　早苗は慌てた。

　夜花にしてもお義母様にしても、彼女がこんなふうに落ち込んでいるところを初めて見たからだ。

「お薬持ってきましょうか？　それともお水が飲みたい？」

「どちらもいらないわ。それより賢けん者じやの王子は？」

　彼女は寝台に横たわったまま部屋の中を見渡した。広ひろ兼かねは、少しの間二人にして欲しいと早苗が頼むと意外なほどあっさりと了承した。少ししたら戻ってくるからと言った彼は、たぶん珀はく蓮れんのところへ行ったはずだ。

　珀蓮は目覚めただろうか。

　子し爵しやく様もやはり気分を悪くしたようなので、以前の客間で休んでもらっている。彼らには、何か作ってあげないといけないだろう。空腹のはずだ。

「ここにはいらっしゃらないわ。広兼様に用事があるの？」

　その時早苗は廊下が騒さわがしいことに気が付いた。

　するとすぐにバン！　と扉とびらが開け放たれる音がした。この手前の部屋だ。早苗は立ち上がって戸口を振り返った。寝室の扉は開いている。

　飛び込んできたのは、黒髪の美女、珀蓮だ。彼女は怒っているようだった。

「まぁ、珀蓮……」

　北の王女は早苗の言葉を無視すると、つかつかと寝台に歩み寄ってそこに横たわる少女を見下ろした。

　北の王女は怒ると匂い立つように美しさが増す。常人なら怯おびえてしまいそうな美女に見下ろされ、しかし幼い魔女は臆おくすることなくまっすぐに珀蓮を見返した。

「他人の部屋に入る時は扉を叩たたくものよ。白しら雪ゆき姫ひめ」

　パン！

　早苗が止める間などなかった。

　珀蓮は腕を振り上げると、寝台に横たわったままの少女の頰を、思い切り殴なぐった。

　勢いで軽い少女の身体からだは少し寝台から飛び出し、早苗は思わず「夜花！」と悲ひ鳴めいのような声を上げた。

　そこに三人の王子と赤い髪の姫君が飛び込んできたが、その場の緊張を読み取って黙だまる。

「待って、珀蓮」

　そう言って止めようとした早苗を、北の王女も寝台の上の少女も気にしなかった。

　少女は寝台の端に手をついて起き上がろうとしている。珀蓮は、静かにそれを見ていた。

　北の王女はその美しくも冷たい声で問う。

「本当にお前が《赤い森》の魔女なの？」

　すると少女はくくっと肩を揺ゆらして笑った。唇くちびるを切ったらしい、口元に血が滲にじんでいる。

「普通は確認してから殴るものよ。いたいけな女の子を殴るなんて、最低ね」

「夜花はわたくしを白雪姫だなんて呼ばないわ」

「地下ではあんなにあたしを護まもろうとしてくれたのに？」

「子供を護るのは当然よ」

　すると彼女は、今度こそ声を上げて笑った。

　早苗は目を丸くして驚いている。

「子供を護るのは当然？　そうね。あたしは今、何もできない子供も同然だわ」

「……お義母様？」

　魔女が憂うれいを帯びた様子で目を伏せるので、早苗はなんだか不安になって胸の前で両手を握にぎり締めた。どうしたというのか。あの人は、いつでも自信に満ち溢あふれていたのに。

「魔法が使えないのか」

　言ったのは、鳥とり代しろと一緒に部屋に飛び込んできた広兼だった。

　彼はいつの間にか早苗のすぐ側に来ていて、幼い魔女を見下ろしていた。

「広兼様……？」

　早苗は傍かたわらに立つ広兼の顔を見上げて、そしてもう一度寝台の上の魔女を見た。

　魔法を使えない？　それは本当だろうか。

　まさか広兼は、それを予測していたのか。だから早苗を彼女と二人きりにしたのかもしれない。

「あの時、なぜ魔法は失敗したんだ」

　子爵を襲おそおうとした彼女の魔法は、逆流して彼女を覆おおった。鳥代が飛び込んでいなかったらどうなっていたのかわからない。破は魔まの王子がいたから、彼女は助かったのだ。

　魔女は顔を歪ゆがめて笑った。

「あたしの中に壊れた魔法があるからよ」

　広兼は顔を険けわしくして、一歩足を踏み出した。

「わかっていることをすべて言え」

「広兼様」

　早苗は広兼を止めようとした。

　彼女はまだ目覚めたばかりなのだ。そんなに急に、いろいろと聞いては身体に差し障さわりが出る。

「あたしもあんたに聞きたいことがある。賢者の王子」

　しかし少女はしっかりとした声でそう答えた。その左頰は赤く腫はれている。氷を持ってこなければ、と早苗は思った。

　魔女のその眼には幼かった少女のきらきらとした輝きはなく、ただ燃えるような意思が宿っている。

　夜花という名の少女ではなく、小さな子供の身体に閉じ込められた葫という名の魔女は言った。

「西の国から来た人間達が使う魔法。これについて何か知っていることはある？」

　西の国から来た人間。

　そう聞いて、今早苗が思い出すのは一人の青年だ。

　ルヴァイン＝イアス。

　西大陸の魔術師。

　なぜ、今それが。

「お義母様」

　早苗はまだ少し顔色の悪い魔女を布団の中に戻そうと一歩前に出た。けれどそれを遮さえぎり賢者の王子が笑って言った。

「上等だ」

　彼は今にも情報交換に伴う契約書を持ち出しそうだった。

　次の瞬間早苗は怒鳴っていた。

「駄だ目めです!!」

　その声は部屋中に響き渡り、耳元で怒鳴られた広兼は少し目を回したようだった。

「さ、早苗……」

　早苗は久しぶりに怒っていた。

　目を吊つり上げて、両手を腰に当てている。なかなかの貫かん禄ろくだ。彼女はまるで、子供たちを叱る母親のように言った。

「なんですか皆！　突然部屋に入ってきて、殴ったり大きな声を出したりして！　広兼様もです！　この子は今目が覚めたばかりなんです、そういう話は後にしてください！　お義母様も、お腹がすいているはずでしょう!?　全部ご飯を食べてからよ！　ほら、皆部屋から出て！　地下を通ってきたんだから埃ほこりっぽいわ。身体を拭ふいて、服を着替えて、食堂に行ってください！　早く！」

　後々まで早苗激怒事件として語り継がれるのがこれである。

　この後賢者の王子が激しく落ち込んだのは、言うまでもない。
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　時間がなかったにもかかわらず、食卓に並んだものはどれも美お味いしそうだった。薄切り肉のソースがけ、白身魚の素焼き、野菜たっぷり炒め飯の卵包み、芋いものあっさりスープ、くるみの甘煮。肉と魚は今け朝さ広兼と珀蓮が頼んだものなのだろう。やはり早さ苗なえは、二種類の昼食を用意しておいてくれたのだ。

「召し上がれ」

　早苗がにこにこと笑ってそう言ったので、全員行儀よく感謝の言葉を口にしてから食事を始めた。

「お義母様？」

　ただ一人、食事に手をつけようとしない《赤い森》の魔女を見て早苗が心配そうに言った。

「どうかなさいましたか？　お嫌いなものがありますか？」

　夜よる花はなはあまり好き嫌いをしなかったようだが、葫ゆうがおには嫌いなものがあるのかもしれない。

　けれど彼女は言った。

「あたしはお前達と馴なれ合うつもりはないの」

　その声こそ夜花のものと同じだが、言葉も彼女が持つ雰囲気も、あの幼く可愛らしかった少女のそれではない。ともすれば目を奪われるような、色香のある少女の魅力は国を傾かたむけかねないものだ。その手の趣味を持った男であったなら一目で彼女に心を奪われているだろう。

　しかし彼女の斜め前に座った賢者の王子は、つみれスープを一口飲んで言った。

「もしお前が」

　彼の目は少女に臆するところがない。広ひろ兼かねはもともと女性がそんなに好きではないのだ。女性特有の色香も艶つややかさも、彼にとっては魅力とはなりえなかった。

「俺達から何か情報を得ようとするのならまずは黙ってそれを食え。早苗の料理を残すような奴に俺達が協力することなんて何もねぇ」

　南の王子のその言葉に魔女は不ふ愉ゆ快かいそうに顔を歪めた。

　鳥とり代しろは、幾いく分ぶんはらはらしながらその様子を見ている。

　広兼は彼女が魔法を使えないと言っていたが、それは本当なのだろうか。

　魔女はしばらくただ椅い子すに座ったままだったが、やがて自分の目の前のナイフとフォークを手に持ってまず卵包みを口に運んだ。

　一度食べ始めると、彼女は黙々と食事をした。おそらくお腹がすいていたのだろう。当然だ。珀はく蓮れんと同じで、彼女も昼から何も食べていないのだ。

　今まではあれこれとこぼしながら食事をしていた少女のきちんとした食事ぶりに、早苗は「まぁ」とため息をついた。それ以上何も言わなかったのは、魔女が怒ると思ったからだろう。早苗らしい、賢明な判断である。

　魔女が再び口を開いたのは、すべての食事を終えてからだった。

　彼女は上品に口を拭ふいてから顔を上げた。

「あたしが望むのは取引よ」

　彼女の話は唐とう突とつだった。けれどその場にいた全員が話を中断し、幼い魔女に視線を集中させた。魔女は賢者の王子を睨み付けている。この場で、交渉の相手としてふさわしい人間を定めたのだ。

「二百年前」

　魔女は言った。

「西から来た人間が王都に魔法をかけて失敗した」

　新しら祢ねが息を呑のんだのが、彼女の斜め前に座っていた鳥代にもわかった。

　二百年前の王都は、そのまま彼女の故郷だ。失われた国。

「国中の魔女達が、その壊れた魔法を都から出さないためにその身を犠牲にして魔法をかけた。そして王都は森になった。あたしが解とけるのは、魔女の魔法よ。この間、あたしは森を覆っていた魔女の魔法を解いて、それが抑え込んでいた壊れた魔法を身体の中に入れた」

　魔女は顔をしかめた。

「馬ば鹿かなことをしたわ。西の人間達が王都にかけようとして失敗したのはおそらく時間をどうにかする魔法だった。その壊れた魔法のせいであたしの身体は赤ん坊になって、魔力まで食われそうになったから魔力だけ逃がした」

「それがあの黒くろ猫ねこか」

　広兼が察しよく言った。

「そう。でもあたしの身体が危なくなったから、魔力があたしの中に戻ってきてあたしは魔法を使った」

　平へ祈き男爵の屋敷での事件だ。落ちていく夜花と早苗を、光が包んだ。後に残ったのは、夜花が持っていたはずの手鏡だけだった。

「たぶん……それで、あたしの中の壊れた魔法が少し歪んだんだわ。だからあたしの身体は少し成長した。その時魔法は使えたから大丈夫だと思ったんだけど、駄目だったわね」

　魔法は失敗したのだ。魔女に逆らった。

　鳥代が飛び込まなければ、魔女さえもあの闇に捕らわれていたかもしれない。

「あの時、お義母様の腕に文字や図形のようなものが浮かんだわ」

　早苗が言うと、魔女は嫌そうな顔をした。

「二百年前の奴らもそんなようなものを使っていたわ。西から来た人間達は、そんなものを描かなきゃ魔法が使えないらしいわね」

「魔術陣だ」

　広兼は身を乗り出した。

「あんたの身体の中に魔術師の魔術が生きているってことか。魔術陣は外部の力を分解して制御するものだ。だから魔力も食われる……。でも魔力はあんたの身体の中に戻った。それは食われていない？」

「生き生きしてるね」

　王おう伊いが苦笑して言った。

「賢者の王子も所しよ詮せんは変態だわ」

　珀蓮がふんと鼻を鳴らす。

「その理由はわからないわ」

　魔女は背もたれに体重を預けて脚を組んだ。もし彼女が夜花であったなら、早苗は行儀が悪いと叱っていただろう。幼い少女がやるにはいかにも似合わない格好である。

　だが不思議と違和感はそんなになかった。

　ただ中の人間の記憶が戻るだけで、人というのはこんなにも雰囲気を変えるものなのだ。

「どうしてあたしの魔力が食われないのかは不明よ。でも魔法を使ったら駄目ね。壊れた魔法が活性化して、またあたしの身体の時間を狂わせる」

　広兼は顔をしかめてじろじろと魔女を見る。

「……さっき魔法を使った後、あんたが若返ったり年を取ったりしたようには見えねぇけど？」

　すると魔女は馬鹿にするように笑った。

「あたしがどれだけの時間を生きていると思ってるの？　十年二十年若返ったからって外見が変わるわけないでしょう？」

　魔女は先天的に、外部の力を自分の力として変換して取り込んでしまう。だから年を取るのが極端に遅くなる。厳密に言えば不老ではないのだ。ひどく時間をかけてゆっくりと、魔女は年を重ねる。

「この壊れた魔法があたしの中にある限り、あたしは魔法も使えない子供のままよ。そんなのはごめんだわ」

　この時、鳥代ははっとした。どうして魔女が突然二百年前のことを話し始めたのか、彼は測りかねていたのだ。魔女は取引を、と言った。

　賢者の王子は口の端を上げてにやりと笑う。

「あんたは俺達に情報を提供して、俺達はあんたからその魔術陣を取り除く方法を探す。なるほど、悪くねぇ取引だな」

「待ちなさい」

　珀蓮が口を挟んだ。彼女は怪け訝げんそうな顔をしている。

「どこが悪くないの？　わたくし達になんの利益があって？　その女が魔法を使えないのは結構。むしろ歓迎すべきことだわ。子供のままなら害もないでしょう。情報なんてもらっても、わたくし達にはなんの意味も」

　ないわ、と言おうとして珀蓮は気付いたようだった。彼女は隣に座る新祢を見た。

　新祢はその赤い双そう眸ぼうをまっすぐに魔女に向けていた。そしてゆっくりと、言葉を紡つむぐ。

「妾わらわは、知りたいと思う」

　赤い髪の姫君のその双眸は炎を映した水のように静かに揺らいでいる。

「妾は知りたい。二百年前、妾が眠った後に何が起きたのか」

　二百年前の王都には新祢の両親だって生きていた。森になった時に彼らがどうなったのか、彼女が知りたいと思うのは当然のことだ。

「どうして――」

　魔女は新祢を見て言った。

「どうして西から来た人間達があの壊れた魔法を使ったのかは知らないわ。あたしは王都から追放されていたの。可愛い王女に魔法をかけた罪でね。だからお前が眠った後、実際何が起きたのかなんてあたしは知らない」

　新祢は笑った。

「それでもよい。そなたを魔女に戻してやりたいとも妾は思っておる。妾も魔女じゃ。仲間がいなくなるのは寂さびしい」

　新祢は魔女だが、外部の力を自分の力として変換する能力がひどく弱い。だから魔力も少ないし、普通の人間と同じように成長する。

　ただ森の中で眠っている時は、周囲に魔女の魔力が溢あふれていた。既すでに魔力として精製されたものを取り込むのは比較的容易だったため、その間彼女は普通の魔女と同じようにゆっくりと年を取ったのだ。

　そうでなければ、彼女は眠ったまま森の中で死んでいただろう。二百年の時を待たずに。

「あんた、赤セイ穏オンの村むら長おさを知らないか？」

　広兼が言った。

　魔女は怪訝そうな顔をする。

「赤穏？」

「じゃあ九く蠟ろうという名の男は？」

　広兼の言葉に、鳥代は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「知らないわ」

　魔女は短く答えた。

「待て」

　東の王子は軽く手を上げた。

「どうして今赤穏の村長が出てくるんだ」

「ある手記が手元にある。森に住む女というのがそれに出てくるんだ。あんたのことじゃないのか」

「手記だと？」

　鳥代が怪訝そうに言う。

「『赤穏史』だ」

　彼は早苗を見て言った。

「あれは赤穏の歴史なんかじゃなかった。一人の男の手記だ。あなたが言ったように、著者の名前は今の字に直すなら九蠟。赤穏の村長と同じ名前だ」

「歴史について書かれたものではなかったんですか？」

　早苗は困惑したように言った。彼女は題字だけを解し、あれを赤穏の歴史について書いた本だと思っていたのだ。

「そうだ。俺は、あれを書いたのが赤穏の村長本人か否かで、二百年前の、重要な手がかりになるんじゃないかと思っている」

「なんだと？」

　鳥代は思わず声を上げた。

　二百年前？

　広兼は新祢に目を移した。彼女はおそらくまだ広兼の言葉をうまく飲み込めていない。

「新祢姫。俺はこれをあなたに言うべきかどうかわからなかった。でもあなたは今知りたいと言った。ならば言うべきだと思った」

　南の王子はそこで言葉を切った。その双眸はまだ新祢を見ている。赤い髪の姫君は、小さく首肯した。

　それを見てから、広兼はまた口を開いた。

「手記の男は、自分よりも身分の高い誰かが犯した罪の大きさと、それを糾きゆう弾だんできない自分の弱さに苦悩している。それが誰か、犯した罪がなんなのか、明確には書かれていない。だからいいか、新祢姫。これは俺の憶測だ。間違っている可能性がある。それを忘れないでくれ」

　広兼がこんなふうに念を押すことは珍しかった。そして彼は言った。

「二百年前、王都を森にしたのは王だったのかもしれない」

　二百年前の、王。

　それは新祢の父だ。

「広兼」

　王伊が顔を険しくした。

「憶測で新祢を侮ぶ辱じよくする気？」

　その声は低く冷たい。殺気さえ滲にじませた西の王子を鎮しずめたのは、やはりこの場で唯一彼を御ぎよすることのできる赤い髪の姫君だった。

「王伊は黙っておれ。広兼、続けてくれぬか」

　新祢は冷静だった。鳥代は少し驚いていた。

「手記を書いた男は事実を明確に指す表現を徹底的に避けている。不自然なほどだ。手記というものは第三者に見せるためにしろ自分の考えを整理するためにしろ表現にまで気を遣うのはおかしい。それは創作だ。だがその罪を犯したという人物が、普段からその名を口にするのもはばかられるほど尊とうとい人間であったのなら話は別だ」

「……王族」

　新祢が言った。

「待てよ。今の俺達が、民にそこまで信望されているとは悲しいかな思えない。俺が城下に下りても皆平気で俺の名を呼んだり今日はどこの女性のところへ行かれるんですかとか軽口を叩いたり……」

　言ってから鳥代は自分の失言に気付いて口をつぐんだ。ちらりと見ると珀蓮が射るようにこちらを睨んでいる。怖い。

「当然よ」

　口を開いたのは、幼い姿の魔女だった。彼女は小馬鹿にするように笑った。

「あんた達は所しよ詮せんかつての王の臣下の一族。それなのに王族が失われ、王都が森に沈んだとたんに自分達で勝手に王を名乗って国を分けた。簒さん奪だつ者しやと罵ののられてもおかしくないわね。恥はじ知らずにもほどがあるわ」

「そうだな。それは事実だ」

　広兼は動揺せずに言った。

「二百年前の王族と今の王族では意味が違う。破魔と賢者と軍人、それに魔女さえも従える国の王だ。民の王族への忠誠や畏い怖ふ心しんは今よりもずっと強かっただろう。ましてやその王族の罪の露見など、あってはならない」

「妾が」

　新祢は言った。

「妾が隠されたのも、同じ理由じゃろう。王族が魔女に脅おどかされているなどと、公おおやけにしてよいものではなかったのじゃ」

「おかしいのではなくって？」

　珀蓮が口を挟んだ。

「どうして赤穏の村長がそんなことを知っているの？　二百年前の事実を記した文献なんてどこにもないのでしょう？」

「だから、あの手記を書いたのが赤穏の村長本人じゃないのなら、そういう可能性があるというだけのことだ。最初にそう言っただろ？」

　広兼は大きく息を吐くと、杯グラスに入った水を口に含んだ。

「どちらにしろ、赤穏の村長は何か知っていると思う。近いうちに話を聞きに行く」

「待て、広兼。それは無理だ」

　鳥代は慌てて止めた。

「あん？　お前が忙しいのはわかってるよ。だからそれが一段落したら行こうと思ってんじゃねぇか」

　鳥代が執務でほとんど森を出ている今、広兼が赤穏に行けばこの塔には王伊と三人の姫君と魔女だけになってしまう。残しておくには不安の残る面々だ。

「違う。村長は亡なくなったんだ」

　言うと、初めて広兼が不意打ちをくらったような顔をした。

「……なんだと？」

「俺も今日聞いた話だ。赤穏の村長の九蠟殿は今日の未明に亡くなられた。死人から話など聞けない。不可能だ」

　黒い印の押された書状は訃報だ。鳥代はそれを今日、領主の屋敷で受け取った。

　彼が赤穏の村長に最後に会ったのは数月前だった。その時も臥ふせっていたが、そこまで衰弱している様子ではなかった。ただ年は年であったのだ。不思議ではない。

「まさか……噓うそだろ。くそっ」

　広兼は舌打ちをして、頭をがりがりとかいた。彼はさらに悪態をつこうとしたようだが、不謹慎だと思ったのだろう口をつぐんだ。赤穏の次の村長は村の中から選ばれたらしい。九蠟という名の死んだ老人には子供がいなかったのだ。

「その『赤穏史』」

　新祢が言った。

「今はどこにある」

「ああ」

　広兼は立ち上がった。

「部屋だ。取ってこよう」

「いや、後でよい。……急ぐことではあるまい。過去は逃げぬ。すべては過ぎたことなのじゃ」

「……新祢」

　早苗が気遣わしげに言って隣の彼女の手を取った。すると新祢はにこりと笑った。

「気にするな。父上様がどんな罪を犯してしまったとしても、その上で現い在まがあるのなら、妾は受け入れねばならぬ。妾は現在が大切じゃ。そなたらがいる」

　早苗は黙って新祢を抱きしめた。すると早苗の隣に座った魔女がふんと鼻を鳴らした。

「お前の父と母のことならあたしが覚えてるわ。愚かな人間達だった。このあたしを都から追い出したんだもの」

「この小娘みじん切りにして火にくべてもいいかしら？」

　がたりと珀蓮が立ち上がる。
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「待て待て待て待て」

　鳥代が慌てて珀蓮の腕を摑んだ。

　魔女は軽けい蔑べつを込めた眼まな差ざしで北の王女を見た。

「お前ごときがあたしに敵うと思ってるの？」

「王伊！　あの小娘を取り押さえなさい！」

「ええーとそうしたいのはやまやまなんだけど僕は《赤い森》の魔女に関しては中立の立場を取ることに決めたんだよね」

「なんですってこの腑ふ抜ぬけ！　もういいわ。わたくしがこの手で引いん導どうを渡してあげてよ！」

「そのフォークを置け、頼むから！」

「フォークでみじん切りにする気かよ。それなら普通ナイフだろ」

「助言をするな広兼！　あんたもナイフに持ち変えるなっっ」

　魔女は椅子に座ったまま優雅に水を飲んでいる。

　取り乱した珀蓮の様子を見て、早苗が「あっ」と声を上げてがたりと立ち上がった。

「大変。子爵様が」

　魔女を除く、その場にいた全員があっ、と思った。

　公きみ亥い子爵のことをすっかり忘れていたのだ。昨晩から行ゆく方え不明になっていた彼は、珀蓮達よりも空腹のことだろう。

　早苗は慌てて食堂を飛び出して調理場に行った。子爵のための食事を準備して、持っていくのだろう。

　餓死でもしていればいいのに、と鳥代は思った。すると鳥代に羽は交がい絞じめにされたままの珀蓮が苦々しげに小さな声で言った。

「餓死でもしていればいいのに」

「……」

　北の王女と同じ思考を持つなんて、と東の王子は青ざめた。

「ああ、あの馬鹿っぽい子爵？」

　魔女が笑う。

「そういえば、あたしがあの子爵と一緒に北に戻ったらかわいそうな白雪姫はあの馬鹿子爵と結婚させられるのよね」

　鳥代ははっとした。

「どうしてそれを」

　夜花はあの書状を見ていないはずだ。夜花が知らないことを、魔女が知っているはずがない。

　顔をこわばらせた東の王子の目の前で、彼女はくしゃくしゃの紙を取り出した。

「地下から出る時、落ちてたから拾ったの」

　魔女は無造作にそれを広げてみせた。そこには堂々と北の国紋トーラが押してある。珀蓮の目からそれを隠す余裕さえなかった。

　鳥代は頭の中であの馬鹿子爵に対して盛大に悪態をついた。仮にも国紋が押印された書類をこうも簡単に落とすとは愚か過ぎる。ありえない。馬鹿という表現では物足りないくらいの弩級の馬鹿だ。

「……珀蓮？」

　東の王子はおそるおそる自分がまだ羽交い絞めにしている北の王女の名を呼んだ。先ほどまで暴れていたのが噓のように、彼女は大人しくなっている。

　父親が自分を売るような真似をしたのだと知れば普通の女性なら悲しんで涙を流すだろうし、珀蓮もまた傷ついてその眼を曇らせるだろうと鳥代は懸念していた。

　矜持の高い彼女はきっとこんな公衆の面前で泣いたりはしないが、それは悲しくないということではないのだ。

「珀蓮」

　鳥代は、慰めるようにもう一度彼女の名を呼んだ。

　だが残念ながら、彼は恋人のその気性を失念したのだと言わざるをえない。

　彼女は、北の王女なのだ。人が畏怖を抱くほどの美貌を持った白雪姫。何者にも屈しない高慢な王の娘。

「馬車を用意なさい」

　彼女は低く、けれどその場にいた全員に聞こえるような澄んだ声で言った。

　それはただ大人しく泣くか弱い女性の声では決してなかった。否と言うのを許さない、絶対的な王女の言葉だ。

「……」

　鳥代はなんだかおそろしくなって、ゆっくりと彼女から手を離した。

　雲行きがおかしい。

　ええと、これは、まずい。たぶん。駄目だ。珀蓮の顔を見てはいけない。

　そう思ったが、彼が逃げ出す前に北の王女が動いた。

　彼女はすっ、と体術の達人のように素早く腕を伸ばすと鳥代の胸倉をがしりと摑み、ぐいと彼を引き寄せた。

　ああ、俺はなんて馬鹿なんだ。

　彼は自分の懸念が完全なる見当違いであったことを嘆いた。ここで悲しんで終わるような女なら、そもそもこれまでのいろいろな面倒事も起きていなかったに違いないのだ。

「馬車を用意なさい」

　見る者を震わせるほどの匂い立つような美しさを身に纏った白雪姫はもう一度言った。

「……ええと」

　怖い。目が見れない。

　このままでは北の王の命はないかもしれない。鳥代は北の国の行く末を案じた。

　その時、バタン！　と食堂の扉が開け放たれた。

　そこには早苗が立っている。彼女は肩で息をしていて、少し青ざめていた。

「子爵様が……」

　調理場からも直接廊下に出られる扉があるので、早苗はそちらから外に出て子爵の部屋に食事を届けに行ったのだろう。

　魔女を除くその場にいた全員が、なんだか彼女のその台詞せりふの先を聞きたくなかった。

　面倒そうだったからである。

　しかし早苗は無情にも続けて言った。

「どこにもいらっしゃいません」

　魔女はどうでもよさそうな顔で、こくりと水を飲んだ。
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　落ちてきたのは天上からの贈り物

　暗闇の中で二人

　手を取り合って生きていこう

　暗闇の中で二人

　愛を囁ささやいて生きていこう




　落ちてきたのは地上のすべてを紡つむぎ合わせた奇跡

　君がいればそこが楽園だと男が言うと

　彼女は朝あさ露つゆに輝く百ゆ合りのように笑った




　黒い闇が彼女を襲おそう

　彼は闇の中に飛び込んで

　彼女を外の世界に連れ出した




　落ちてきたのは天上からの贈り物

　日の光の下

　手を取り合って生きていこう

　日の光の下

　愛を囁いて生きていこう
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「書き置きがあるじゃねぇか」

「まぁ、本当ですか？」

　子爵が使っていた部屋を探すと、床に紙片が落ちていた。広ひろ兼かねがそれを取り上げる。

　王おう伊いは厩うまやを確認しに行っていた。魔女は食堂に残っている。

「なんだこれ？」

　広兼は顔をしかめた。

　それを鳥とり代しろに渡す。紙片を読んだ彼は、ううん、と唸うなった。

「詩？　歌か？」

「まぁ。子爵様は、歌も作られるんですね。吟遊詩人デイヒルーのような方だわ」

　吟遊詩人。

　早さ苗なえが言った。

「あ」

「あ」

　二人の王子が同時に声を上げる。

「何？」

　怪訝そうに珀はく蓮れんが言った。

「ああーそうかー」

　鳥代が頭を抱えてしゃがみ込んだ。その隣で広兼は顔を歪めて笑う。

「なるほどなぁ」

「なんだというの？」

　王子達の反応に、珀蓮が不愉快そうな顔をした。広兼は肩をすくめて言った。

「貴族が道楽で吟遊詩人として歌を作るのは珍めずらしくない」

　彼の言葉に、最初に理解を示したのは早苗だった。彼女は「……まぁ」と言って手を口にあてた。

「あら、まさか」

「可能性としてはありうるな。子爵には前例がある。鳥代に脅されても、珀蓮の動向を調べることはやめなかったのかもしれねぇ」

　珀蓮は眉み間けんの皺しわを深くした。

「なんですって？」

「なんの話じゃ」

　言いながら、新しら祢ねがしゃがみ込んだ鳥代の手から紙片を取る。早苗も横からそれを覗のぞき込んだ。珀蓮は一歩距離を取っている。あの馬鹿子爵が書いた歌など見たくもないし、触りたくもないのだ。

「白雪姫と眠り姫と灰かぶりシンデレラの歌を作ったのが公亥子爵だと考えると、しっくりくるな」

「まぁ、お上じよう手ずですね」

　紙片に書かれた歌を読んで、早苗は笑った。

「なるほど、そうであればあの歌が妙に珀蓮贔びい屓きなのも頷けるのう」

「鳥代、犬とか言われてるもんなぁあれ」

「あの馬鹿子爵もっと脅しとけばよかった……」

　当初鳥代が吟遊詩人に対して懸け念ねんしていたのは、歌を作った吟遊詩人が北の王妃の正体を知っているのではないかということだった。だがもし問題の吟遊詩人があの公きみ亥い子爵であるのなら、それは杞き憂ゆうであったといえるだろう。

　そういった事実を知っていて黙っていられるような男でないことは鳥代もよく知っていたからだ。

　北の王妃が魔女だと知ったらあの男なら間違いなく王を糾きゆう弾だんするだろう。魔女などという怪しい者を妻にするなどと国王としての自覚が足りないと言って。

　公亥子爵は自分が正しいと信じて行動を躊躇ためらわない。聞こえはいいが、面倒くさい性格の男なのだ。だから珀蓮の罵ば倒とうに決してめげることはない。

「ちょっと、それは本当なの？」

「可能性が高い、というだけではあるな今のところ」

　その時珀蓮は、あの時馬鹿子爵が言った言葉を思い出した。

『僕のお母様が持つありとあらゆる情報網を借りてあなたを捜してそして、あろうことか東の国の、あの分不相応で不ぶ躾しつけで無礼な王子の領地であなたを見つけた』

　そうだ。あの馬鹿子爵は、王宮からいなくなった珀蓮を見つけていた。

　魔女の魔法で消えた彼女を捜し出したその子爵の母親の情報網というのは並のものではない。それを利用すれば、その後の珀蓮の動向も手に取るように知れただろう。

「……」

　突然黙り込んだ珀蓮を見ていて、早苗がふと気付いて首を傾げた。

「あら？　珀蓮、髪を切ったの？」

　その時珀蓮は背筋に悪お寒かんが走り、ぞくりと身体を震わせた。何かと思ってぱっと背後を見るが誰もいない。彼女は両腕をさすった。なんだろう今のは。あまり深く考えたくない。とても嫌な予感がする。

　するとぐいとスカートが引っ張られた。見ると、しゃがみ込んだままの東の王子が珀蓮を見上げている。

「そうだ。俺も聞こうと思ってた。あんた、その髪どうしたんだ」

　珀蓮は顔をしかめた。

　この髪は、暗い場所に怯えていた夜花にあげたのだ。夜花が魔女だと知った今となっては無駄なことだったとしか思えない。あのまま怯えさせておけばよかったのだ。あんな女。

「なんでもないわ」

「まさかあの馬鹿子爵に切られたんじゃないだろうな」

「そんなことされたのならわたくしがあの男を生かしておくはずがないでしょう？」

　珀蓮は馬鹿にするように言ったが、鳥代は怒るわけでもなくじっと彼女を見ていた。

「本当に？」

「噓うそをついてどうするの？」

　珀蓮は答える。すると鳥代はしばらくしてやっと珀蓮から視線を外して盛大にため息をついた。

　どうもこの男はため息が多い。だからなんだか不幸そうな雰囲気をかもし出しているのだろうか。

「あんたといたら、俺はいくら寿命があっても足りないよ」

　彼のその言葉に、北の王女は不愉快そうに片方の眉を上げた。足元にしゃがみこんでいる東の王子を睨み付ける。

「わたくしより早く死んだら殺すわよ」

　射るようなその視線に鳥代は目を丸くして、次に口の端を上げて笑った。

「こっちの台詞だよ馬鹿女」
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　子爵の馬は、子爵が持っている灯あかりだけを頼りにとぼとぼと土の上を歩いていた。森の夜は暗い。けれど子爵の気持ちは晴れやかだった。なぜなら彼の手には艶やかな温もりがあるからだ。

　いや、温もりがあるというのは明らかに彼の錯さつ覚かくだった。なぜならそれはただの髪の毛であり、温もりなどが残っているはずもなかったからだ。

　けれど彼は幸福だったし、それを一生の宝物にしようと既に決めていた。

　あの地下で死を覚悟し、思い切って彼女に思いのたけを打ち明けたがなぜか彼女の怒りを買ってしまった。それはとても残念なことだが、あの時の彼女は本当に息を呑のむほどに美しかった。

　思い出しても身体が震える。彼女は本当に美しい。

　あの後何やら少女に髪の毛を摑まれたりその少女が黒い何かに飲み込まれたりとよくわからないことが続いたが、あの時の彼女の美しさの前ではそれらの記憶もすべて薄れてしまう。

　子爵はうっとりとした。

　あの後地面に落ちていた彼女の髪の毛にいち早く気付いたのは、自分と彼女を結びつける運命の仕業に違いない。彼女のあの美しい髪が損なわれたのは非常に残念だったが、このような素す晴ばらしい宝物が自分の手元に来るためならば、それも仕方がなかったのだろう。

　子爵は憂うれいを帯びたため息をついた。

　彼女に捧ささげた歌を残してきたが、気付いてくれただろうか。

　あれを読めば、彼女もきっと自分の愛の深さに感動してくれるに違いない。もしかしたら自分を追ってきてくれるかもしれないという期待さえ抱き、彼はこうしてゆっくりと暗い森の中の道を行っているのだった。

　黙って出てきたのは、今回のことを忘れないうちに歌にしてしまいたいと思ったからだ。

　あのような騒がしいところではできる歌もできない。

　これから作るのは想いを込めた即興的な歌ではなく、吟遊詩人デイヒルーとしての彼が作る、物語を綴つづる歌だからだ。

　彼は懐ふところに入れた手帳を確かめるように胸に手を置いた。

　東の王子は相変わらず気に食わなかったが、金髪の女性はそれなりに可愛らしかったし、赤い髪の女性は何やら独特の喋しやべり方をしていた。南の王子は目つきが悪く、西の王子はなんだかとぼけた顔だった。

　すべてお母様の手の者からでは得られない情報ばかりだった。今度はもっと臨場感のある、素晴らしい歌ができるだろう。

　彼は非常に満足していた。

　あの歌における白雪姫の相手役を東の王子から自分に換えるというのが今回の目的だったが、完璧にそれを達成できなかったものの足がかりはできた。

　あの地下で、直接会って伝えた彼の愛に、彼女はとても心揺り動かされているはずなのだ。

　彼の作る歌はすべて彼女への愛情だ。

　彼の歌が世の中に広まれば広まるほど、彼女は自分の愛情を感じて喜んでくれるだろう。

「君をこんなにも愛している。僕は幸せだ……」

　と子爵は空に浮かぶ月に呟いたのだった。


ＥＮＤ．










　あとがきと小話




　お手にとっていただき、ありがとうございます。

　こんにちは、はじめまして。山やま咲さき黒くろと申します。

　書き終わって、かなりのすっきり感で今これを書いています。

　今回は、馬鹿が一人出てきました。この人のおかげで話が一部爆発しすぎだったのでちょっと修正しようかな、と思ったのですが、担当様のこれでいきましょうの一言でこれでいくことになりました。

　こんな馬鹿でも愛していただけると幸いです。

　謎も紐ひも解といてみたり。鳥とり代しろ様が少しだけ活躍したり。一歩前に進めたお話だったのではないかと思います。

　ようやくのコースのメイン料理なので、ほっと一安心です。

　ところでこの巻は珀はく蓮れんと鳥代が表紙のはずですが、どうですか。実は今回はまだ見ていません。非常に非常に非常に楽しみです。眠れません。

　お手紙や、ホームページでのお言葉、本当にありがとうございます。嬉しいです。生きててよかったです。

　そしてこの本を手にとってくださった方々、本当に本当にありがとうございます。

　この本に関わってくださったすべての方に心からお礼を申し上げます。

　父と母にも。

　ありがとうございます。

　これからもどうぞ、よろしくお願いいたします。








山咲黒










　＊＊＊彼と彼女のかくれ鬼＊＊＊




「……痛い」

　彼は憮ぶ然ぜんとして言った。落ちた先に綿入れが敷き詰められてはいたが、落ちる時に穴の縁ふちで頭を打ってしまったのだ。

　ごいん！　と音がした。

　少し涙が出るほどには痛い。

　彼女とかくれんぼをしていたのだが、まさかこんなところにも落とし穴があるとは思わなかった。どうりで不自然な場所にある棚たなだと思っていたのだ。妙に大きいし、そのくせ中には何も入っていない。

　彼はため息をついた。

　あんなところに入り込んだ自分が馬ば鹿かだった。

　彼女のために造られた塔とうには、彼女の秘密がたくさんある。自分がその彼女の秘密に驚いた顔をするたび彼女は嬉うれしそうに笑うのだから、彼の気持ちは複雑だ。

　彼女の笑顔は大好きだ。

　正直彼女の笑顔と水と空気さえあれば一生生きていけるんじゃないかと思うくらいに大好きだ。

　でもこうして痛い思いをするのはあまり嬉しくない。

　それにきっと彼女に見つけてもらえるまで自分はここでじっとしているしかないのだ。

　それも寂さびしい。

　彼はもう一度ため息をついた。

　綿入れから起き上がる気にもならなかった。彼は両手を頭の後ろにやって、しばらくそこにそのまま寝っ転がっていることにした。

　真っ暗だ。

　けれどべつに暗いのは怖くない。

　怖いのは、彼女の涙だ。

　悲しそうな顔や、泣く一歩手前の顔が一番怖かった。

　自分には何もできない。彼女が泣くのを止められない。その時感じる無力感は、誰だれに殴なぐられるよりもひどい痛みとなった。

　この塔で、いつか彼女は眠りにつく。

　その時から彼は、もう二度と彼女の笑顔も泣く前の顔も見られないのだ。

　ぞっとした。

　彼は初めて闇やみを恐おそろしいと感じた。

　彼女が眠りについて、自分はいったいどうやって生きていけるだろう。

　魔女の呪のろいは彼女が永遠の眠りにつくというものだったが、あの魔女の魔力では二百年の眠りとなるだろうと、国中の魔女と賢けん者じやの一族がそう試算を出した。

　でも普通人間は二百年も生きられないし、彼女は魔女としては力が弱すぎるから魔女でない人間と同じように年を取る。

　何千年後も彼女の前に現れるのは自分だと言ったけれど、自分も彼女も、何千年後に生きていられる可能性なんて今この世界がなくなってしまう可能性よりもきっと低い。

　二百年。

　それだけの年月だって、普通の人間が生きていられるようなものではないのだ。

　自分が魔女であれば。

　と彼は何度も思った。

　あの憎むべき魔女と同等の力を持った魔女であれば、二百年だって生きられる。それどころか彼女にかけられた呪いを解とくことだってできるかもしれない。二人で幸せに生きていける。

　そう思ってすぐ、それもどうだろうと暗あん澹たんたる気持ちになる。

　彼女は王女で、自分はしがない小姓だ。身分が違う。

　彼女はとても可か愛わいらしいし、もし魔女の呪いがなくなってしまったら、どこかの王子に見み初そめられてすぐに結婚してしまうかもしれない。

　結局、自分達が幸せに暮らしていける世界などどこにもないのかもしれない。

　彼女のためならどんな噓うそだってつけた。

　何千年後も出会えるという言葉も、迎えに行くからという約束も、彼女の笑顔を見るためならばいくらだって言える。彼女が安心するなら、どんな道化にだってなってみせる。

　でもそれを真実にできないのなら、なんの意味があるだろう。

　自分がやっていることは、結局問題の先送りにすぎない。何も解決していないし、もし本当に二百年後に彼女が目覚めたとしたら、自分の死体を抱いて彼女は泣くだろう。

　意味がない。

　まったく、意味がない。

　どうしてこんなにも自分は何もできないのか。こんな自分をどうして彼女は好いていてくれるのか。

　彼にはまったくわからなかった。

　その時ゴトン、という重い音と、ゴゴゴと石と石が擦こすれ合う音がした。

「やはりここじゃ」

　彼女は硝子ガラスでできた灯火器を持っていて、彼の視界の中に飛び込んでくると綿入れの上で寝っ転がったままの彼を覗のぞき込んで嬉しそうに笑った。

　彼女の持った灯あかりがあたりを照らす。

「驚いたかえ？」

　それはまるで光そのものだ。

　彼は泣きそうになった。

　もし。

　二百年後に彼女に出会えるのなら、自分はきっとなんでもするだろう。この命も魂たましいも、また彼女に出会えるのならすべて捧げたっていい。

　だからどうか。

　と彼は願わずにはおれなかった。

　自分の力ではどうしようもないのだ。彼は魔女でもなければ王でもない。ただの人間で、無力な男だ。だから今現在の彼女の笑顔を護ることしかできない。未来の保証などできない。

　だからどうか。

　彼は願った。

　二百年後も、彼女の側にいるのは自分でありますように。

　彼女のこの、光のような笑顔を見ることができますように。

　彼は願ったのだ。
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あっという間の一年でした。

ありきたりですが、長かったような短かったような。とても楽しい一年でした。

苔玉を買いました。タマと名付けました。

鳥の飾り物を買いました。ぴよ助と名付けました。

今年もどうぞよろしくお願いいたします。
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７月生まれ。蟹座。Ｏ型。

うちのダックスは凶暴なので、おとなしくて可愛いコに癒されたいです。

近くに犬と猫と１日遊べる所があれば幸せなんですが……。








電子版　ビーズログ文庫


姫ひめ君ぎみ達たちの晩ばん餐さん


吟ぎん遊ゆう詩し人じんによる魚料理ポワソン






著者／山やま咲さき 黒くろ


イラスト／起おき家や一いち子こ







2013年9月30日電子版（EPUB3）ver.1.0制作



発行者　浜村弘一


発行所　株式会社 エンターブレイン


http://www.enterbrain.co.jp/


デザイン　田熊理子






(c)2010 Kuro YAMASAKI


PUBLISHED BY ENTERBRAIN, INC.


本電子書籍はビーズログ文庫『姫君達の晩餐　吟遊詩人による魚料理』


（2010年1月29日発行　初刷）を元にして制作しております。






[image: ]



item/image/Jyujika.jpg





item/image/cover.jpg
S P
 eKimoYatgsaki (,* S

R AL,
o5 y,,”;‘\ % Q

2 M L\
[ | u,‘/‘u '\\
b | W (/

v
A

\
|
U






item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p054.jpg





item/image/p012.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		０　吟遊詩人の歌



		１　馬鹿子爵と変態馬鹿男



		２　暁の姫の涙



		３　舞い降りてきた光



		４　魔女の魔法



		５　彼女に捧げた歌



		あとがきと小話



		奥付











item/image/Kutu.jpg





item/image/Harp.jpg





item/image/p020.jpg





item/image/p062.jpg





item/image/Ringo.jpg





item/image/p075.jpg





item/image/p006.jpg
Y
e
O

| (@)

Cl

aw

Lo

CERRTEET

[
)

(G

IR






item/image/p007.jpg
CROME) & PY=OfEEHE REZRIBRO—’K

KMOEY #E  NEER] BESEAD—IE

(MO IE: $ESTER HBCRITCRED—IX

CHRVRY EDEICERSIBLFEEDR






item/image/p005.jpg





item/image/Bara.jpg





item/image/p008.jpg





item/image/p041.jpg





